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　夜から連想されるものは少なくない。

　子こ守もり唄うた。

　暖だん炉ろの火。

　優しい声。

　概おおむねそれは幸福な記き憶おくに満みちていて、だからずっと、この気が遠くなるような年月を経へてもまだ、世界は彼にとって優しいものだった。そしてそれは今も変わっていない。

　いや、彼女と出会ってから、この目に映るものはさらに輝かがやきに満ちている。

　砂の静せい寂じやく。

　降ふるような星。

　温かい手。

　誰だれがなんと言おうと彼は、自分が凡ぼん庸ような幸せを幸せと思える人間であると信じて疑うたがっていなかった。

　ただ、愛する人の側そばで。共に生きて、そしていつかその手を握にぎったまま死ねたなら、これ以上の幸福などあるだろうか。

　彼が望み願い続けてきたのはそのような生き方であり、死に方だった。

　だから彼は、周しゆう囲いから向けられる謂いわれのない敵てき意いや対抗心にはとても迷めい惑わくしていたのだ。

　望のぞむと望まざるとにかかわらず、彼は異い能のうを持つ唯ゆい一いつ無む二にの存そん在ざいだった。

　最初で最後の魔ま人じん。そう呼ぶ者もいる。

　そういった異名が本人にとってなんの意味もないものであったとしても、ある一部の者達にとって、彼は無視できない存在だったのだ。

　ガシャン！

　という音がしたので振り向くと、窓ガラスが割われていた。

　一いつ瞬しゆんで、視し覚かく情報を切り取り状じよう況きようを判断する。割れたガラスの破は片へんに混まじって拳こぶし大だいのものが落ちていた。すぐに対処すべき危険物には見えない。ただの石に布を巻まいただけのものだろう。

　投げ込まれたと言ってもここは三階である。よほどの強きよう肩けんを持つ者でなければ難むずかしい。

　夜よ着ぎのまま仕事の書類を読んでいた彼はそれを無視すべきかどうか少し迷ってやはり無視することにした。後で誰かに片付けさせようと決めて書類に視線を戻す。

　すると、すぐにまた

　ガシャン！

　と音が響ひびいた。

　ゴロンゴロンとまた別の拳大のものが絨じゆう毯たん敷じきの床に転がる。

　彼はため息をついて、書類をテーブルの上に置いた。このままでは、部屋中のガラスが割られかねない。それではあまりに、掃そう除じ係が哀あわれだろう。彼はとりあえず、二番目に投げ込まれたものを拾い上げた。

　一見で予想した通り、それは石を白い布で包み込んだものだった。端は切ぎれなどではなく、正確な正方形に切り取られた染しみ一つない白い布である。そしてそこには、几き帳ちよう面めんな字でこう書かれていた。

【無視するな。】

　どうやら彼の性格を正しく理解している者の犯はん行こうのようだ。

　彼は次いで、最初に投げ込まれた石を拾った。

　白い布を広げ、書いてある文字を読んで眉び宇うを寄せる。

　その時彼──とある理由からトアレグ国のザイルミアド王子の身体からだを借りている魔人、ロヴィタ＝ロウ＝ビエタは、来たる面めん倒どう事ごとを思って深いため息をついた。




【二日後だ。

　二日後に、お前のすべてを奪うばってやる。

　覚かく悟ごしていろ。


黒の覇は王おう】
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「上がり！」

　少女の言葉に、四し方ほうから悲ひ鳴めいが上がった。

「噓うそだろ！」

「おいおいまたテヴァの一人勝ちかよ！」

「手はなんだ？」

「ロイヤルキングだ。信じらんねぇ」

　少女の手て札ふだを見て男達が驚きよう愕がくと感かん嘆たんの声を上げる。

「はい、じゃあお金は全部もらうわね。リゲット今隠かくしたお金出しなさい。ずるはなしよ。はい、ありがとう」

　悲ひ愴そうな顔をした男達から容よう赦しやなく掛かけ金きんを回収したテヴァ＝レイは、慣なれた手さばきで金を数え、にっこりと微笑ほほえんだ。

　普段は決して席が埋うまることのない裏うら路ろ地じの食堂『沈ちん没ぼつ船せん』は、珍めずらしいことに大だい盛せい況きようだ。

　少なくとも平均年ねん齢れいが四十は超えるであろう客達は興きよう味み津しん々しんでカードが並べられた一つのテーブルを囲んでおり、まだ二十にもならない娘が自らと同年代の男達から金を巻まき上あげる様を、なんとも切ない気持ちで見守っていた。

「確かにいただきました。じゃあ私はこれで抜けるわね」

　そう言うと、テヴァは稼かせいだ金をポケットに入れて立ち上がる。

　勝ち逃げするのかと、彼女を止める者はいない。この娘に勝つのは不ふ可か能のうだと、その場にいた全員が痛つう感かんしていたからだ。

「……お前、こっちを本ほん業ぎようにしたらどうだ？」

　呆あきれたように言うのは、この食堂『沈没船』の店主ガルタ＝ギーである。彼はカウンターの内側に刃物をずらりと並べて研といでいた。果くだ物もの用のそれから、人体さえ分ぶん断だんできそうな大たい剣けんまで並んでいる様はさながら刀剣屋である。

　そんなカウンターの椅い子すに腰掛け、テヴァは心外とばかりに眉まゆを寄せた。

「やめてよ。こんなの暇ひまつぶしよ、暇つぶし」

「それならもう少し容赦してやれよ」

　彼女の強運の理由を知る元海かい賊ぞくは、酒を飲む金さえむしりとられた男達を憐あわれみの目で見つめた。

「勝負には手を抜かない主しゆ義ぎなの」

　テヴァはしれっとそう言うと、ギーが出してくれた羊ミのル乳クを飲んだ。

　しかしぱんぱんに膨ふくれ上がったポケットを見るだに、自分にもっともふさわしい職業は占い師ではなく賭と博ばく師しなのではないかと疑うたがわずにはおれない。

　類たぐい希まれな強運と直感を持つ砂さ漠ばくの《星テラ》と呼ばれる彼女には、賭け事ほど手っ取り早く金を稼げる手段はないのだ。

　けれど、いやいや、とテヴァは思い直す。

　単純に金を稼ぐために占い師をやっているわけではない。自分はこの能力を、人の役に立てたいのだ。砂漠にいる頃は一族のためだけに使っていたこの力を、もっと個人の、ささやかな幸せのために使ってみたかった。

　だから占い師を始めたのだ。

「最近はちゃんと占い師っぽい仕事も増えてきたし」

　一時期、テヴァ＝レイを呪のろい師しだと勘かん違ちがいした者達からの犯はん罪ざいまがいの依い頼らいが増えていたが、彼女の根こん気き強い訴うつたえの効こう果かか、それは減ってきている。（主に、食堂『沈没船』の常じよう連れんの男達を捕つかまえて、恋愛相談や吉きつ兆ちよう判はん断だんのような依頼を持ってこい、と脅おどしたのが効きいているようだ。）

「今日もこれから依頼があるのよ。忙しいんだから」

「それはいいことだ」

　背後からかけられた声に振り向いたテヴァは、驚おどろいて少し目を丸くした。

「ロ……ザイル」

　そこにいたのは、この国の前王の息子むすこ、ザイルミアド王子だった。

　街の裏路地を訪おとずれるからといって、彼が貧ひん相そうな姿に身をやつしたことはない。複ふく雑ざつで精せい緻ちな装そう飾しよくの施ほどこされた服装と気品が滲にじみ出る爽さわやかな容よう貌ぼうを持った青年は、着古した麻の服を着た周囲の男達とは一線を画していた。

「いつからそこにいたの？」

「君が男達から金を巻き上げる少し前からだよ」

　テヴァの横の椅子に腰を下ろしながら王子は答える。

「気付いてなかったのはテヴァだけだぞ」

　手にした短剣の輝かがやきを確認しながらギーが言った。鴨かもの中に極ごく楽らく鳥ちようがいようが、石の中に輝く宝石が混まじっていようが、他の事に気を取られていたら気付かないのがテヴァである。

「あら、そう。で？　今日はなんの用事？　元の身体に戻る目め処どでもたった？」

　聞くと、彼はにやりと笑ってテヴァの耳元に口を寄せた。

「俺の元の顔と身体からだが恋しいのはわかるけどまだ待っていてくれ。戻ったら好きなだけ抱いてやるから」

「そうねあなたの元の身体が恋しいわ。王子殿でん下かの身体を足あし蹴げにして踏ふみにじるわけにもいかないものね」

　テヴァはかろうじて平へい静せいを保たもってそう答えると、男の顔をぐいと手で押して遠ざけた。それでも彼はにやにやと笑っている。彼女にはそれが腹立たしい。

「見てなさいよ。戻ったらすぐに殺してやるんだから」

　小声でそう脅すと、王子の顔をした魔ま人じんは笑顔のまま、

「ああ、わかってるよ」

　と小さな子供を宥なだめるように答えた。

　二年前、砂漠の星テラとして一族に指し針しんを与あたえていたテヴァ＝レイは、魔人ロヴィタ＝ロウ＝ビエタの不ふ埒らちな振る舞いによってその星テラとしての資し格かくを剝はく奪だつされた。

　彼女が星テラとして砂漠に戻る方法は一つ。資格を剝奪される原因となった男、魔人ロウを殺すことである。

　しかしテヴァが砂漠を出た後、ロウは魔人同士の戦せん闘とうの末すえに大おお怪け我がを負い、魂たましいだけトアレグ国のザイルミアド王子の身体に入り込みなんとか一命を取り留とめた。その王子と魔人の奇き妙みような同居をテヴァが知ったのは、ほんの半月前である。

　魔人の命を救った王子にとって不条理なのは、魂の同居の結果、魔人ロウに身体の主導権を奪うばわれたことだ。ロウが言うには魂の強さが原因らしい。だからロウは、彼を魔人だと知る人物の前以外では、自らの意識の内側にいるザイルミアド王子を演じている。

　半月前までは、テヴァも彼がザイルミアド王子だと信じていたし、会ったばかりの自分に求愛してくる奇妙で馬ば鹿かな王子だと思っていた。しかしそうではないとわかった今、なぜこれまで彼がロウだと気付かなかったのかと、首を傾かしげるばかりだ。

「またジャルヴを撒まいてきたのか」

　彼が一人である様子を見て取って、ギーが言った。

　ジャルヴとは、ザイルミアド王子の近この衛え騎き士し、ガ＝ジャルヴのことである。二年ほど前から突然人が変わったようになった王子に振り回される、哀れな騎士だ。ロウは自分の存在を騎士には言っていなかった。だからジャルヴは、主人の様子を不ふ審しんに思いながらも今も変わらず忠ちゆう誠せいを誓ちかっている。

「ああ。今日はこの後予定があるんだ。本当はテヴァとずっとくっついていたいところなんだけど」

「暑苦しいからやめて」

　ザイルが腰に回そうとした手を、テヴァは容赦なくはたいた。

　こういうやり取りも、彼がロウだとわかる前からあったというのに。

「実はこれなんだ」

　左手をはたかれたザイルは、しかし少しも堪こたえた様よう子すがなく腰から提げた四角い箱をベルトに留めていた紐ひもから外はずした。

「何よそれ？」

　というテヴァの質問に、ザイルは答える代わりに箱を覆おおっていた布を取る。

「ミィ！」

　それは箱ではなく籠かごだった。そして中ではつるんとした綺き麗れいな緑色のカエルがちょこんと座っていた。

「ゲロ」

「またカエルになっちゃったの!?」

　テヴァはカエルの正体を知っていた。

　ミリアナ＝デッセルという名の、銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの女性だ。

　それも、公式には存そん在ざいしないことになっている現国王の四人目の王女である。王さえも存在を知らない彼女は今、ザイルミアド王子の侍じ女じよとして城で暮くらしているはず……なのだが。

　ザイルが籠の蓋ふたを開けると、カエルはぴょんぴょんと跳とび出してテヴァの正面で四つ足になった。そして肩に乗せろとばかりに、じいと彼女を見上げてくる。

「どうもカエルに変化する薬がミィの身体に馴な染じんでしまっているみたいなんだ」

　一時的なもののはずだったんだけどなぁ、と他ひ人と事ごとのように言う魔人を、テヴァはとりあえず軽く睨にらみつけた。

　王女として城で贅ぜい沢たくな暮らしをしてもおかしくないはずのミリアナが、カエルの姿となっているのには理由がある。

　なんのことはない。彼女自身が望んだのだ。カエルになってみたいと。

　ミリアナはカエルが好きだった。好きなものになってみたいと思うのは当とう然ぜんでしょう？　と彼女は言ったが、その心理はテヴァには到とう底てい理解出来るものではなかった。ましてや、そのカエルに変化してしまう効果が、一時的でなく恒こう久きゆう的てきなものとなるなんて。テヴァにとっては悲ひ劇げき以外の何物でもない。

「ゲロゲロ」

　けれどテヴァの腕をぴょんぴょんと上ってきたミリアナは、さして悲しそうな様子もなく彼女の肩に落ち着いた。無む邪じや気きで自由奔ほん放ぽうなミリアナが、およそ侍女という器うつわに収まるような女性でないことは傍はた目めにも明らかだ。

「そういうわけで、少しミィを預かっておいてもらえるか？」

「え？　なんで？」

　テヴァは思わず言った。

「僕は忙しいし、城にカエルの世話をする人間はいない」

　ザイルは端たん的てきに答えた。

「まぁすぐ戻ると思うから、そしたら城に連れてきてくれ」

　言ってから、王子の姿をした魔人は椅子から立ち上がる。

「すまないな、テヴァ。僕はもう行くよ。ああ、そうだ明日は空あけておいてくれ。迎むかえに来るから」

「は？」

　テヴァはすぐに聞き返したが、魔人は「じゃあ」と言うとさっさと食堂を後にしてしまった。

　カエルの王女様を肩に乗せたまま、テヴァは憮ぶ然ぜんとして腕を組む。

「何よ」

「あいつにしちゃずいぶんとあっさりしてたな」

　ギーが言った。

　彼の言う通りだ。いつものザイルなら、ジャルヴが捕まえに来るまでうだうだとテヴァにまとわりついているというのに。

　魔人の考えていることは、テヴァにもよく理解出来ない。調ちよう子しのいい時なら相手の思し考こうを読むことさえ出来る彼女にとっても、あの男の頭の中は謎なぞだらけだった。

「なぁ、テヴァちゃん。王子様と結婚するって本当か？」

　聞いてきたのは、先ほどテヴァに完かん敗ぱいして持ち金をすべて失った常連客の一人である。普ふ段だんは衣い装しよう屋を営いとなんでいて、そこそこ稼いでいるらしい。

「やめてよリゲット。誰だれがそんなこと言ってるの？」

　テヴァは顔をしかめて答えた。ザイルが食堂『沈没船』に出入りするようになって一年半が経たつ。彼が王子であるということも、その王子がテヴァ目当てで来ているということも、この食堂の常連客の間では周しゆう知ちの事実なのだ。

「しかしなぁ。あんな高貴な人がこれだけ足しげくここに通ってるんだぜ？　何もないって方がありえねぇよなぁ」

　男達が顔を突き合わせてひそひそと言葉を交かわす。

「でもテヴァちゃんが相手にしてねぇのは見てればわかるよな」

「当然だ。テヴァちゃんみてぇな女に王子様なんかじゃもったいねぇよ。少なくとも俺くらいの男じゃなきゃなぁ」

「お前はまず女によう房ぼうと別れてからにしろよ」

「くそう、俺がもう少し若ければ」

　あはは、と男達が笑う。

「おいお前ら、払はらう金がねぇんなら帰れよ」

　何も頼たのまない客達にギーが冷たく言った。右手に持った果物ナイフが鋭するどく光る。

「おいおい店長そう言うなよ。俺達皆みんな、テヴァちゃんにぜーんぶ持っていかれたんだぜ？」

「俺なんて昼飯食う金もねぇよ」

「母ちゃんに怒られちまう」

　男達の抗こう議ぎにテヴァは小さく息を吐はくと、「はいはいわかりました」と答えてポケットから先ほど稼いだばかりの金を出した。

「ギー。これで皆にニンニク麵めんとお酒を一いつ杯ぱいずつね。それ以上は駄だ目めよ」

「さすがテヴァちゃん！」

「最高の女だぜ！」

「よっ天下一の占い師！」

　わぁと男達の歓かん声せいが上がる。そこでテヴァは、はっとして占いの依頼が入っていたことを思い出した。

「あ！」

　まずい。

「昼の鐘かね鳴った？」

　時とき告つげの鐘は、一日に六度鳴る。

「あ？　ああ、さっきザイルがいる時に鳴ったぜ」

　ギーの答えに、テヴァは「しまった」と小さく言った。依頼人は昼の鐘の前に来ているはずだ。本当なら、少し前に二階に上がっていろいろと準じゆん備びをしておかなければいけなかったのに。

　テヴァは椅子から飛び出すようにして階段を駆かけ上ると、二階の廊ろう下かで足を止めた。占いの客は、この廊下の突き当たりにある裏口から入ることになっている。そしてその裏口に一番近い扉とびらに入るようにと、事前に伝えてあった。

　案あんの定じよう、扉は開いている。もう客が来ている証しよう拠こだ。テヴァは口の中で悪あく態たいをついて、なんとか体てい裁さいを整ととのえようとした。

　本当なら最初に部屋は暗くして年若いテヴァの顔があまり見えないように演出するところなのだが、こうなっては仕し方かたがない。彼女はとりあえず、占い用の部屋の手前にある私室の扉をこっそり開けて、薄うす手でのフード付きの外がい套とうを引っ張り出した。これで全身を覆えば、ある程てい度ど占い師らしい雰ふん囲い気きは保てるだろう。服の袖を壁から飛び出した釘に引っかけながらも、なんとか仕度を整える。

　肩から降りてぴょんぴょんとどこかに行こうとしたミリアナを、「あ、ミィは肩にいて」と留めた。

「そっちの方が、それっぽいでしょ？」

　カエルの王女様はよくわからないと言いたげにじぃとテヴァを見上げたが、素す直なおにテヴァの肩に戻ってきてくれた。

　テヴァが思い出したのは、砂漠にいた頃に会った呪い師の老ろう婆ばだ。彼女はいつも首に毒を持った蛇へびを巻いていて、その蛇で客達を威い嚇かくしていた。もっとも、彼女はテヴァによってインチキを見み破やぶられ、一族から追い出されたのだが。

「よし、これでいいわ」

　テヴァはざっと全身を見下ろして頷うなずくと、ようやく隣となりの部屋の戸口の前に立った。

「お待たせして申し訳ありません」

　彼女はなるべく落ち着いて聞こえるように言った。

　するとこちらに背を向けて立っていた小柄な男がゆっくりと振り向く。

「ここの占い師とやらは人を待たせるのも仕事のうちか」

　テヴァは依頼人を八十近い老人だと聞いていたが、男はそうは見えなかった。腰は曲がっておらず、かくしゃくとしていて杖つえさえついていない。眼がん光こう鋭く声もはっきりとして威い圧あつ感かんがあった。

「いえ。少し立て込んでおりまして……どうぞ、そちらにお座りください」

　彼女は入り口に近い方の椅子を勧すすめたが、老人は座ろうとしなかった。

「まさか、お前が占い師か」

「はい、テヴァ＝レイと申します」

「若いとは聞いていたが……」

　外套のフードを被ったとしても、顔が完全に隠れるわけではない。テヴァはやはり、部屋を暗くしておかなかったことを後こう悔かいした。特にこういう年配の男というものは、相手が年若い女であると見ると舐なめてかかる傾けい向こうにあるのだ。

　老人はふんと鼻を鳴らすと、テヴァの横を通り抜けて部屋を出て行こうとした。

「失礼する」

「外見だけで判はん断だんされるのは愚おろかなことですよ」

　しかし相手がこのような反応をすることを見越していたテヴァは、動どう揺ようすることなく言った。

「ここまでいらしたのなら、私の能のう力りよくを試ためしてからお帰りになってはいかがでしょう？」

　彼女は老人が足を止めたのを視線の端はしで確認しながら、戸と棚だなに向かった。用意してあった水差しを二つ取り出す。

　この手しゆ法ほうは半月前に思いついたものだ。

　テヴァの能力を証明するのにもっともわかりやすくて簡かん単たんである。

「ここに、二つの水があります。片方はただの水ですが、もう片方はチコリという花の根を粉にして溶かしたこの世のものではない味がする水です」

　チコリはどこにでも咲いている小さな花で、その根にひどい苦みがあることは子供でも知っていた。

「さて、この水を、この容器に入れてください。蓋をすれば匂においもわかりません」

　テヴァは、戸棚からさらに二つの瓶びんを取り出した。なんの特とく徴ちようもないまったく同じ瓶である。依頼人には片方に普通の水を、片方にチコリを溶かした水を入れさせ、無む作さく為いにテヴァがどちらかを選んで飲み干す。

　何度やっても、自分が普通の水を選び取る自信が彼女にはあった。

「すべて私が見ていないところでやってください」

　テヴァがそう言うと、老人は馬鹿にしたように笑った。

「ふん。手品でもするつもりか」

「オールストンさん」

　依頼人の名前は事前に聞いていた。これも最近始めたことで、名前も事前に教えられないような後ろ暗いところのある依頼は受けない、と決めたためだ。

　それに、人は自分の名を呼ばれると心のどこかに隙すき間まが出来る。

　そういうところからほころびが出来、テヴァが心を読みやすくなる。

「私は、正しい道を知る占い師です」

　テヴァは静かに言った。

「この手が選せん択たくを間違うことはありません」

　そう。

　それが、星テラだ。

　常に最さい善ぜんを選び取る。

　行くべき道を知る。

　超ちよう常じよう的てきな直感と強運。だから砂漠の一族は、今も彼女の帰き還かんを待っている。

　彼らの指針となるべき、星テラの帰還を。

「……よかろう」

　老人は短く息を吐いた。

「手品に付き合ってる時間はない。依頼内容を話すからさっさと占ってくれ」

　言いながら、室内に戻って椅子を引く。

　テヴァは心の中で手を叩いた。

　やった！　とりあえずは、成せい功こうである。

「はい、では伺うかがいます」

　彼女が急いで水差しと瓶を戸棚にしまっていると、肩にいたミリアナがぴょんぴょんと腕を伝い降りてきて戸棚に移い動どうした。多少なりとも彼女の効果があったのだろうと思ったテヴァは、ありがとう、と小声で礼を言って老人の正面に座った。

「わしの息子が跡あと継つぎにふさわしいかどうか知りたい」

　一度テヴァをぎろりと睨みつけた老人は、尊そん大だいな様子で言った。

「わしには国家予算を動かすほどの商売と資産がある。これまでがむしゃらに働いてきたが、そろそろわしが死んだ後のことも考えんといかん。だが息子を跡継ぎにするべきかどうか決めかねておってな」

　国家予算を動かすほどの商売と資産、というのがどれほどのものかテヴァにはピンとこなかった。

　というか、そんなこと今初めて知った。今回の依頼人がそんな資産家だったとは。

　ギーが聞いたら呆れるだろう。もしかしたら自分は、もう少し事前に依頼人のことを下調べするべきなのかもしれない。一族にだけ求められていた頃はそんな発はつ想そうさえなかったが、今は状況が違うのだ。前のように、依頼人が犯罪者の場合もある。

「つまり、息子さんには跡継ぎにする上で何か弊へい害がいがあるということでしょうか？」

「あいつは今腑ふ抜ぬけておる」

　老人は吐き捨てるように言った。

「半月前までは跡継ぎとしてまだ及きゆう第だい点てんの出来だったがな」

「というと？」

　続きを促うながすと、老人は不審げに顔をしかめる。

「根ね掘ほり葉は掘ほり聞かんと占えんのか」

「直ちよく接せつその息子さんにお会いしたいです」

　テヴァは答えた。

「占うのは息子さんのこと、ということでしょう？　それなら直接お会いしないことには確実なことは申し上げられません」

　その息子とやらを実じつ際さいに見れば、どういう人間なのかはある程度わかるだろう。

　大きな商売が出来る人間かというのも判断出来るはずだ。

「ふん。なら今から会いに行けばいい。行くぞ」

　言うと、老人はすぐに立ち上がった。テヴァは少し驚く。

「え？　今からですか？」

　すると老人は、馬鹿にするように座ったままのテヴァを見下ろした。

「言っただろう。わしは忙しいんだ。時間が惜おしい。外に馬車を待たせてあるから来い。馬鹿息子に会わせてやる」
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　一番暑い時期は過すぎたとはいえ、まだ外は乾かわいた熱ねつ気きを保っている。テヴァは外套を脱ぬいでギーに外出することを告げると、カエルのミリアナを連れてオールストンの馬車に乗った。

　彼は裏口から出て階段を降りる時でさえ手すりに頼ることなくすたすたと歩いたので、テヴァはこの男を老人だと思うのはやめることにした。馬車の前では眼鏡めがねをかけた秘書が彼を待っていて、カエルを連れた小娘を胡う散さん臭くさそうに上から下にじろりと見た。

　馬車の中はそれなりに金をかけた造つくりになっていて、テヴァが普段使う街の乗り合い馬車とはまったく違った。木き彫ぼりの装飾も細やかだし、座ざ面めんだってふかふかとしている。しかし決して心地ここちいいと思えなかったのは、車内の誰も、乗り合い馬車のおせっかいなおばさんのようには楽しい会話のやり取りをしようとしなかったからだ。

「あの、私のことは、どうやってお知りになったのですか？」

　馬車の中の沈ちん黙もくに耐たえかねたのは、やはりと言うべきか、テヴァ＝レイの方だった。

　車内で腰を下ろしてからずっと、秘書から渡された書類に目を通していたオールストンは、テヴァが提供した話題に顔を上げないまま答えた。

「城に出入りしていた商人ジンデルが偽にせ物ものだと見破った占い師がいると小耳に挟はさんでな」

「ジンデル」

　まさかここでその名が出てくるとは思っていなかったテヴァは、思わず言った。
















「王の気に入りだったというあの男が偽物だというのは明らかだったが、本物のジンデルは正体不明と知られていたからな。愚かな輩やからが名を騙かたろうと考えてもおかしくはない」

「本物のジンデルを知っていらしたんですか？」

　するとオールストンは、鼻の頭に皺しわを寄せて今にも嚙かみつきそうな様子で顔を上げた。

「あのふざけた若わか造ぞうが。ああ、一度だけ会ったことがある。生なま意い気きにも、あの若造は仮か面めんをして顔を隠しておった。わしの商売を横からかすめ取りおって。腹の立つ奴やつだ。あの偽物が、ジンデルの名に盛せい大だいに泥どろを塗ぬるのを期待しておったのだがな」

　なるほど、それでオールストンは城に出入りしていたジンデルが偽物だと知っていて言わなかったというわけか。彼女は続けて聞いた。

「ジンデルは若者なんですか？」

「まだしょんべんを垂たれているような若造だ。ふん。いずれわしに逆さからったことを後悔するさ。夢物語と現実の区別もついてないような阿あ呆ほうだ。お前、『泣き石』というものを知っているか？」

　オールストンは、眉を上げて聞いた。

「いいえ、知りません」

「この国の出じゃないのか。『泣き石』はトアレグじゃあ古くからある童話に出てくる。青い色の石で、水の中で泣くんだと」

「水の中で……泣くんですか？」

　それはなんとも……怖こわいじゃないかとテヴァは思った。

「ああ。それがこの世のものとは思えない泣き声で、聞く者を水の中に引き込むそうだ。ジンデルは、その石を探す依頼を受けたらしい。阿呆だと思わんか。『泣き石』を探すなど子供の遊びでもはやらんわ。依頼する奴も依頼する奴だが、受ける奴も受ける奴だ。まったく、あのような若造が伝説の商人などと言われていること自体が嘆なげかわしい」

　テヴァはジンデルという男を想像しようとした。

　経けい験けん豊ほう富ふな商売敵がたきを相手にしても臆おくさない自信家。夢物語のような依頼を受ける夢む想そう家か。誰も顔を知らない伝説の商人。

　なるほど、カエルの首くび飾かざりで娘達を誘ゆう拐かいしようとしたあの潰れた爬は虫ちゆう類るい顔の男──エルモ＝ランドとは別人なのだろう。

　そういえば、エルモ＝ランドの処しよ遇ぐうを、テヴァはザイルに詳くわしく聞いていなかった。一度どうなるのかと聞いたところ、彼には珍しく言葉を濁にごしてごまかしたのだ。どうも何かの取引の材料にしたらしいが。

　まぁ、王族のやることにあまり首を突っ込まない方がいいだろうと思ってそれ以上は追つい及きゆうしなかった。テヴァが捜そう索さくを依頼されたパン屋の娘は無事戻ったのだし、彼女が知る限り、大きな被害は結果的になかったのだ。

　半月前のあの一件によって、テヴァにもたらされた最も大きなことは、ザイルミアド王子の中身が魔人ロウであると知れたことだった。

　そうと知っても彼女があの男を『ザイル』と呼び続けているのは、状況によって呼び名を変えられるほど自分が器用ではないという自覚があったからだ。

　聞けば、王子の中に魔人がいるのを知っているのは、テヴァ、食堂『沈没船』の店長である元海賊ガルタ＝ギー、それに今肩に乗っているカエルの姿をした王女ミリアナ、この三人だけなのだという。

　となれば、その三人の前以外では、彼を『ロウ』と呼ぶわけにはいかない。ならばもうこれまで通りでいいではないか、というのが彼女の結けつ論ろんだった。

　実際、ザイルミアド王子の姿をした魔人に、まったく違い和わ感かんがないわけではない。

　彼女の知る魔人ロヴィタ＝ロウ＝ビエタは、くすんだ灰色の髪に血を固めたような赤い双そう眸ぼうの不ふ思し議ぎな雰囲気を持つ男だった。明るく無邪気でありながら、狡こう猾かつさをも併あわせ持つ魔人。甘あまく優しい声を持ち、囁ささやくようにテヴァに語りかけた。

　あの砂漠の夜の下で。

　彼女は肩に乗ったミリアナを右手のひらに移動させ、左手でその頭のあたりをそっと撫なでた。

　オールストンが不ぶ気き味みなものを見るような顔でこちらを見ているのがわかる。占い師としての印象はどうあれ、カエルを連れていることで、テヴァが普通の娘ではないと思わせることには成功しているようだ。

　ふと、テヴァは今ここでミリアナが人間に戻ったらどうしようと思った。

　オールストンが驚いて心臓発ほつ作さを起こしてしまうかもしれない、という心配はもとより、今この状態で人間に戻ったらミリアナは裸はだかだ。しまった、外套を持ってくるべきだった、とテヴァは後悔したが、すでに食堂『沈没船』は遠い。

「家に帰るまで、戻らないでね」

　テヴァは小さな声でミリアナに話しかけた。

　しかしきょとんとした様子で黒い目を向けてくるカエルに言葉が理解出来ているのかどうか定さだかではない。いや、中身はミリアナなのだから、理解出来ているはずだ。

　テヴァがそう祈いのるように思った時、馬車が停まった。

　少し待つと、御ぎよ者しやが扉を開けてくれる。

　外に出たテヴァは驚いた。

「裏通りじゃない」

　そこは、とても見み覚おぼえのある通りだったからだ。

　人々の行き交う大通りと違い地面に石いし畳だたみはなく、大きな石が取り除かれる程度の整備しかされていない。看かん板ばんが出ている店自体が少ないのは、違い法ほうな商売をしている者が多いからだ。

　砂漠を出て半年間だけ旅をしたテヴァは、どんな街にも必ずこういった場所があることを知った。それは王のいる都であるヒルドでも変わらない。光のあるところには必ず影ができるように、それを完全に排はい除じよすることは出来ないのだ。

「ふん」

　富とみと名めい声せいを得て光の中で生きてきたオールストンは、あからさまに軽けい蔑べつした視線を周囲に投げてから同行していた秘書に言った。

「例の店はどれだ」

「あちらでございます」

　秘書が示したのは、通りにいくつかある酒場の一つだった。夜遅くに開店し、昼近くまで営業するような店だ。店内の喧けん噪そうは外まで漏れてきていて、男の笑い声や女の嬌きよう声せいが聞こえてくる。

　当然ながら、中にいるのは良心的な者達ばかりではない。見るからに金を持っていそうなオールストンが入店すればそのままではすまされないであろうことは子供でもわかるというのに、彼は少しの躊ちゆう躇ちよもなく店の扉を開けた。

「きゃははは！」「脱げ脱げ！」「痛いてぇ！」「やだぁ」

　その健全さとは無縁の空気にテヴァは眉を寄せる。

　商売女が男達にしなだれかかり、酒の樽たるに突つっ伏ぷして寝る者もいた。むっとするような酒と煙草たばこの匂い。窓はあるのにすべて閉め切られているようだ。

　オールストンは顔色一つ変えることなく店内をざっと見回すと、店の隅すみで酒を飲んでいる男に目を留めてテヴァに言った。

「あの隅にいるのがわしの息子だ」

　彼は声を落とすということをしなかったので、近くにいた何人かが彼の言葉に反応して顔を上げた。

「おおい、誰かの親おや父じさんがお迎えにきたみてぇだぜ」

「金持ってそうなじじいじゃねぇか。おいじいさんちょっとこっち来いよ、一緒に飲もうぜ。もちろん奢おごりでな、ギャハハ」

「おいありゃギーんとこの小娘じゃねぇか」

「なんだついにあのおっさんに嫌いや気けがさしたか？」

　あまりにその場にそぐわない資産家の商人と年若い娘の登場に対するざわめきが、次し第だいに店内に広がっていく。そのざわめきはやがてオールストンが示した隅のテーブルに座る男まで波は及きゆうし、顔を上げて入り口を見た男はさっと顔色を変えた。

「あ」

　しかし声を上げたのはテヴァの方が先だった。

　なぜなら彼女は、その男に見覚えがあったからだ。半月前、酔よってテヴァにちょっかいをかけ、ザイルの騎士であるガ＝ジャルヴに撃げき退たいされた酔っぱらいである。

　男はがたりと立ち上がった。

　逃げようとしたらしいが、ひどく酔っているのか立ち上がってすぐガターン！　とその場にひっくりかえってしまう。近くのテーブルの女が「きゃあ」と声を上げた。

「連れてこい」

　簡かん潔けつなオールストンの言葉に、テヴァは最初、自分がそう命じられたのかと思ったが、眼鏡をかけた秘書が素早く男に近づいていったのでそうではないのだとわかった。秘書は非ひ力りきそうな外見をしていたが、酔って足元もおぼつかない男を捕らえるだけの腕わん力りよくはあったらしい。

「なんだぁ父ちゃんが迎えにきたのかハンスぅ」

「おーおー帰って甘えてこい。女に振られちゃったよえーんってな」

「ってゆうかあんたハンスの親父ならあいつのツケ払ってくれよ」

「テヴァちゃーん、こっちこいよぉ。酌しやくしてくれよぉ」

　テヴァは、オールストンの顔がどんどん険しくなっていくのを横目に見ながら、自分に近づいてきた男をとりあえず殴なぐって撃退しておいた。ギーがこの場にいたのなら、テヴァに触さわろうとした男の腕は包ほう丁ちようで切り落とされていたかもしれない。

　半なかば秘書に支ささえられるようにして店の外に出た男は、地面に投げ出されるとすぐその場に吐いた。

「愚ぐ物ぶつが」

　オールストンが嫌けん悪お感かんたっぷりに言う。

「……何しにきやがった」

　顔色が紙のように白い商人の息子は、父親の顔を見ないまま呻うめくように言った。

　半月前にテヴァが見た時よりもずっとやつれている。明らかに男は酒で健けん康こうを害がいしていた。

「これがわしの愚ぐ息そくだ。少し前まではそれなりに有能な男だった。しかし、ここまで腑抜けているとはな。クズのような顔をしおって……。占い屋。お前に見てもらうまでもなかったわ。こやつに跡は継がせられん」

　オースルトンはそれだけ言うと、踵きびすを返して馬車に戻ろうとした。

「え、ちょ、ちょっと！」

　テヴァはそれを止めるため慌あわてて商人の服の裾すそを摑つかんだ。するとオールストンは、まるで汚いものでも見るかのように彼女の手を一いち瞥べつして「なんだ」と言った。

「なんだって……、あなたの息子さんなんですよね？」

　こんな惨さん状じようの息子を置いて立ち去るというのか。テヴァが言外に非ひ難なんを込めて言うと、オールストンは少しも感情を動かされた様子なく答えた。

「ふんなるほど。ここまで時間は取らせたからな。規き定ていの三分の一の金は払おう。ヘイズ」

「はい」

　それで用はすんだろう、とばかりにオールストンはテヴァの手を振り払うと馬車に戻った。その代わりヘイズと呼ばれた秘書がテヴァの前にやってきて、眼鏡をくいと上げて事務的に言う。

「事前調査によると平へい均きん的な料金は七千ギルのようですが、三分の一ということで今回は……」

「いりません」

　テヴァは遮さえぎって言った。

「は？」

「料金は必要ありません」

　彼女はもう一度だけそう言うと、地面に座り込んだままの商人の息子の腕を摑んでぐいと立たせようとした。

「ちょっと、あんたもあんなこと言われて黙だまってるつもり!?　何か言い返しなさいよ！」

　テヴァはすっかり腹を立てていた。

　信じられない。仮にも自分の息子が顔面蒼そう白はくで吐いているというのに、助けようともしないなんて。

「クズのような顔だなんて親が言う台詞せりふ？　何様だっていうのよ！」

　彼女は以前自分が同じ男に対して『自分の顔よく見てみなさいよ。その顔で私を相手にしようなんて、十年早いわ』と罵ば声せいを浴あびせたことなどすっかり忘れて言った。

「先ほどの報ほう酬しゆうを放ほう棄きされるという発言はこちらで控ひかえておきますので、後日請せい求きゆうされるということのないようにお願いいたします。では、我々はこれで」

　料金は必要ないとテヴァが言ってからすぐ何やら紙にさらさらと書いていた秘書は、顔を上げて言った。そのしれっとした口調がさらにテヴァの怒りに油を注そそぐ。

「ちょっと待ちなさいよ！」

　彼女は商人の息子の腕をもう一度ぐいと引っ張ってそう言ったが、男が「うっ」と呻き声を上げたのを聞いてはっとした。思わずぱっと手を離す。

　おげえええ、とその場に胃の中身を吐く男を見たテヴァは、少し冷静さを取り戻して鼻をつまむと、その場から一歩後ずさったのだった。
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　こういうところの酒場には大たい抵てい二階に部屋がついていて、寝ね泊とまりが出来るようになっている。もちろん商売女を連れ込んでもいいし、店主が酔い潰れた客を泊めてやって、後で法ほう外がいな値段を請求するということもあるらしい。

　そういったいかがわしい客室の寝しん台だいは案の定黴かび臭くさくシーツもろくに洗せん濯たくもされていないようだったが、横になれる場所があるだけ重ちよう畳じようだった。

「はぁー」

　両手で顔を覆って寝台の上に仰あお向むけになっていた男は大きく息を吐いた。

　その酒気を帯おびたため息が寝台脇わきに座っているテヴァのところにまで匂ってきて、彼女は思わず顔をしかめる。窓を開けているというのにこちらまで酒臭くなってしまいそうだ。

　窓まど枠わくにちょこんと座って外の空気を吸っているカエルのミリアナが羨うらやましい。

「もう話せますか？」

　テヴァは聞いた。

「……ああ」

　男は片方の手を顔からどけてテヴァを見た。

「……あんた、どっかで見たことあるな」

　テヴァは眉を上げた。

「半月前、私に絡からんできたの覚えてませんか？」

「……悪いが覚えてない」

　言うと、男はもう一度息を吐く。

「今日が何日かもわからん……。さっき一いつ瞬しゆん親父を見た気がするんだが気のせいか？」

「ひどいお酒の飲み方をしているみたいですね、ハンスさん。一度お医者様に診みてもらった方がいいですよ」

「……どうして俺の名前を知ってるんだ？　あんた誰だ？」

　今度はテヴァがため息をつく番だった。

「私の名前はテヴァ＝レイ。占い屋です。あなたのお父様に、あなたが跡継ぎにふさわしいかどうか占って欲しいと言われてあなたに会いに来たのですが……依頼はなかったことになりました」

「は。占い屋ね」

　ハンスは嘲あざけるように笑った。

「親父にはお抱かかえの占い師がいたはずだが、年とし寄よりだったから死んだのかね。俺は親父と違ってそういうのは信じない。商売は統とう計けいと戦せん略りやくだ。親父のやり方は古すぎる」

　男がまともそうな発言をしたので、テヴァは少し驚いた。

「お父様は、半月前まで、あなたは有能だったとおっしゃってました」

「……ああ、半月経ってるのか」

「何があったか、聞かせてもらえませんか？」

「どうして？　あんたになんの関係がある。親父の依頼はご破は算さんになったんだろう」

　男はそう言うと、寝台に手をつきながらゆっくりと起き上がった。顔には血の気が多少戻っている。吐と瀉しや物ぶつで汚れた上着は脱いでしまったため男は下した着ぎ姿すがただったが、テヴァは別に気にならなかった。砂漠のオアシスでは腰巻き一枚で水浴びをする男達の姿を日常的に見ていたからだ。

「あなたのお父様に腹が立ったからです」

　彼女は正しよう直じきに言った。

　正確には、あのオールストン父おや子このやり取りを見てはもう放っておけなかったのだ。彼らの関係を少しでも修しゆう復ふくするために、自分にも何か出来るはずである。この星としての力があれば。

「親父は敵をつくる名人なんだ」

「あなたが酒さけ浸びたりになったのは、恋人に振られたからですよね？」

　テヴァはすでにそのことを半月前に言い当てていた。

　あの時男の薬指にあった指ゆび輪わの跡は、今はもうなくなっている。しかし半月前のことを覚えていない男は、不ふ愉ゆ快かいそうに眉を上げた。

「親父が言ったのか？」

「お父様はあなたに期き待たいしていたはずです。だからこそあなたを跡継ぎにすべきか悩んでいた。あなたはお父様のお仕事を継ぎたいんですか？」

「あんたには関係ないだろう」

　ハンスはあからさまにむっとしたようだった。

　立ち上がろうと一度は足を床に降ろしたが、目め眩まいを感じたらしく再び寝台に倒れ込む。

「ああー気持ちわりぃ」

「さっき酔い醒ざましを飲んだから、休んでいたら気分もよくなると思いますよ」

　テヴァは言ってから立ち上がった。

「私の店は『沈没船』という食堂の二階です。よければ訪ねてきてください。お力になれると思いますから」

　こういう場合、あまり押しても相手は頑かたくなになるだけだ。だから一度引いてやらなければいけない。砂漠で生きていた頃から、彼女はこういった駆け引きを得とく意いとしていた。

「なぁあんた」

　テヴァがミリアナを手のひらに乗せようとしたところで、男が声をかける。

　振り向くと、ハンスは仰向けのまま天てん井じようを見上げていた。

「……女が、いきなり別れようと言ってくる理由はなんだ？」

　突とつ然ぜんの恋愛相談に、彼女は首を傾げた。

「……好きではなくなったからでは？」

「突然？　なんの理由もなく？　女ってそうなのか？」

「相手の方のお名前は？」

「……フローラ。フローラ＝ドレス。研けん究きゆう者しやだ。ギングストン研究所で働いてる」

　ギングストン研究所とは、トアレグの所有する国立研究所の一つだ。首しゆ都とヒルドの西の広こう大だいな敷しき地ち内ないに様々な実験場を持っていて、国立研究所の中でも最も大きな研究施し設せつでもある。もちろん、そこで働く者は一流の研究者ばかりだ。

「すごいじゃないですか」

　テヴァは素直にそう言った。

「そう。すごい女性なんだ。俺にはもったいないくらいの……」

　ハンスは目め尻じりにたまった涙を隠すようにこちらに背を向けた。

「どうしてだ、フローラ……」

　その丸まった背中から聞こえてきた嗚お咽えつに、テヴァは少し呆れていた。男の父親が腑抜けていると言ったのも頷ける。振られた理由がわからないなら自分で問いただせばいいのに、ずっとこうやって酒を飲んで涙に暮れていたのだろうか。

「し……」

　しっかりしなさい！　とテヴァが叱しつ責せきを口にしようとしたその時、鈴の音のような声がそれを遮った。

「そのフローラさんに会って話を聞いてきましょう」

　ぎょっとして振り向いたテヴァは、さらに目を見開いて慌てた。

「ミ、ミィ！」

　そこにはいつの間にかカエルから人に戻った全ぜん裸らの王女様が立っていて、「会ってちゃんと説明してもらうべきだわ」と両手を胸の前で組んでもう一度言った。

「……？」

　突然聞こえてきた第三者の声を不思議に思ったハンスがこちらを振り向こうとしたので、テヴァは咄とつ嗟さに男の後こう頭とう部ぶを摑んで寝台に押し付ける。

「……ぶぶ!?」

「ミィ！　服を着て！」

　テヴァは悲鳴のように言った。

　今年で十九歳のミリアナの身体は女性として成せい熟じゆくしていた。白く滑なめらかで吸い付きたくなるような肌はだは芸術的なまでの曲線を描えがいていて、女性であるテヴァでさえ直ちよく視ししかねる魅み力りよくを持っている。さらに、その上に乗っている顔が美女と呼んでさしつかえないほど整っていることも考え合わせると、全裸で現れた彼女は一般的な男性の理想に違いなかった。女に振られて悲しみに暮れているハンスでさえ、その理り性せいを失って野や獣じゆうと化かしかねない。

　しかし肝かん心じんのミリアナは悠ゆう長ちようだった。

「まぁ、テヴァ。でも着るものがないのだもの。それとそこの方、多分そのままだと窒ちつ息そくするのではないかしら？」

　この状況でもミリアナ＝デッセルがのんびりとしているのは、母親にそれはそれは大切に育てられたからだ

　他人の前では極きよく力りよく素す肌はだをさらさないのが女性のたしなみであると教わったテヴァには考えられないことだが、生せい家かで暮らしていた頃のミリアナは着替えも湯ゆ浴あみもすべて使用人の助けを借りていて他人に裸を見せることに慣れていたし、自分の裸が男という名の獣けものに与える影えい響きようをよく理解していなかった。

「あああじゃあとりあえずこの布ぬの巻いて！　早く！」

　ハンスの体調が万ばん全ぜんではなかったのが幸いして、男の抵てい抗こうはテヴァが抑おさえ込めるほど弱々しいが、このままでは先ほどミリアナが言った通り窒息死するだろう。ミリアナは、テヴァが渡した寝台の隅に丸まっていた掛布を、胸の上から巻き付けた。

「これでいいかしら？」

「肩が丸出しなのが気になるけど……仕方がないか」

　やはり自分がきちんと準備をしておくべきだった。テヴァは自分より年上なはずなのに手のかかる王女様の姿を今一度確かく認にんして、ハンスの後頭部を押さえつけていた手を離した。

「ぶは！」

　男は寝台から顔を上げて大きく呼吸する。

「殺す気か！　この……」

　自分を殺しかけた占い師を怒ど鳴なりつけようとしたハンス＝オールストンは、室内に突然現れた銀髪の女神を視界に入れて言葉を失った。その目が限界まで見開かれる。

　テヴァは周囲にさっと視線を巡めぐらし、中身のない水差しが手の届く距きよ離りに置いてあるのを確認してからいざとなったらあれでハンスを殴ろうと決めた。ミリアナを護まもるためだ。いたしかたがない。

「こんにちは、ハンスさん。私はミリアナ＝デッセルと申します。こんな格かつ好こうでごめんなさいね。お話は聞きました。ぜひそのフローラさんに会いに行きましょう。理由のない別離にはきちんと説明を要求した方がよろしいわ」

「え……あの、あなたはいったい……」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って、ミィ」

　テヴァは念ねんのため水差しを持ってからハンスの側そばを離れ、ミリアナを壁かべ際ぎわに連れて行った。

「どうしたのよいきなり」

「いきなりって？」

　ミリアナの澄すんだ碧眼がきょとんとこちらを見返してくる。

「あなた……だって、こういうのに口を出す人じゃないでしょう？」

　知り合ってまだ半月しか経っていないが、ミリアナが頻ひん繁ぱんにテヴァを訪ねてきたり城に呼んでくれたりするので、二人はずいぶんと親しくなっていた。その結けつ果か、テヴァはミリアナ＝デッセルがどこまでもお嬢じよう様さまなのであるという結論を改めて再認にん識しきしていた。

　ミリアナは、基き本ほん的てきに受うけ身みの人間だ。

　求められたことに嫌とは言わない。ほとんどの場合否ひ定ていを口にせず、にこにこと微笑ほほえんだままそうね、いいわね、と答える。彼女が積せつ極きよく的てきになるのは大好きなカエルに関する時だけだ。テヴァのことにしたって、彼女がミリアナにとって初めての、〝カエルを怖がらない女友達〟だからこうも懐なついてきてくれているにすぎない。

　だから、そのミリアナが他人の恋愛事にこうして口を出すのは、テヴァにとって意外極きわまりないことだった。

「だって、他人事だと思えないのだもの」

　ミリアナは可か愛わいらしく唇くちびるを尖とがらせた。

「他人事？」

　どういう意味だ。

「そうなの。私だって、ザイルミアドに一方的に別れを告げられたようなものよ」

「は？」

　テヴァは一瞬混こん乱らんした。するとミリアナはすぐに言った。

「あ、もちろん、本物のザイルミアドのことよ。あなたのザイルじゃなくて、王子の彼のことね」

「……私のじゃないけどね」

　テヴァは自分が少し気け色しきばんだことを恥はじて首を振った。

　そう。

　自分達の関係は複雑だ。

　テヴァ＝レイは魔人ロウに復ふく讐しゆうを誓っているし、魔人ロウはテヴァに求愛している。そしてこの隠された王女ミリアナ＝デッセルは、魔人ロウが宿やどっている身体の主、ザイルミアド王子殿下の恋人だった。

　二人の絆きずなはロウの想像以上に強きよう固こで、ミリアナは、王子の身体に違う人間が宿っていることをすぐ見抜いたのだという。そして彼女はそれを受け入れた。驚くべき順じゆん応のう性せいと柔じゆう軟なん性せいである。

「ええと、一方的に別れを告げられたってどういうこと……？」

　ありえない、と気を取り直したテヴァは思った。

　テヴァは何度か、本物のザイルミアド王子が魔人ロウを介かいしてミリアナに愛を告げる場面を目撃していたし、二年前、王子がロウに身体を乗っ取られることを理解していながらも病やまいから脱だつすることを選んだのは、母を失って一人になったミリアナを護るためだったと聞いている。つまり、王子がミリアナを深く愛していることは疑いようもないことなのだ。

　その王子が、ミリアナに別れを告げた？

　まさか。

「本当よ。だって、彼ったら、私にお見合いをしろと言ったんだから」

　ミリアナはそう言うと、きゅっと口を引き結んだ。

「お見合い？」

　テヴァは呆ぼう然ぜんとしてその言葉を繰くり返かえした。

　ありえない。ロウの悪戯いたずらだと言われた方が納なつ得とく出来る話だ。

「ロウが何か企たくらんでるんじゃないの？」

　テヴァは思いついたことをそのまま言った。しかしミリアナは首を振る。

「違うわ。本当に彼が言ったのよ。ロウは関係ない。だから私、怒っちゃって……カエルになったの。本当は、カエルになるのも人になるのも自由に出来るようになってきたのよ。一人で何度か練習したから……。ロウは多分わかってたわね。だからあなたのところに連れてきてくれたんだわ。こんなこと私が相談出来る人、城には誰もいないもの」

　ミリアナの華きや奢しやな肩が、見る間にしょんぼりと縮ちぢこまっていく。

「私、どうしたらいいのかしら。ザイルミアドじゃない人と結婚するなんて考えられないわ。私には彼だけなのに」

「うん。よし、わかったわ、ミリアナ」

　テヴァはすぐに言った。

　ミリアナ＝デッセルは、テヴァがこれまで見たことがないくらい自由奔放で摑み所のないお嬢様であったが、テヴァは彼女のことが好きだった。

　ミリアナは純じゆん粋すいなのだ。

　その出生の複雑さからは考えられないほどに、真っ白で美しい。

　その彼女が、こんなに落ち込むことがあるなんて、テヴァは思ってもみなかった。世界のよいところしか見ないような彼女が傷つけられることがあるのなら、それは看かん過かできない罪であるはずだ。

「あの……ちょっと」

「あんたは黙ってて」

　寝台の上ですっかり置いてけぼりにされたハンス＝オールストンがおそるおそる口を開いたのを、テヴァはぴしゃりと黙らせた。そして言う。

「とりあえず、その役立たずの魔人と馬鹿王子を殴りに行きましょうか」
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「テヴァが俺を殴りにくるのは時間の問題だな」

　とロウは言った。

《どうして彼女が君を殴りにくるの？》

　と答えたのはこの身体の本当の主、ザイルミアド王子殿下だ。

「至し極ごく単たん純じゆんな話だ。お前がミィにしたことを聞けばテヴァは怒る。そしてテヴァ＝レイは、怒りをそのままにはしておかない」

《そんなにおかしなことを僕は言っただろうか》

「正確には言ったのは俺だ。言わされたのは、な」

《ミリアナはもう十九だ。きちんとした結婚相手を見つけるべきだと思わないかい？》

「お前はミィの恋人じゃなかったのか」

《そうだよ。でも僕は君とミリアナを共有する気はないし、君の身体が回復するまでミリアナを待たせておくこともできない》

　ロウは、この議ぎ論ろんに飽あいていた。

　この件に関してザイルミアドは頑なだ。

「……ミィはいくらでも待つつもりだと思うけどな」

《僕の未来に確証がない以上、ミリアナを巻き込むわけにはいかない》

　この身体の本来の主であるザイルミアド＝オ＝ドゥヴネという男には、どうしようもないほど悲ひ観かん的てきな部分がある、とロウは思っていた。常に最悪のことを考える癖くせがついているというべきか。

　それはおそらく、ロウと出会うまでの彼の生活に起き因いんすることだった。

　ザイルミアドは、病が深しん刻こくになった八つの年からロウに出会うまでの九年間、ずっと寝台の上で生きてきた。寝室としては広すぎる、けれど一人の男が生きていくには狭せますぎる一室だけが、彼の世界だったのだ。

　多た感かんな時期を天井だけを見て過ごした王子が何を考えていたかは想像することしか出来ない。そういった形で自由を奪われたことは、ロウには一度もなかったからだ。彼が生きてきた長い時の中で、ただの一度も。

　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタは常に自由だった。

　その異い能のうゆえに、何ものにも縛しばられず何ものにも阻そ害がいされない。彼には生きる指針を示す手本がいたし、信頼出来る存在もいた。ロウは幸運だったのだ。だからどんなに長い時を生きても、彼の精神は健全で膿うみを知らなかった。

　ロウにとって、ザイルミアド＝オ＝ドゥヴネという男とのこの奇妙な同居は、時に苦痛ではあったが概おおむね新鮮だった。

　ザイルミアドは、ロウが思いつきもしないような考え方をする。

　それはロウが馬鹿らしいと笑ってしまうようなものから、なるほどと考えさせられてしまうようなものから様々だった。

　しかし今回この、ザイルミアドの決けつ断だんにはまったく賛さん同どう出来ないと彼は思っていた。

「恋愛というのは相手を巻き込むものじゃないのか」

　少なくともロウは、そう思っていた。恋は一人で出来るものではないはずだ。

《想うだけの恋もあるんだよ》

「ミィもお前を想っている」

《……ロウ。僕はこのことについて、君と議論するつもりはないんだけど》

　ロウにはザイルミアドがため息をつくのが目に見えるようだった。頰ほお杖づえをついたまま顔を歪ゆがめて言う。

「奇き遇ぐうだな、俺もだよ。だが現状では、お前の問題は俺の問題であることとほとんど同どう義ぎだ。俺はテヴァに殴られるのはごめんだぞ」

《テヴァさんのことは君の問題だ》

　ロウがさらに反論を口にしようとした時だった。

「何を一人でぶつぶつと言っているの？」

　部屋の奥の垂たれ幕まくの向こうから、男が一人現れた。

　ロウはその男の性別を知っていたが、知らない者には一見どちらか判はん別べつがつかないだろう。男は腰までのまっすぐな長い髪を持っていて、顔にはいささか派は手ですぎる化け粧しようをしていた。顔立ちも中性的で、その身体はひだと飾りの多いゆったりとした紫むらさき色の服に包まれている。口調さえも女らしいのだから、彼を女だと思っている客の方が多いかもしれない。

　室内はずっと甘い香の匂いがしていたが、男──イザベラが現れるとその香りがむっと強くなったように感じた。

「ずいぶんと待たせるじゃないか」

　イザベラの言葉を無視してロウは言った。

「突然来るからよ。急がないと言っていたのに」

　イザベラはしゃらしゃらと音をたててこちらに歩いてくると、ロウが座っていた長椅子の肘ひじ掛かけに尻を置いて彼にしなだれかかった。

「それとも突然わたくしに会いたくなったのかしら」

「お前のことは嫌きらいじゃないよ、イザベラ。でもお前とは比くらべ物ものにならないくらい大切な女性がいると言っただろう？」
















　そう言うと、イザベラは拗すねたように唇を尖らせてロウを見る。

「そういうつまらないことを言うものじゃないわ、ザイル」

「残念ながら僕は正直なんだ。それで？　結果は？」

　ロウが促すと、イザベラは芝しば居いががった仕草で天井を見上げてから立ち上がった。そしてどこからか紙を取り出し、もったいぶって指先を唇に当てる。

「ええと、そうね。あの魔石には驚いたことにドガの公式とロココケスの慣かん用よう句くが使われてたわ。それに、よく調べて気付いたけど今まで見たことがない項こう目もくもあった。ただ、いたずらに複雑になっているというか……、あまり論ろん理り的てきに作られてはいないわ。高名な魔術師の作ではないわね。それとどこにも損そん傷しようはないし、魔力も滞たい留りゆうしていない」

「つまり」

「わからない部分がいくつかあるから年代特定は出来ないけど……少なくとも、ザイアス期以い降こうのものであることは確かだわ。とても希き少しような魔石よ。小国一つ買える値ね段だんがつくでしょうね」

　ザイアスというのは、史書に残る最後の魔術師の名だ。ディアク＝ザイアス。彼が生きた時代を、魔ま技ぎ師しや学者達はザイアス期と呼んでいる。

　ロウは立ち上がった。

「ありがとう」

　そう言って、腰に提げていた袋を差し出す。

　ずっしりと重みのあるそれを受け取ってすぐ懐ふところに入れたイザベラは、にっこりと微笑んで首を傾げた。

「あなたの仕事ならいつでも受けるわ」

「とぼけないで魔石を返してくれ」

　ロウは金を渡した手を引っ込めないまま言った。するとイザベラは、「あら」と目を丸くする。

「忘れていたわ。あんまりわたくしの首にしっくりときていたものだから」

　魔技師は悪びれず笑うと自分のうなじに手を回して首飾りを外した。カエルの形をした石の首飾りだ。半月前の少女誘拐に利用された魔石である。

「ねぇ、今回の仕事の報酬はこのカエルちゃんでもいいのだけれど」

「悪いがそれはもうすでに僕のものじゃないんだ。持ち主に頼んで借りてきているから、きちんと返さなくては僕の信頼が失われてしまう」

「つまらないのね」

　イザベラは口惜しそうにため息をついて首飾りをロウに返した。

「でもいいわ、あなたがまた来てくれるなら」

「この街で一番信頼できる魔技師は君だ。イザベラ。また来るよ」

「嬉うれしいわ。王子様」

　ロウはイザベラがその真っ赤な唇を頰に押し付けてくるのを嫌な顔一つしないで受け止めてから、店を出た。

《……僕は、君のそういうところを心から尊そん敬けいするよ》

　ザイルミアドが言う。彼の中の王子があの魔技師を苦手としているのは知っていたので、ロウは笑った。懐からハンカチを出して、頰についた口紅をぬぐう。

「長く生きていればいろんな人間に会う。その中でもイザベラは可愛い方だからな」

　外は首都ヒルドの裏通りだった。

　ずっと薄暗い室内にいたロウは、太陽の眩まぶしさに目を細める。

　イザベラは免めん許きよを持たない違法魔技師だが、王城付きの魔技師よりも有ゆう能のうだった。魔技師という仕事は肩書きではないのだ。能力を持つ者の方が体たい制せいには属ぞくさずにいることも多い。

《結果はどうだった？　君が考えていた通りのものかい？》

「ああ。そうだな」

　ロウは笑った。

　魔人である彼にも当然ながら魔石の解かい析せきは可能だったが、専門家ではない。たとえば制作年代の特定や作者の特定には、専門家である魔技師の手を借りるのが一番だった。

　ロウは、半月前、誰が偽ジンデルにあのカエルの魔石を渡したのかを知りたかった。元を正せばその人物が、一連の事件の黒幕であると言えるからだ。

　本来であればジンデルを騙ったエルモ＝ランドを尋じん問もんすればいいのだが、あの男は本物の商人ジンデルが連れ去ってから消息不明だ。カイエンと名乗り花屋を営んでいたあの男の家にジャルヴを向かわせたが、何も手がかりは摑めなかった。

　そのため唯ゆい一いつ手元に残ったものである魔石の解析をイザベラに依頼していたのだが、昨晩ロウの元に投げ込まれた怪かい文ぶん書しよから、彼は黒幕の正体にあたりをつけていた。

　黒の覇は王おう、というのは異名だ。一部の者だけが知っている。

　七人の魔人の一人。

　人の世界に生きる魔人グンニル。

　二年前、ロウの身体に大穴を開けた魔人だ。ロウをも凌しのぐ強大な魔力を持つ男。

　趣しゆ味みの悪いグンニルは、人間にちょっかいをかけて混乱を生むのが好きだった。慌てふためき最終的には堕だ落らくしていく人間を見るのが好きなのだ。

　カエルの魔石に、イザベラが解析したようにこれまでに確認されていない技術が使われていて、ザイアス期以降のものだというならば、それは過去の遺い物ぶつではなく、今存在する魔人が新しく作った魔石である可能性が高い。

　有能な魔技師であるイザベラがそのことを口にしなかったのは、魔人が魔石を作ることが出来るかどうかはいまだ確証が得られていないからだ。魔人について知られていないことはあまりに多い。自らが魔人であるロウにしても、未み知ちの部分があるのだから当然なのかもしれない。

　しかし彼は、魔人に魔石を作ることが出来る、ということは知っていた。

『ただ、いたずらに複雑になっているというか……、あまり論理的に作られてはいないわ。』

　イザベラは婉えん曲きよくな表現をしていたが、つまり馬鹿が作ったということだろう。そしてその特徴は、彼の知る魔人と一いつ致ちしている。

《君に恨うらみを持つ人かい？》

　ザイルミアドが聞く。

「知り合いに、筋肉馬鹿な魔人がいる」

　とだけロウは答えた。

　昨夜その筋肉馬鹿が投げつけてきた怪文書の内容を思い出す。

　二日後に、おまえのすべてを奪ってやると。

　その『すべて』とは、何を指すだろう。

　彼にとってのすべてとは、ただ一人だ。

　テヴァ＝レイ。

　砂漠の星テラ。彼の光。

　彼女だけは、何を引き換えにしても手放すわけにはいかない。

　彼が見えない糸に引かれるようにして視線を彷徨さまよわせたその時である。目の前に馬車が乱らん暴ぼうに横付けされた。ロウが驚いて目を丸くしていると、扉をバタンと開けて飛び出してきたのは若わか白しら髪がに悩む騎士ガ＝ジャルヴだった。

「見つけましたよ！　ザイル様！」

「ジャルヴ。よくここがわかったな」

　この時ばかりは、ロウは半ば本気でジャルヴが自分に見えない紐でもつけているのではないかと疑った。この騎士は、彼がどこにいても探し当ててくるからだ。

「心当たりをすべて回ったんですよ！　後は聞き込みです！　もう逃がしませんよ！」

　ジャルヴはロウの腕をがしりと摑んだ。

「大人しくお戻りください」

《言うことを聞いてあげてよ、ロウ。ジャルヴの白髪が増えてしまう》

　ロウの中のザイルミアド王子が言った。彼はジャルヴのことを兄のように慕したっているのだ。

「もちろん、これから戻るつもりだった」

　ロウはにっこりと笑った。

「ついでにあそこにいるお嬢さん方も乗せてやってくれ」

　そう言って、ロウが指差した先を目で追ってジャルヴはひぃ！　と悲鳴を上げた。

「ミ、ミリアナ様までどうしてこんなところで……！」

　ロウは少し前から、テヴァが近くにいることを感じ取っていた。

　他の誰でも感じ取れるわけではない。彼女が特別なのだ。テヴァ＝レイの存在は、ロウの魂に深く刻み付けられている。

　彼らの視線の先で、決して健全ではない酒場からちょうど出てきたところだったテヴァ＝レイとミリアナ＝デッセルは、すぐ馬車とロウ達の存在に気付いた。裏通りに馬車を乗り付けてくる人間は少ない。目立つのは当然だった。

　どうやらミリアナは無事カエルから人間に戻ったらしい。男物の外套を纏まとっているところを見ると、着替えを持っていなかったようだ。テヴァはロウを見てぐぐっと眉をつり上げている。どう見ても彼女は怒っていた。きっと、ミリアナからザイルミアド王子が勧めた結婚の話を聞いたのだろう。

　肩をいからせてこちらに歩いてこようとしたのを、ミリアナに止められる。テヴァの声はこの距離でもよく聞こえた。

「一発くらい殴ってやればいいのよ！　ああいう馬鹿は！」

　ロウは思わず笑った。

　彼は、彼女のああいうところが好きだった。

　安あん直ちよくで、決してぶれない。

　初めて出会った時からわかっていた。

　彼女こそが、そうなのだと。

　出会うべくして出会った半はん身しん。求め続けた一いつ対つい。

　世界でたった一人の女性。無二の魂。

《君はちょっと、変へん態たいじみてるよね。テヴァさんに関しては》

　王子が言った。

「ほっとけ」

　と魔人はほころぶ顔を右手で隠しながら答えたのだった。
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　まだ酔いが醒めないハンスを酒場の二階に置いて出てきたテヴァとミリアナは、たまたまそこで出会った騎士ガ＝ジャルヴに無理矢理馬車に詰つめ込こまれた。

「若い娘が二人であのような通りをうろつくなんて、不ぶ用よう心じんにもほどがありますよ」

　堅かた物ぶつ騎士は馬車の中で説教を始めたが、ミリアナに「まぁ、ジャルヴってなんだか心配性のおじさまみたいね」と言われてからずっと黙り込んでいる。テヴァは彼に同情したが、それよりも、先ほどからずっとにやにやしながらこちらを見ている魔人が気になった。

「なによ」

「あんなところで再会できるなんて運命的だと思わないかい？」

「ただの偶ぐう然ぜんよ。ぐ、う、ぜ、ん」

　しかし彼女の言葉など、ザイルは聞いていないようである。

　本当なら目の前の魔人も、彼の中のザイルミアド王子も問いただしてやりたいところだが、ミリアナに止められたのでぐっと我が慢まんしている。

　明らかに、ミリアナはザイルと顔を合わせるのを避さけていた。その証拠に、二人は最初に「やぁ、ミィ。戻れたんだね」「ええ。ありがとう」と会話を交わして以降目も合わせていない。いや、ザイルに関してはずっとテヴァを見つめてにやついているだけなので、ミリアナを避けているというわけではないのかもしれないが。……少なくとも、魔人を介してザイルミアド王子がミリアナに声をかけるということがないのは、気まずく思っているからなのだろう。

　この恋人同士の問題を解決するのは困こん難なんだ、とテヴァは思った。

　なにせ、相手の男は直接会話が出来ない環かん境きようにあるのだ。普通ではありえない。

　この状況で最も二人を仲介出来そうな魔人にいたっては、「偶然出会えたということを運命と言うんだよ」などとどうでもいいことを喋しやべっている。

「ミリアナ。言いたいことがあるならはっきり言った方がいいわ」

　テヴァは隣に座る友人に小声で言った。

「お見合いはしたくないとは、もう言ってあるの。でも彼は納得していないみたいで……。なんというか、ちゃんと話すのが難しいのよ」

　それはそうだろう。彼女が話し合いをする相手は恋人の顔をしていても実際には恋人本人ではなく、彼の代だい弁べん者しやなのだから。

　ミリアナに関することならばザイルミアド王子が身体の主しゆ導どう権けんを握にぎる場合もあるというのだが、それでも二人の会話を聞いている者がいると思うと口喧げん嘩かもままならないはずだ。

　テヴァはそう思ってザイルを睨みつけたが、魔人はにこりと笑うだけだったので息を吐いた。

　ザイルミアド王子の騎士ガ＝ジャルヴは、主人の身体が異能の輩に乗っ取られていることを知らない。だからこの場ではそれを話題には出来なかった。

　仕方なくテヴァはもう一つ聞きたかったことを問う。

「あんなところで何をしていたの？」

　ザイルがいたのは、違法魔技師の店の前だった。

　裏通りに店を出す違法魔技師イザベラはテヴァも面めん識しきがある。一度だけ、店で使っていた火ひ石せきの調子が悪くなってギーと修理を頼みに行ったのだ。彼……彼女はギーにしなだれかかり、『男前ね』と流し目を送ったが、テヴァのことは視界にも入れようとしなかった。

「半月前の事件の後処理をちょっとね。そうだ。ミィ。これ、貸してくれてありがとう」

　ザイルは懐からカエルの首飾りを取り出してミリアナに渡した。その首飾りを、騎士がさっと視界から外して見ないようにしたのは、彼が大のカエル嫌いだからだ。

　対照的に、大のカエル好きであるミリアナ＝デッセルの部屋にはカエルに関連する収しゆう集しゆう物ぶつが驚くほどたくさんあった。半月前の誘拐事件に使われたカエルの魔石は、その魔石としての効果を封印されてミリアナの収集物の中に加えられたらしい。酔すい狂きような王女様である。

「もういいの？」

　首飾りを受け取ったミリアナは首を傾げた。それにザイルが短く答える。

「ああ」

「そう」

「……」

　馬車の中は比ひ較かく的てきゆったりとした造りではあったが、やはり大人四人が乗るとなるといささか窮きゆう屈くつではある。そんな車内に、この沈黙はひどく重いとテヴァは思った。

「ええと、……ザイル。明日、迎えにくるとか言ってたけど何かあるの？」

　彼女は思いついて問うた。

「ああ、それは」

「明日？　殿下、もしや明日の夜会にテヴァ嬢もお誘さそいになったのですか？」

　しかしこれにはジャルヴが強く反応した。

「ああ」

「何を考えていらっしゃるのです。明日はお忍しのびではないのですよ」

「知っている」

「それなら……」

「ミィ。せっかくだからお前も出席してみるか？」

　ザイルはジャルヴを無視して言った。

「食通としても有名なブラウアー公こう爵しやく夫人の誕生パーティだ。お前が食べてみたいと言っていた、西ドロイ地方の料理も出ると思うぞ。参さん考こうになるんじゃないか？」

　ミリアナが目を丸くする。

「いいの？」

　王城ではないところで育った彼女に、料理という意外な趣味があることはテヴァも知っていた。一度ごちそうになったがなかなかの腕前である。

「殿下」

「肩書きは適当につければいい。そうだ、ジャルヴ。お前の隠し子ということにするか？」

「年齢が合いません、殿下」

「お前は老ふけているようだから大丈夫じゃないか？」

「私を傷つけて楽しいですか？」

「白髪隠しの染せん料りようを買ってやろうか」

　テヴァはあまりにもジャルヴが気の毒になって口を挟んだ。

「どうして私がそんなのに出なくちゃいけないのよ」

　あまりに唐とう突とつである。

　貴族の誕生パーティに、なんの地位も身分もないテヴァが出席する必要性などどこにもないだろう。

「着飾った君を見たい」

　ザイルは微笑んだ。

「テヴァ、一緒に行きましょう」

　料理に惹ひかれたミリアナが目を輝かせ、テヴァの手を握る。

「……でも」

「いいじゃない。ね？」

「君も楽しめると思うよ」

　この二人に挟まれては、どうにも逃げ場を失ったような心地になる彼女であった。
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　友人であるミリアナのことがあったため後回しにはしたが、テヴァはハンス＝オールストンのことを忘れてはいなかった。彼の父親からの依い頼らいはなかったことになってしまったが、彼女はハンスに、恋人フローラに会って話を聞いてきてあげると約束をしていたのだ。

　一応正式な仕事の依頼である。

　占い師としての仕事からは逸いつ脱だつしているような気がしたが、乗りかかった船だ。翌よく日じつ、テヴァはフローラ＝ドレスにハンスを振ふった理由を聞くため、ギングストン研けん究きゆう所じよを訪おとずれることにした。

　ギングストンの研究員はそのほとんどが、研究所内の寮りようで暮くらしている。フローラもまた寮暮らしらしい。研究所は周しゆう囲いが壁かべで囲われていて、二つの通用門を通らないと中には入れない。門には警備員が常じよう駐ちゆうしており、出入りする人間は必ず警けい備び員いんの確認を受けなくてはならなかった。

　そういった警備が敷しかれているのは、中で行われている研究が重じゆう要ようなものであるからだ。当然ながら研究所内で研究員に会うのも自由というわけにはいかず、必ず事前に約束が必ひつ要ようだった。

『でも普通に行ってもフローラは会ってくれないと思う』

　別れの理由を聞くため、すでに数回面めん会かいの申し入れをして拒きよ絶ぜつされていたハンスの言葉を聞いて、テヴァは別の方ほう法ほうを取ることにした。

　ギングストン研究所見学ツアーである。

　観かん光こう客きやく向けに、一日に一度だけ組まれているヒルド発のそのツアーに、テヴァは申し込んだ。

　国内最大の研究施し設せつであるギングストン研究所の研究の一いつ端たんが覗のぞき見られることが売りの見学ツアーは、大人気とは言わないまでも、毎回必ず二、三人の参加者がいるという。参加者は主に年配の旅行者や単たん身しんの学者で、年若い娘であるテヴァ＝レイがその中で浮ういてしまうのはいたしかたがなかった。

　同行者が大おお柄がらの元海かい賊ぞくであればなおさらのことである。

「はぁー。でっけぇ研究所だな」

　研究所内の広い敷しき地ちを歩きながら、ガルタ＝ギーは言った。

　今日のツアーの参加者はテヴァ達の他には学者風の青年が一人と、仲のよさそうな白はく髪はつの夫ふう婦ふが一組だった。彼らは馬車の中からずーっと喋しやべり続けているツアーの案内役にぴったりとくっついてずいぶん前を歩いている。

「ギーがこういうのに興きよう味みがあるなんて知らなかったわ」

　テヴァがギングストン研究所の見学ツアーに行くのだと今け朝さ告げると、ギーは少し考えて「俺も行く」と申し出た。もちろん、店長である彼がいなければ食堂『沈ちん没ぼつ船せん』は臨りん時じ休業である。

　人間に戻ったミリアナは昨日あのままザイル達と城に戻っていったので、テヴァは一人でツアーに申し込んでいた。当日になってからの人数変へん更こうに、ギングストンの研究員でもあるらしいツアー案内役の男は明るく「あ、全然いいですよ！　一名様追つい加かですね！」と了りよう承しようしてくれた。

「いやちょっとな」

　そう言葉を濁にごす元海賊を、テヴァはいぶかしく思って見上げた。ギーはゆったりと歩きながら、周囲を見渡している。

「ガルタ＝ギー様、テヴァ＝レイ様！　あまり離れないようにお願いいたします！」

　案内役の男が右手を大きく振って言ったので、テヴァは「あ、すみません！」と答えてギーを急せかした。彼らが追いついてくると、「あちらの建たて物ものが、研究員の男子寮です」と男は言った。

「研究所内で働く人間の七割が寮で生活しています。残りの三割はいわゆる家族持ちですね。敷地内には家族寮というものはありませんので、家庭のある者は毎日外から通って来るか、休みの日だけ家族と過すごすか、の二に択たくになります。あ、ちなみに僕は前者です。結けつ構こう大変なんですよー。外から通うの」

「まぁ、でも奥様からしたら、旦だん那な様が毎日帰ってきてくれる方が嬉うれしいわよね」

「そうだなぁ」

　と年配の夫婦が言った。

「外で暮らすのに研究所の補ほ助じよは出るのかね？」

「あ、そうですね。外で暮らす家族連れは研究所が所しよ有ゆうしている集合住宅に住むことが出来ます。これがまた狭せまいんですよ！」

「お子様はいらっしゃるの？」

「僕ですか？　ええ。やんちゃ盛ざかりの男の子が二人います。家内は毎日大変そうですよ。あれを見てたら、僕だけ寮で暮らしたいなんて言い出せませんね」

「はっはっは、そうだな。男はどうしても、母親というものには勝てんもんだ」

　会話は穏おだやかに弾はずんでいる。馬車の中でも、喋っているのはほとんどがこの三人だった。彼らはテヴァとギーのことを訳ありの父娘おやこだと思っているようで、「娘さんと仲がいいなんて、羨うらやましいですね」「うちの娘なんて、結婚してからはろくに帰っても来ませんよ。なぁ、お前」「ええ。寂さびしいですね」とかなんとかギーに話しかけていた。

　一方、馬車の中でもずっと俯うつむきがちだった瓶びん底ぞこ眼鏡めがねの青年は、興味がなさそうに別の方向を向いている。テヴァはじっとその青年を見た。

　馬車の中からずっと気になっていた。どうにも、青年の雰ふん囲い気きに記き憶おくにひっかかるものを感じるのだ。

　知っている人間なのではないかと思ったが、大きな眼鏡で顔の半分は隠かくされているし、たまに発はつせられる声は小さすぎてよく聞こえない。髪はぼさぼさで外見に頓とん着ちやくしていない様よう子すがありありとわかるし、猫ねこ背ぜが陰いん鬱うつな印象を助長している。こんな若者は知り合いにいないはずなのだが……と思いながら見つめていたのに気付いてか、青年がぱっとこちらを見たのでテヴァは咄とつ嗟さに目を逸そらした。

「さぁ、では次はいよいよ建物の中に入ってみましょう。あちらが第六実じつ験けん棟とうです」

　男が案内したのは、白い壁の建物だった。

　白い壁とはいっても経けい年ねん劣れつ化かによる汚よごれが目立つ。第六棟と書かれた木の看かん板ばんがかかっている横の扉とびらをくぐると、意外なことにまたすぐ外だった。つまり屋や根ねがないのだ。

「ははは、驚おどろかれたでしょう。こちらでは水すい利り学がくの研究を行っています。ご存ぞん知じの通り、王城を中心に首都ヒルドに水道配はい管かん設せつ備びが整ととのえられたのはもうずいぶん前のことですが、資材や資金の潤じゆん沢たくでない地方ではまだ配管設備の整っていない地域がございます。そういったところにも整備できるような汎はん用よう性せいがあり安あん価かで性能のいい配管技術の研究や、水処しよ理りの研究などが行われています」

　正面には大きな桶おけのようなものがあって、その向こう側にきちんと屋根のついた建物があるようだ。

「あれは貯ちよ水すい槽そうですね。雨水をためています。奥には巨きよ大だいな池のようなものもありますよ」

「ほお。貯水槽」

「王城の地下にも昔、巨大な貯水池があったのをご存知ですか？」

「トアレグの王城の地下に？」

「そうです。そこには地下水を引いていたのですが、城で使う水はすべて人力でその貯水池から汲くみ上げられていました。途と方ほうもないことですよね。当時は池に落ちる人がいたりで大変だったようです。水の中から歌声が聞こえるとか幽ゆう霊れいが出るだとか、いろいろな噂うわさも立ちました。そこで配管事業を本ほん格かく始動させたのが、当時のベセルク王です。かの偉い大だいなる王のおかげで、今の我々の便べん利りな生活があると言ってもいいでしょう」

　案内役の研究員は自じ慢まんげに言った。「なるほど」「素す晴ばらしいわね」と夫婦が相づちを打つ。テヴァは発言の機会を窺うかがった。

　この第六棟の見学がツアー内容に含ふくまれていたからこそ、彼女はこれに申し込んだのだ。

「あの」

　テヴァが手を挙あげると、研究員は「はい、なんですか」と快こころよく答えた。

「ここで働いていらっしゃる方に直ちよく接せつお話を聞くことは出来ませんか？　私、こういう仕事に興味があるんです。できれば、若い女性にお話を聞きたいのですが」
















　これが、彼女が思いついたフローラ＝ドレスに会う方法だった。

　フローラは現在二十四歳で、この第六実験棟で働いているという。ハンスの話ではフローラの同どう僚りように彼女より若い女性はいないということだし、二十四は十分に若いという範はん疇ちゆうに入るはずだ。

「なるほど、将来の夢がしっかりしていて素晴らしいですね。ええと、ちょっと確認してきましょう」

「すみません」

　次に声を上げたのは瓶底眼鏡の青年だった。それはテヴァが初めてまともに聞いた彼の声だったが、やはり聞き覚えはなかった。青年はテヴァのように皆みなの前で話さず、研究員に歩み寄るとその耳元でぼそぼそと何か言った。

　研究員はにっこり笑って頷うなずく。

「ああ、それならご案内しますよ。どうぞこちらへ。ええと、あとの方はここで少し待っていていただいてよろしいですか？」

「はい、もちろんです」

「あの貯水槽というのに近付いてもいいですか？」

「ええ。けれど落ちないように注意してくださいね」

　案内役の研究員が青年を連れて奥おくの建物に消え、夫婦が連れ立って中央の貯水槽に近付いて行ってその場に二人だけになると、ギーは小声でテヴァに言った。

「俺ちょっと外うろついてくるわ」

「え？　でも勝手に動いちゃいけないんじゃない？」

「便べん所じよに行ったとでも言っておいてくれ」

「ちょっと」

　テヴァはギーを引き止めようとしたが、彼女に大柄な元海賊を力ずくで止められるはずもなく、男はすたすたと建物を出て行ってしまう。テヴァは息を吐はいた。仲のいい夫婦は貯水槽の周りをじっくりと見学していて、こちらを見ていないようなのが幸いだ。

　こういう時に、彼女はガルタ＝ギーという男が元々法ほう律りつや規き律りつというものに縛しばられない無む法ほう者ものだったことを思い出した。

　テヴァは逆だ。掟おきての中で生きてきた。だから規律と言われると、守らなくてはいけない気持ちになる。なかなか周囲に作られた壁を逸脱出来ないのだ。

　だからこそギーやあの魔ま人じんのように、自由な人間を見ていると不ふ思し議ぎな気分になった。

　自分がひどく矮わい小しようでくだらない人間になったかのようだ。彼らに翼つばさはあるけれど自分にはない。強くそう感じる。テヴァ＝レイという人間には、羽ばたくその背中を見上げることしか出来ない。

　だからだろう。

　星テラとしての掟を破やぶることとなり砂さ漠ばくを出た時、テヴァの心の奥に広がったのは不安や寂しさ、それに大きな期待と高こう揚よう感かんだった。

　まるで自らも小さな羽はねを得えたような、あの浮き立つ感じ。

　しかしテヴァは、それを否ひ定ていしなくてはならなかった。

　自分は砂漠に戻らなくてはいけない。

　あの壁の中に。

「お待たせしましたー。ってあれ？　テヴァさん、お父様はどちらですか？」

　戻ってきた時、案内役の研究員は一人だった。周囲をきょろきょろと見渡し、大柄な元海賊の不在にすぐ気付く。テヴァ達が一度も否定しなかったので、彼らの関係は完全に父娘となっていた。テヴァは笑って仕方なく噓うそをついた。

「お手洗いに行きました。ちょうど他の研究員の方が通りかかって連れて行ってくださると言っていたので……」

「あ、そうなんですか。そうか。困こまったな。その研究員の名前とかわからないですよね？」

「ええと、はい。すみません。男性だったんですが……」

　この研究所で働く研究員は八割が男性のはずだ。

「そうですか。ええと、テヴァさんの話をしたら、一人女性の研究員が時間を割さいてくれることになったのですが、今すぐ行かなくてはいけないので……」

「あの、お父様が戻ってくるまで私達ここで待っていますよ」

「ええ、待っていますよ」

　と話を聞いていた夫婦が言った。

「そうですか？　それなら……そうですね。私、テヴァさんを応おう接せつ室しつまでご案内してすぐ戻ってきますので、それまでここでお待ちいただけますか？」

「はい」

「いいですとも」

「なんだかすみません」

　テヴァは心から申し訳なく思って言った。

（ギー、早く戻ってくるといいけど……）

　もしかして、ギーには何か目的があるのだろうか。ここまで来る間にも彼はきょろきょろと周囲を見ていたが、施設に興味があるようには見えなかった。

（何か仕事の依頼を受けてるとか？）

　ガルタ＝ギーは食堂の店長をやるかたわら、情じよう報ほう屋やとしても多方面から幾いくばくかの報ほう酬しゆうを受け取っている。ザイルもその顧こ客きやくの一人だった。

　ギーがその仕事の内容をあまりテヴァに話さないのは、彼女を危き険けんから遠ざけておきたいという心理が働いているのだろう。

　彼は本当に、自分の父親のように振る舞っている、とテヴァは思った。

　慈いつくしみ護まもってくれていると感じる。彼女から距きよ離りを取り続けた本当の父親とは大おお違ちがいである。

「じゃあテヴァさん、行きましょうか」

「あ、はい」

　研究員に促うながされ、テヴァは彼について建物の中に入った。

　建物の中もまた白い壁でできていたが、外観ほど汚れてはいなかった。不思議と少しひんやりとしていて静かだ。

「ええと、応接室はすぐそこですからね。私達はお父様が戻ってらしたら建物の中の他の施設を回っていますので。テヴァさんは見ておきたい施設はありますか？」

　好こう都つ合ごうだ、とテヴァは思った。ゆっくりと時間が取れそうである。

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶです」

「そうですか。いいお話が聞けるといいですね」

「あの、さっきの男の人はどちらへ行かれたんですか？」

「え？　ああ、ジーン＝ドウさんですか？　ええと、彼は昔の資料が見たいということだったので、資料室にご案内してきました。資料室には別の係員がおりますからね。いやあ、今回のツアーの参加者さんは、皆様勉強熱心な方で案内してる方もやりがいがありますよ」

「資料室……」

　やはりただの学者なのだろうか。テヴァは首を傾かしげた。

「ここですよ」

　やがて男は、廊ろう下かの右側にある扉の前で足を止めて、ノックもせずにそれを開けた。

「フローラさん、お待たせしました。こちらがテヴァ＝レイさんです。テヴァさん。こちらが女性研究員のフローラ＝ドレスさん。とても優ゆう秀しゆうな方ですよ」

　長テーブルが一つと簡かん素そな椅い子すが数すう脚きやく置かれただけのその部屋は、応接室というより会議室のようだった。

　白はく衣いを身につけ、肩までの髪を無む造ぞう作さに結んだだけのその女性はテヴァを見て「こんにちは、はじめまして」と笑った。ミリアナのような華はなやかさはないが、大人しげな美人である。

「はじめまして」

　こんなにも簡単に、目当ての女性に会えたことにテヴァは驚かなかった。

　彼女は砂漠の星テラだ。常に最さい善ぜんの道を選ぶことができる。その道行きが壁にぶつかることはない。

「テヴァ＝レイです」

　テヴァが名な乗のると、フローラは「どうぞそちらにお座りください。あなたのような若い方がこの仕事に興味を持っているなんて嬉しいわ」と言って自らの正しよう面めんの椅子を勧すすめた。

　ここまで案内してくれた研究員が出て行き、二人になってしばらく言葉を交かわしていくと、テヴァはフローラ＝ドレスに対して持っていた印いん象しようを改あらためなければいけなかった。

　ハンスの話から冷たい女性を想像していた彼女は、突とつ然ぜんやってきて仕事を中ちゆう断だんさせている小娘に対して優しく丁てい寧ねいだった。

「私はね、十二の時に研究者になることを決めたの。父の故こ郷きようはデランドという地方の田舎いなかなんだけど、水を使うには歩いて三時間かかる川まで汲みにいかなければいけないのよ。年寄りなんかは、周囲の人間の助けがないと食事も作れないし洗せん濯たくだって出来ないわ。これは深しん刻こくな問題だと思ったの」

　そしてフローラ＝ドレスは間違いなく誠せい実じつだった。

　テヴァは彼女なら、きちんと説明して聞けば、別れの理由を話してくれるのではないかと思った。

「あの、フローラさん」

「はい」

　なんでも聞いていいですよ、とばかりにフローラはにっこりと笑った。

「あの……実は、私、ハンスさんと知り合いなんです」

　テヴァはこれが仕事の依頼であるということは伏ふせておくことにした。金でこんな小娘を雇やとって恋人から別れた理由を聞き出そうとするのは、あまりに男らしくないと思ったからだ。もちろん、それは事実なのだが。

　ハンス、という名前を聞いてフローラの顔色が変わった。

　彼女は一転して眉まゆを寄せ、「ハンスと？」と不ふ審しんそうにテヴァを見た。

「はい。ええと、実は以前ちょっと助けていただいたことがあって……、ええと、それで、実は最近ハンスさんがその、ものすごく荒れていて、心配になってしまって……」

　この仕事を始めてから、テヴァは自らの演えん技ぎ力りよくが上がっていることを感じていた。依頼を持ってきた客の前でさえ、彼女は有ゆう能のうな占い師を演じているのだから。

「ハンスさん、あなたと別れなくちゃいけなかった理由が知りたいみたいなんです。私、その、前に助けられたことがあったから、恩おん返がえしをしたくって……。勝手にきちゃいました。よければハンスさんにちゃんと納なつ得とく出来る理由を教えてあげていただけませんか？　そうしたらハンスさんも、元のハンスさんに戻ると思うんです」

　テヴァ＝レイが、こうして男女の諍いさかいの仲ちゆう介かいをすることは初めてではなかった。

　これまで一年近く占い屋という仕事をしてきたが、その中には恋愛に関する依頼もいくつかあった。

　その中で得た結けつ論ろんというのは、恋愛において問題が発生する原因のほとんどは、意思疎そ通つうがなされていないことにある、というものである。

　人は長く共にいればいるほど何も言わなくても伝わるという意識に支し配はいされがちである。だからすべてを言葉にしなくなり、相手の気持ちが見えなくなって問題が持ち上がる。

　ハンスとフローラはもちろん、ザイルミアド王子とミリアナの件けんも同じだとテヴァは思っていた。

　ただ、かの王子様と王女様の間のことは、そう簡単に解決する問題ではないかもしれない。

　なぜなら互たがいの考えていることをすべて吐と露ろするその前に、彼らには魔人ロウという目に見える壁が存在するからだ。

　あの恋人達にとって、ロウという存在はつくづく邪じや魔まだ。

　いや、第三者が恋人の身体からだを乗っ取っていると気づいた時点で、二人がその恋人関係を放ほう棄きしなかったことの方が驚きなのだ。それどころか二人はロウを嫌きらってさえいないようだ。

　テヴァにはその心理がよく理解出来なかった。

「あの、ハンスに助けられたっていうのは……」

　フローラが聞いた。

「あ、ええと、そのですね」

　ハンスの代わりに別れの理由を聞きにきたことの動機付けになるだろうと考えついたその噓の具ぐ体たい的てきな内ない容ようも、テヴァはもちろん考えてきていた。

「以前酔よっぱらいに絡からまれているところを助けてくださったんです。私……怖こわくて何も出来なかったので、とても助かりました」

　そう言うと、フローラはふっと柔らかく笑った。

「そうなの。ふふ……あの人、正せい義ぎ感かんが強いから、困っている人を見るとつい助けちゃうのよね」

　本当は絡んできた酔っぱらいの方がハンスで、それを助けてくれたのは王子の騎き士しであるジャルヴだったのだが、テヴァはぐっと真しん実じつを喉のどの奥に飲み込んだ。

「彼……そんなに荒れてるの？」

　フローラは今度は心配そうに聞いてきた。

　テヴァはその時、彼女がハンスのことを嫌いになって別れを告げたのではないと確かく信しんした。

「はい。見ていられないくらいです。いつも裏通りの酒場に入いり浸びたって、フローラさんの名前を呟つぶやいています」

「……」

　フローラは目を伏せた。

　その顔は、傷ついているようにも悲しんでいるようにも見える。

　けれどテヴァは何も言わなかった。目の前の女性には頭の中を整理する時間が必要だと思ったからだ。そしてさして時間を置かず、フローラは顔を上げた。

　その時の彼女の双そう眸ぼうははっきりとした光を帯おびていて、テヴァは自分が何を言おうがフローラの心は変わらないのだと悟さとった。

「実は私、今夜この研究所を出るの。……デランドに、父の田舎に帰るのよ」

「フローラさん」

「そこで、私の研究してきたことを少しでも役立てるわ。お金はないけど……時間をかければなんとかなるはずよ」

「でも、ハンスさんは……」

「ハンスは大丈夫。弱い人じゃないわ。そのうち立ち直るはず。彼にはやるべきことがあるのだもの。彼にとっては、これが一番いいことなのよ」

　彼女は一言一言をはっきりと言った。その強い言葉に、ハンスは彼女のこういうところに惹ひかれたのだろうと想像出来た。

「でも、来てくれてありがとう、テヴァさん。お話し出来て嬉しかったわ。彼には私のことは言わないでね。……落ち着いたら、手紙を出すから」
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　テヴァは応接室で一人座って考えていた。

　フローラは、ツアーの案内をしている研究員を呼びに行っている。

　結局、ハンスにお願いされた、別離の理由というのを聞くことはできなかった。いや、田舎に帰るというのが理由なのだろうか。しかしそうならば、彼女がそのことをハンスに話さなかったのがなぜなのかわからない。

　テヴァはテーブルに頰ほお杖づえをついた。

　恋というものは、なんて難むずかしいのだろう。

　最善の道が見えていたとしても、その道を行けるとは限らない。

　彼女は自分の能のう力りよくは、恋愛相そう談だんというものには向かないのではないかと思い始めていた。なぜならこれまで彼女が受けてきたそういった依頼は、ことごとく消化不ふ良りような終わり方をしてきたからだ。

　恋人が結婚詐さ欺ぎ師しだとわかったり、二ふた股また交こう際さいを始めることになったり……とにかく、テヴァが思い描えがいている通りにいかない。考えていることを互いにすべて吐露して理性的に話し合えばうまくいくと思うのに、恋をしている彼らはまず、うまくいこうと思って行動したりしないのだ。

　では何を考えて行動しているのかと言えば、テヴァにはいまいち理解出来ない。

「ロウのことを理解出来ないのも、同じことなのかしら……」

　魔人ロウは、テヴァに恋をしているらしい。

　彼はその正体を隠してザイルミアド王子としてテヴァに会っている時でさえ、彼女に求愛していたのだから本物だ。彼の言げん動どうは時に常じよう軌きを逸いつしているように思えるがそれは恋の成なせる業わざなのだろうか。

　テヴァ＝レイは、恋をしたことがない。

　少なくとも彼女自身はそう思っていた。

　砂漠の星テラとして育ったからだ。

　星テラには多くの掟があるが、『眉み間けんへの口付けを許ゆるしてはならない』『純じゆん潔けつでなくてはならない』というのは最初に教わる掟の一部だ。そこに『恋をしてはならない』という一文こそないものの、星テラに普通の恋愛が許されないことは明らかだった。

　ほとんどの星テラは適てき齢れい期きになると結婚するが、夫といえど、星テラに異い性せいとして触ふれることは許されない。公おおやけには言われていないが、それは星テラを砂漠の一族に縛り付けておくための契けい約やくのようなものなのだと、テヴァは理解していた。

　だから彼女は、ずいぶん早い段階から漠ばく然ぜんと、恋や愛などと呼ばれるものとは、自分は無む縁えんの生活を送るのだと思っていた。

　一族に言われた通りの仕事をこなし、一族に言われた男と結婚する。彼女の前に用意された道は一族の総意に基もとづいていて、テヴァは迷まよいなくその一本道を行くつもりだった。

　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタの登場は、だから完全な予定外だったのだ。

　彼はテヴァに愛していると言って、眉間に口付けをした。彼女を砂漠から出し、迷うはずもなかった一本道から外はずれざるをえなくさせた。

　彼の愛を、テヴァは理解できなかった。ロウは奪うばっただけだ。テヴァから果はたすべき義ぎ務むを、一族を、故郷を。

　しかし同時に、果たしてそうだろうかと自じ問もんする自分がいることも否いなめなかった。

　砂漠を出て、自分はどれだけのものを得ただろう。

　多くの知ち識しき、個としての自じ覚かく、喜びと、楽しさと、背中に生はえた小さな羽。

「……」

　このことから目を逸らしている限り、自分が恋というものを理解する日はこないのではないか、とテヴァは思った。壁の内側にばかり目を向けている限り。

　その時彼女は、部屋の外に響ひびく足音を聞き取った。すぐ後に、がちゃりと背はい後ごの扉が開けられる。

「ではあなたもこちらで待っていてくださいね。他のお客様の見学が一いち段だん落らくしたら、迎むかえが来ますので」

　その声はフローラのものだった。振り向いたテヴァは、彼女が話しかけていた相手を見て少し目を丸くする。

　それは瓶底眼鏡の青年だった。確かあの案内役の研究員は、彼は資料室へ行ったと言っていたが。

「テヴァさん。他の方達は今奥の実験場にいるみたいなの。終わったら迎えにくると言っていたから、ここでもう少し待っていてね。彼も同じツアーのお客様よね？」

「あ、はい」

　テヴァはこくりと頷いた。

　青年はささっと室内に入ると、まるでなるべくテヴァから距離を取ろうとでもするように壁に沿そって歩いて部屋の奥に立った。

「座って待ってらしてね」

　フローラはもう一度そう言うと、テヴァに微笑ほほえみかけてから扉を閉めた。するとシン、と室内が重い沈ちん黙もくで飽ほう和わする。

「……」

「……」

　青年は壁に寄りかかり両腕を組むと眠るように俯いた。彼がテヴァを避さけているのは明らかだった。話しかけないでくれ、と全身で訴うつたえている。けれどテヴァは、まじまじと青年を見た。

　身長はザイルと同じくらいだろう。首から上で唯ゆい一いつよく見える顎あごの線はすっきりとしていて、肌はだには染み一つない。柔らかそうな髪の毛は胡桃くるみ色いろだ。

　テヴァはがたりと立ち上がった。

　すたすたすた、と青年の前まで歩いていき、彼が抵てい抗こうする間もなく眼鏡を奪う。

「やっぱり！」

　学者風の青年の正体を暴あばいた彼女は、しかし警けい戒かいするように一歩後ずさった。眼鏡を奪われた男……カイエン＝ネツディルは、両腕を組んだまま、くくと笑っている。

「久しぶりだね、テヴァさん」

　それは、半月前は花屋を名乗っていた謎なぞの男だった。

　彼が働いていた時は女性客でいっぱいだったあの花屋は、今は太った女性が働いていて、客きやく層そうも広がったようだ。

　女性によると、半月前まで働いていた男は臨時に雇った代理店長だったらしい。本来は彼女があの場所に店を出す予定だったのだが、個人的な問題が重なって身動きが取れなくなったのだという。半月前の事件の後、奇き妙みような偶ぐう然ぜんで次々とその問題が片付き、彼女はようやく自らの店に立つことが出来たというわけだ。

　テヴァには女性に降りかかった問題もそれが解決したことも、このカイエンという男の策さく略りやくとしか思えなかった。

「あなた……ここで何をやっているの？」

　テヴァは慎しん重ちように問うた。

「今度は何を企たくらんでいるの？」

　カイエンは壁に背を預けるのをやめて両手を上げた。

　今の彼には、先ほどまでの冴さえない青年の影は見られない。女性慣なれしていて自信たっぷりの精せい悍かんな男がそこにいた。

「企んでいるとは、穏やかではないね」

「あなた何者なの？」
















　今となっては、彼女が知っているカイエン＝ネツディルという名が本当の名前なのかどうかも怪あやしい。

「よくものこのこと私の前に顔を出せたわね」

　テヴァは、前回この男のせいで自分がひどい目に遭あわされたことを思い出した。

　後頭部を殴なぐられて昏こん倒とうさせられたあげく、森を走り回らされ貞てい操そうの危機にまで立たされたのだ。ザイルが駆かけつけなければ、本当に危なかった。

「あなたになら決定的な危険は避けられると思っていたからね」

　カイエンはにこにこと笑っている。

「私の変へん装そうを見破ったのはあなたが三人目だ。さすが、砂漠の星テラ」

　男はまるでテヴァを抱きしめようとでもするように両腕を広げて足を進めてきたが、テヴァはその腕を叩いて言った。

「私はあなたとお友達になったつもりはないわ」

「おや、それは冷たい」

「正体もわからない男と友達になれるはずがないでしょ」

「私はただの商人だよ。あ、ちなみにネツディルというのは偽ぎ名めいで、本当の名前はジンデルと言うんだ。カイエン＝ジンデル。それが私の名前だよ」

「……」

　カイエンはおや、と言って眉を上げた。

「あまり驚かないんだね」

「……十分驚いてるわよ」

　そう答えたが、テヴァは男の正体を心のどこかで予想していた。

　もしカイエンが本物の商人ジンデルならば、彼が偽にせジンデルに制せい裁さいを加えようとしたことの理由が説明出来るからだ。それに、昨日オールストンから聞いたジンデル像ぞうとも一いつ致ちする。自信家で夢想家な伝説の商人。

「それで？　その伝説の商人様がこんなところになんの用なの？」

　テヴァは返へん答とうを期待しないで問うたが、意外なことに彼はあっさりと答えた。

「私は魔人を探している」

　彼女は動どう揺ようを表に出さないように努ど力りよくしなければいけなかった。

「正確には、魔人の身体を探しているんだ。以前言っただろう？　城の地下に魔人の軀むくろがあるはずだと」

　半月前、カイエンは言った。

『魔人ロウの屍しかばねが、トアレグ王国の城の地下に隠されている』

　あれは真実だった。

　傷ついたロウの身体は城の地下に隠されているらしい。彼の身体の傷と、ザイルミアド王子の病やまいが完全に癒いえなければ、ロウは元の身体には戻れない。つまり、ロウを殺して砂漠に戻るという、テヴァの目的も果たせない。

「なんのために？」

　彼女は聞いた。

「依頼されたからだ。理由は知らない。基き本ほん的てきに私は、理由は問わない主義なんだ」

「依頼されたらなんでも盗ぬすむということ？」

　カイエンは微笑んだ。

「私は盗とう賊ぞくじゃない」

「でも盗むんでしょう？」

「持ち主がいるものなら譲ってもらえるよう手て順じゆんを踏ふむし、そうでないものならいただいても盗んだことにはならない。死体なんだ。誰だれのものでもないだろう？」

　なんて勝手な言い分だ。テヴァはかっとなって言った。

「持ち主はいるわ」

　しかしすぐに、それが失しつ言げんだったのだと気付く。

「やはりあなたは、魔人ロウについて何かを知っているね？」

　テヴァは唇くちびるを嚙かんだ。

　ロウの身体を狙ねらっている人間に、彼のことを話してもいいとは思えなかった。

「どうだろう？　よければ私に協力してはもらえないか？」

「犯はん罪ざいの片かた棒ぼうを担かつぐのはごめんだわ」

「私は犯罪は犯おかさない」

「そんな噓が、私にわからないとでも思っているの？」

　しかしカイエンは笑みを深くしただけだった。

「ますますあなたに興味が湧わくね」

「魔人のことは諦あきらめてこの国から出て行きなさい、カイエン＝ジンデル。でないとあなたは後こう悔かいすることになるわ」

「星テラの予言か」

　違う。テヴァに予言など出来ない。だからこれはただの脅おどしだ。

　彼女はただ、その双眸で男を睨にらみつけた。

　するとカイエンは仕方がなさそうに肩をすくめた。

「まぁ、いい。今日はあなたを口く説どきにきたんじゃないんだ。それは今度ゆっくりすることにするよ」

　そう言って、今度は堂々とテヴァの横を通り過ぎて戸口へ向かう。

「ちょっと、どこへ行くの？」

「帰るんだよ、もちろん。ここでの用件はすんだ」

　どうやら来た時のようにツアー客の一人として帰る気はないらしい。

「ここに何をしに来たの？」

　彼女はもう一度聞いた。すると部屋の扉を開けたカイエン＝ジンデルは肩かた越ごしにこちらを振り向き柔らかく微笑むと、その指先を唇に当てた。

「あなたがキスをしてくれたらその質問に答えてもいい」

「永遠にさようなら」

　テヴァは笑顔を作ってひらひらと手を振った。

「私とあなたはまた出会う。わかっているだろう？」

　その言葉に彼女が答えないでいると、カイエン＝ジンデルはパタンと扉を閉めて廊下に姿を消した。部屋に一人残されたテヴァは息を吐く。

　超ちよう常じよう的てきな直ちよつ感かんを有ゆうするテヴァ＝レイは、相あい対たいする人間の抱いだいている感情や心理状態をある程度感じ取ることが出来たが、その超感覚はカイエンには通用しなかった。

　たまにいるのだ。そういう人間が。ロウもその一人である。

　相手が次に何をするのか読みきれない。

　それは彼女にとって不安だったし、落ち着かない気分にもさせられた。

　今後会わないですむなら会いたくはない。しかしあの男の言った通り、自分達の縁はこれで終わらないだろう、とテヴァは思った。

　その時、部屋の扉が再びがちゃりと開いて、案内役の研究員が顔を覗かせた。

「あれ？　お一人だけですか？」

「あ、はい」

　その特とく徴ちようのない極きわめて平へい凡ぼんな男の顔に、テヴァはわけもなくほっとする。

「おかしいなぁ。ジーン＝ドウさんもこちらに来ていると聞いていたんですけど」

「ええと、何かよくわかりませんが、出て行かれましたよ。少し前に」

「え？　一人でですか？」

「ええ。お一人だったと思います」

「そうですか。困ったなぁ。ええと、どうしよう。戻ってくるとかおっしゃってました？」

「いいえ……」

　まず戻ってこないだろう。けれどこの場では、詳くわしく言わない方が賢けん明めいだ、とテヴァは思った。仲なか間まだとは思われたくない。

「うーん。わかりました。とりあえず、あなたは皆様のところにお連れしますので、どうぞ僕についてきてください」

「はい」

　案内役の研究員はテヴァを連れて廊下に出ると、手近な部屋の扉を開けて、中にいた別の人間に声をかけた。

「どうもツアー客が一人勝手に中をうろついてるみたいなんだ。ちょっと何人か連れて探してくれないか。眼鏡をかけた若い男性だ。資料室の奴やつが知ってる」

　テヴァのいる位置からは見えなかったが、室内の人間が「え？　勝手にですか？　ええと、わかりました」「何？　ツアー客？」と言っているのは聞こえた。案内役の研究員は扉を閉めて、一度テヴァに笑いかける。

「いや、すみませんね。行きましょう」

　笑顔の下に、彼が焦しよう燥そうと少しの苛いら立だちを抱いているのがわかった。ツアー客の起こした問題は、案内役である彼の責せき任にんになるのかもしれない。

「たまーにいらっしゃるんですよ。そういう方が。迷まい子ごになってしまってる場合もありますね。何せ広いですから」

　歩きながら、男は言う。

「あ、そういえば、お父様ですが、研究員の中に知人がいらしたようですね」

「え？」

　テヴァは思わず聞き返した。お父様、というのが誰のことか咄とつ嗟さにわからなかったが、ギーのことだとすぐに思い当たる。

「どうやらその人に会うのが、ツアーに参さん加かした目的の一つだったみたいで……。本当はね、そういうのは困るんですけど。まぁ、旧きゆう交こうを温められたみたいでよかったですよ」

「……なんだか、すみません」

「あ、いえいえ。皮ひ肉にくでなく本当にね。こういう研究所で働く人の中にはずーっと中に引きこもって平気な人も多いですけど、僕なんかはね、やっぱり他人と接したいというか。だからツアーの案内も立りつ候こう補ほしたんですけど。だからやっぱりね、他の研究員ももっと外の世界と触れ合った方がいいと思ってるんですよ。ほら、同じ環境にずーっといると想像力も膨ふくらまないじゃないですか。羨ましいですよ。昔の友人が訪ねて来てくれるなんていうのはね」

「はぁ……」

　研究員は人のよさそうな顔で笑う。

「あの、あの人は資料室で何を見ていたんですか？」

　テヴァは一応確認しておくことにした。

「え？」

「あの、ええとジーン＝ドウさん、でしたっけ？　資料室に案内されたっておっしゃってましたよね？」

「ああ。なんか、過か去この資料を見たいとはおっしゃってましたが、具体的には……」

「資料室にはどういう資料を置いてらっしゃるんですか？」

「いろいろですよ。技術書とか地形図とか……僕は水すい脈みやく図ずなんかは見ていて面おも白しろいと思いますけどね」

「たとえばお城の中の地図とかはないですよね？」

　これは今ぱっと思いついたことだった。カイエンの目的が城の地下にあるロウの身体だとするのなら、彼が必要とする資料といえば、侵しん入にゆうの際さいに使うであろう城の見み取とり図ずだ。

「城の？　建けん築ちく図ず面めんとかってことですか？　ははは。ありませんよ。そういうものは、きっと城の奥の方に保管されているんじゃないですか？」

「……そうですか」

　彼の言うことはもっともだった。城の見取り図など、誰にでも見られるような場所に保管してあるはずがない。だがしかし、それならカイエンは何が目的だったのだろう。

「あの、その資料室に私も連れて行ってもらえませんか？」

　テヴァはこの疑問を解決しておいた方がいいような気がして言った。

　しかし案内役の研究員は困ったような顔で「すみませんが、ツアーにも規き定ていの時間がありまして……。もう今日は皆様を街までお送りしないといけないんですよ」と答えた。

「明日の予約はもう埋うまってますので、明後日あさつてまた申し込んでいただければ、ご案内出来ますけどね」

「ええと、そうですか……。それなら一応、明後日のツアーも申し込ませてもらっていいですか？」

「ええ、もちろんです。後で申込書をご用意しますね」

「ありがとうございます」

　そう礼を言いながらも、明後日では遅おそい、と彼女は思った。

　この件は、もっと緊きん急きゆうを要ようしている。そんな気がしてならなかった。ザイルに相談するべきだろうか。いや、そういえば、彼は今夜迎えに来ると言っていたではないか。その時話せばいい。ザイルなら……魔人ロウなら、その身体をみすみす商人なんかに奪われないはずだ。

　やがて研究員とテヴァは、屋根のない貯水槽のある場所まで戻ってきた。そこでは年配の夫婦とギーが待っていて、ギーは悪びれない様子で「よお」とテヴァに手を上げた。

「さて、では皆様を街までお送りします。ずっと歩き回っていて疲れたかと思いますが、あと一ひと踏ふん張ばり、馬車のところまで歩いてくださいね」

　と研究員は冗じよう談だんめかした口調で言う。すると夫婦が一人の不ふ在ざいに気付いた。

「あら？　もう一人いらっしゃらなかったかしら？」

「おお、そうだ。あの若者は？」

「ええと、あの方は別の者がご案内しておりますので大丈夫ですよ。さぁ、皆さん。こちらへどうぞ」

　研究員はそう答えて歩き出すと、天てん井じようのない分ぶ厚あつい壁に設もうけられた扉を開けた。壁一枚で隔へだてていただけとはいっても、視界が広がると、外に出たという感じがする。

　来た時と同じように案内役の研究員達と少し距離を取って歩きながら、テヴァはギーに話しかけた。

「旧友に会ってたですって？」

　その口調が咎とがめるようなものになったのは仕方がないだろう。そんなこと、テヴァは一言だって聞いていなかった。

「はは。黙だまってて悪かった」

　ギーは悪びれずに笑う。

「ここにいるって噂は聞いてたんだが、本当にいるかも会えるかもわからなかったからな」

「でも会えたのね」

「ああ。たまたま歩いてるところを捕つかまえた。なんだか、お前と行動するようになってから俺まで運がよくなってきた気がするぜ」

「その人も海賊だったの？」

「ああと、そうだな……」

　そのように言葉を濁すのは、ギーには珍しかった。彼はどこか照れくさそうにぽりぽりと頰を搔くと、視線を宙ちゆうに彷徨さまよわせたまま続けた。

「……実はな、テヴァ。お前には言ってなかったんだが、俺は研究職につくのが夢なんだ」

「研究職？」

　テヴァは驚いて目を丸くした。初耳である。それに研究職とは、どうにも大柄で傷だらけの元海賊には似合わない響きである。

「ああ。俺が船を降りた理由もそれだな。三年前、俺の船はある国の民間船を襲った。そこで一人の研究者を捕ほ虜りよにしたんだ。通常の仕事の流れだ。捕虜は追手がこないことを確かめて殺す。……だが俺は、そいつの話に耳を傾かたむけてしまった」

　ギーが苦笑する。テヴァは、この海賊のそんな表情を初めて見た。

「信じられるか？　俺みたいなおっさんが、一人の研究者が語る未来に夢を見たんだ。海の上だけで生きてきた俺なんかひどくちっぽけな存在だと思ったよ。そして決めたんだ。船を降りて、俺も夢を見ようってな」

「部下に裏切られたって聞いたけど……」

「ああ？　誰にだ？　裏切ったのは俺だよ。俺は、海賊の規則を破って捕虜にした研究者を逃がした。そのせいで船を追われたんだ」

　そうだったのか。

　かつてテヴァは砂漠の海かい岸がん線せんに流れ着いたギーを救ったが、名の売れた海賊船の船長だったはずの彼がどうしてそんなことになったのか、詳しいことは聞いていなかった。

　テヴァはただ、彼の治ち療りよう目的の滞たい在ざいを許すかどうか検けん討とうしていた長ちよう老ろう達が、部下に裏切られたらしい、と話していたのを小耳に挟はさんだだけだ。自分からギーに真実を聞こうとは思わなかったのは、必要なら彼から話してくれるはずだと信じていたからだ。

　そして今がその時のようだった。

「死んでもよかったんだ」

　と元海賊は言った。

「船の連中は俺の家族みたいなもんだった。そいつらを裏切ったんだ。死んでも当然だ。……だが、お前に助けられた」

　今度は、ギーの双眸がまっすぐテヴァに向けられた。様々な困難をくぐりぬけてきた男の目は、驚くほど純粋で透き通っている。

「お前が、俺に夢を追う機会をくれた。恥ずかしい言い方をすると、救われたんだ。お前は俺を生き返らせた。新しい人生をくれた」

「……」

「悩んだが、けじめはつけておくべきだと思った。だから一度船に戻ったんだ。かつての部下達に、俺は新しい道を行くと伝えた」

「……なんて言われたの？」

「俺の家族だぞ？　まっすぐで、悪い連中じゃない。『俺達の船長だったガルタ＝ギーは死んだ。そっくりなあんたはとっとと研究者にでもなんでもなって、この世の中を変えろ』だと」

　テヴァはほっとした。

「許してもらえたのね」

「ああ」

「ならどうしてまた砂漠へ戻ってきたの？　すぐに夢を追えばよかったのに……」

　一度海に戻りけじめをつけたギーは、再び砂漠へ戻ってきた。そして、たまたまその時魔人ロウを追うため砂漠を出るところだったテヴァに同行することを申し出た。

　彼にはその必要はなかったのだ。ギーにはやるべきことがあった。

「言っただろ？　お前に恩があった。それに……お前は、海の上にいる時の俺と同じだと思った」

「え？」

「俺に新しい人生をくれたお前が自由ではないのに、俺だけ夢を追うことはできないと思ったんだ」

　テヴァは困惑した。なんと言うべきかわからない。けれどギーは優しく笑った。

「お前がそういう顔をすることはわかってたから今まで言わなかったんだがな。まぁ、気にするな。俺はとことんお前に付き合うよ。なに、研究職に就つく準備だってしてないわけじゃない。お前、俺が情報屋の報ほう酬しゆうをどうしてると思ってた？　実は本を買うのに使ってたんだ。驚きだろ。俺の寝台の下は小難しい本でいっぱいだ。……まだ半分も読めてねぇけどな。読んでると途中で眠くなるし……わからねぇ字も多いし……」

　だんだん声を小さくしたギーは、最後にはため息をついて「研究者への道のりは長いぜ」と言った。

「……」

　つまり、ギーはテヴァを《自由》にしてから本格的に自らの夢を追うつもりなのだ。

　彼の言う自由が何かは問わずとも理解できた。ギーは、テヴァが砂漠に帰らないことを望んでいる。

　ロウと同じだ。

　彼女が一族から解放されることを願っているのだ。

　テヴァはそのことについてきちんと考えるのを躊ちゆう躇ちよした。だからその時、視界に飛び込んできた男の存在は、彼女が思考を中断する恰かつ好こうの理由となった。

　ずっと砂漠で暮らしてきたテヴァ＝レイの目はとてもいい。この距離でも、彼女はその男の顔がよく見えた。

「……ハンス」

　決してきちんとしているとは言い難がたい身なりでそこに立っていた男は、入所の許可まではもらえなかったらしく、警備員にぴったりと見み張はられていた。後ろにはここまで来るのに乗ってきたのだろう驢ろ馬ばを引いていて、居ても立ってもいられなかったのだとわかる。

　そのハンス＝オールストンの何かを期待する眼差しを見て、テヴァは彼から受けた仕事の依頼を果たせなかったことを思い出した。そして苦虫を嚙かみ潰したのだった。
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　二年前、ロヴィタ＝ロウ＝ビエタは油ゆ断だんしていた。

　相手は強大な魔力を持つ魔人ではあったが、その魔力を使いこなすだけの知ち恵えと技ぎ量りようが決定的に不足していることを知っていたからだ。普通に戦っていれば勝てない相手ではなかったし、いつものように軽くいなしてしまおうとロウは思った。

　自分にくだらない戦いをしかけてくるこのような魔人よりも、その時の彼には気にかけるべき相手がいたのだ。

　砂漠の星テラ。

　テヴァ＝レイ。

　夫でもない男に額ひたいへの口付けを許してしまった彼女は、星テラとしての資格を剝はく奪だつされ、それを取り戻すために砂漠を出るはずだ。そう、ロウを殺すために。

　これから始まるであろう追いかけっこを、ロウはとても楽しみにしていた。

　その理由がなんであれ、恋する人に追いかけられるというのは心浮き立つものなのだということを、彼は初めて知った。そう、初めて！

　数えるのも億おつ劫くうになるほど長い年月を生きてきた彼には驚くべきことに、テヴァと出会ってからは初めてのことの方が多かった。

　彼女の気け配はいを感じるだけで心臓が早はや鐘がねを打つのも、香りを嗅かぐだけで抱きしめたくなるのも、ずっと自分だけを見ていて欲しいと願うのも、決して失うわけにはいかないと強く思うのも。

　すべて彼女が教えてくれた。

　その彼女が、初めて砂漠を出る。

　自覚なく囲われていた檻おりを出るのだ。その時側そばにいるのは自分以外にありえないとロウは思っていた。

　これから彼は、彼女に追われながらも彼女を見守り、逆に彼女に教えていかなくてはならない。

　彼女が、一人の人間であるという事実を。

　一族を導みちびくという役目を負おった星テラなどではなく、自らの人生を生きる権けん利りを持つ一人の人間なのだということを。ゆっくりと、根こん気き強く、気付かせるのだ。そして初めて、テヴァ＝レイは恋というものを知るだろう。

　この、狂くるおしい奇き跡せきを。

　出会えた喜よろこびを。

『油断したな！　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタ！』

　自らの腹に大おお穴あなを開けた魔人が高らかに笑う声を聞いている時でさえ、彼はあの黒髪の娘のことを考えていた。

　彼女を一人にするわけにはいかない。

　星テラとしての強運と直感などあてには出来ない。いつ失われるともしれないそんな能力に、あの魂たましいを護ることなど出来るはずがない。

　失われていく魔力を感じた時の焦燥を、ロウは二度と経けい験けんしたくないと思っていた。

　あれは、彼がこれまで生きてきた中で最大の失敗だった。

　元海賊が海から戻ってきたのはテヴァの強運の成せる業かもしれないが、それでも側にいるべきは自分だったのだと、ロウは今でも思っている。

　ザイルミアドの身体の中で自由に身動きが取れなくなった時、彼はテヴァの無事を願うことしか出来ないことを苛立ち歯がゆく思っていた。ロウは王子としての権力を使って彼女の行方ゆくえを捜さがそうとした。血を操あやつる魔人である彼はテヴァ＝レイの血の味と香りを覚えていて、彼女が側にくればすぐに気付ける自信があったが、自由に力を使って見つけ出せるほど回復していなかったのだ。

　それどころかあの筋肉馬鹿な魔人に開けられた腹の大穴から漏もれ出でた魔力は膨ぼう大だいすぎて、完全な回復にはかなり時間がかかることはわかっていた。

　だから、あの最悪の出で来き事ごとから半年後、彼女が首都ヒルドにやってきた気配を感じ取った時、ロウは喝かつ采さいを上げたのだ。

　それまでザイルミアドの立場を慮おもんぱかって城内で大人しくしていたが、すぐに街に出かけた。ニンニクを抱かかえた彼女と偶然出会ったようにしたのは演出だ。

　突然現れた一国の王子に驚く彼女は相あい変かわらずとても可か愛わいらしかった。側に別元の海男賊がいることを知った時はにわかに腹が立ったが、それは幸運なのだとも思った。世せ間けん知らずな砂漠の星テラを護る人間がいたおかげで、テヴァ＝レイは決定的な損そん傷しようを受けずにすんだのだ。

　一度は失うかもしれないとまで思ったあの星を、再び手にしたからにはもう二度と失敗はしないとロウは思った。

　何としてでも護る。

　何を引き換えにしても。

「悪いな、ザイルミアド」

　ロウは自分の中の王子に言った。

　これから彼がすることは、魔人の身体の回復を妨さまたげロウが自分の身体に戻る時を遅らせることを意味していたからだ。つまり、王子が自らの身体の主導権を取り戻す日も遠ざかる。

『いいよ。僕が君でも、同じことをする』

　恋する相手を護るために。

　ロウは頷くと、目の前に横たわる身体の前に膝ひざをついた。

　装そう飾しよくが一切ない石の寝台の上に横たえられたその身体には血の気はなく、およそ生きているとは思えない。黒衣に隠れている腹に開いた穴は塞ふさがっているが、それは見た目だけのことだ。未いまだ断たち切きられた魔力の流れは修しゆう復ふくされておらず、少しずつ漏れ出ている。

　地下の湿しめった空気がねっとりとまとわりついていた。

　ロウはまったく生気のない魔人の冷たい腕を手に取ると黒衣の袖そでを少し捲まくり、持っていた刃を蠟ろうのようなその肌にぴたりと当てて、迷いなく横に引いた。すると驚くほど鮮あざやかな赤が流れ出る。

　明らかに命が流れ出しているその様子を、ロヴィタ＝ロウ＝ビエタはなんの感情もなく見下ろしていた。
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　研究所の門の前で、

「どうでした」

　とテヴァに聞いてきたハンス＝オールストンに、彼女が「うちで話しましょう」と言ったのは言い方を考える時間が欲しかったからだ。「え、いや」と何か言いかけたハンスを遮さえぎって、「食堂『沈没船』です。わかりますよね？　じゃあ先に帰ってますので」と言ってからそそくさとツアーの馬車に乗り込んだテヴァは、ちくちくと良りよう心しんの呵か責しやくに苛まれていた。

　だって、フローラは頭のいい女性だ。別れの理由を言わないのには、それなりの理由があるのだろう。しかしそれを、どう話せばハンスは納得する？　フローラが今夜街を出るというのも、ハンスには秘密にしなくてはいけない。

　テヴァには何がこの依頼の最善の道なのか、わからなくなっていた。

　いや、違う。

　わかっている。ハンスはやはりフローラに直接会うべきなのだ。そして彼女の口から、すべてを聞くべきだ。

　けれどフローラはそれを望んでいない。テヴァにはハンスにとっての最善の道ははっきりとわかっていたが、フローラにとってのそれがわからなかった。彼女が話さない部分に答えはあるはずなのに、フローラの秘ひ密みつを聞き出すことが出来なかった。それはテヴァの力りき量りよう不足に他ならない。

　テヴァは何かいい方法はないかと馬車の中でもずっと考えていたが、やがて答えは出ないまま街中に戻ってきてしまった。ツアーの馬車は親切で、自宅に最も近い大通りでツアー客達を降おろしてくれた。

「それでは、ツアーのご参加ありがとうございました」

　案内してくれた研究員が馬車からわざわざ降りて見送ってくれたのにもテヴァは生返事しかせず、裏通りの方から小走りでやってきた人間にぶつかって転びそうになった。

「あっぶねぇなぁ。おい、気をつけろ！」

　隣となりに立っていたギーがテヴァの腕を摑つかんで助けてくれる。ここまでずっと黙っていた彼は、見かねたように眉を寄せた。

「テヴァ、そこら辺にしておけ。お前は考えても答えが得られる人間じゃねぇだろ」

「うう」

　ギーの言う通りだった。

　何かを考え始めると周囲が見えなくなってしまうのは、彼女の思考に終わりがないからだ。それはいつも袋ふくろ小こう路じで、結局答えは上からぱっと降りてくる。それなのに考えることをやめられないのはもう仕方がない。自分はそういう人間なのだ。

　テヴァはそう結論づけていた。

「完かん璧ぺきにやろうとするな」

　彼女のことをよく理解している元海賊は、諭さとすように言う。

「お前は間違いを知らねぇ。だがそれ自体が間違いだ。人間は間違いを起こすもんなんだよ。誤あやまった道を行っちまうもんだ。だがそれでも、ほとんどの場合修しゆう正せいは利きく。だから考えすぎるな」

「……でも、私は星テラよ。普通の人間じゃない。だから間違うわけにはいかないの」

　それは、砂漠を出てから幾いく度どとなくギーと議論になったことだった。

　砂漠の星テラが道を間違えることは、そのまま一族の危機に繫つながる。だからテヴァはずっと、間違うことを許されていなかった。

　だがギーはそうではないのだと言う。お前も間違えていいのだと言うのだ。

　それは一族の運命を担う役割を負ってきたテヴァには、到底受け入れがたい言葉だった。

　だからギーは、呆あきれたように息を吐く。

「……ああ、そうだな」

　ついに見はなされたかと一瞬不安になったテヴァは、しかし次の瞬間元海賊のまっすぐな視線が自分に向けられたことでほんの少し安堵あんした。

「ならテヴァ。悩むな」

　彼の言葉は、いつも短く強い。

「お前は星テラだろ？　なら考えなくていい。何も考えず、ただ前に進め。答えはおのずとお前の前に現れる」

　こういう時、彼が海賊達を束ねる長おさだった頃のことを想像出来た。男達はきっと、他の何よりも、ギーの強さと言葉を信頼したに違いない。そして最後には、彼の願い通り夢を追うことを許した。

　それはガルタ＝ギーが、男達の信頼と敬愛を得ていた証明に他ならない。

「うん……」

　テヴァはこくりと頷いた。

「……そうね。そうよね」

　ギーの言葉が、テヴァの中でぐちゃぐちゃになっていたものを押し流してしまう。彼女は笑った。

「ありがとう、ギー」

　すると、元海賊は眉を上げて口の端を少し上げた。

　その表情からは、彼がかつて残ざん忍にんな海賊であったことなど窺い知ることはできなかった。

　日は傾かたむいてきている。空が茜あかね色いろに染そまるのもすぐだろう。二人が食堂に戻ってくると、ハンス＝オールストンはすでに店の前で待っていた。

　テヴァ達の乗っていた馬車は中の人間に負ふ担たんをかけない速さで走っていたし、先に年配の夫婦が泊まる宿に寄ったので、ハンスの方が早いことは予想していた。

「こんにちは」

　とテヴァはまず言った。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うと、別れを告げた理由は聞けませんでした。でも彼女は今もあなたを大切に思っているようでしたよ。そしてその上で、別離を選せん択たくされたようです」

「……そんなこと、どうしてわかる」

　ハンスの声は擦かすれていて聞き取りづらかった。目には生せい気きがない。

「彼女はあなたを心配していましたよ。そしてあなたは弱い人ではないから大丈夫だと」

「……」

　テヴァはなおも何か言おうとしたが、ハンスが陰鬱な様子で目を逸らし、無言のまま踵きびすを返したので続く言葉を引っ込めた。直後に「テヴァ嬢じよう！」と背後から名を呼ばれて完全にそれを飲み込んでしまう。

　振り向くと、騎士ガ＝ジャルヴが小走りでこちらに駆け寄ってきていた。

「ああ、よかった。ずっとご不在のようでしたから、どうしようかと思いました」

「ええと？」

　ジャルヴと何か約束をしていただろうか？　とテヴァは思った。

「急いでください。夜会に遅れてしまいます。あちらに馬車を用意してございますので」

　食堂『沈没船』の前の道は馬車が入れるような広さがないのだ。まだ裏口に面している通りの方が広い。

「は？　夜会？」

　声を上げたのはギーだった。

「なんだそりゃ」

　夜会というくらいだから、迎えがくるのは夜だろうと思っていたテヴァは、

「え？　今からですか？」

　と聞いた。まだ夜と言うべき時間ではないはずだ。

「今からでも間に合うかどうか微妙です。どうぞお急ぎを」

「おい、夜会ってのはどういうことだ？　ジャルヴ」

「船長。テヴァ嬢をお借りしますよ」

「ちょ、ちょっと」

　ジャルヴがテヴァの手を摑んで珍しく少々強引に馬車の方に連れて行こうとする。

「わ、わかりました。行きますから手を離してください」

　と答えたテヴァは肩越しに背後を振り返ったが、すでにハンス＝オールストンの影はそこにはなかった。
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　テヴァ＝レイは、自分が予想よりもずっと早く城に連れて行かれた理由を身に染しみて感じていた。

「次はこちらを着てみましょう」

　手に薄うす紫むらさきのドレスを持った恰かつ幅ぷくのいい侍じ女じよにそう言われ、

「まだ着替えるの？」

　と彼女はうんざりした。

　すでに十回以上は着替えている。しかもそのどれもが自分一人では着ちやく脱だつできないようなものばかりだった。

　テヴァは初対面の侍女達の着せ替え人形になったような気持ちで、「腕を上げてください」「まぁ、綺き麗れいなお肌はだですこと」「もっと自信を持たれてもいいお身体からだですよ」などと言われでもじっと耐たえなければいけなかった。屈くつ辱じよく的てきである。

「これでも候補は絞しぼった方よ」

　にこにこと笑いながらその様子を見守っているのはミリアナだ。

　彼女はまだ着替えていないようで、身につけているドレスに不必要な宝ほう飾しよく品ひんは何もついていなかったし、髪型もいつものままだった。しかしそれでも十分に可か愛わいらしい。

　ザイルの侍女として城に上がっている彼女だが、実際に侍女としての仕事は一いつ切さいしていないらしかった。

　当然だろう。彼女はずっと他人に服を着せられることこそあれど、他人が服に袖そでを通す手伝いなどしたことがないのだから。ザイルは口の堅かたい侍女を二人つけて、ミリアナがなるべく不自由なく生活できるように計らっていた。

　先ほどの恰幅のいい侍女というのが、その二人の侍女の一人である。

「ねぇ、アギー。そのドレスにはこの首くび飾かざりが合うと思うのだけど」

「ええ、ええ。もちろん私もそう思っておりましたよ。ミリアナ様。さぁ、お嬢じよう様さま。こちらへどうぞ」

「ちょ、ちょっと休ませてもらえませんか……」

　テヴァは体力に自信はある方だが、もはやその疲ひ労ろうは限界に達たつしていた。まだ日が暮くれていないのが信じられない。もう半日以上ここに閉じ込められている気分である。

「あら、テヴァ。でも時間はあまりないのよ」

「ちょっとだけだから。ね？　少し座らせてちょうだい」

　彼女が懇こん願がんすると、アギーと呼ばれていた侍女が素す早ばやく他の年若い侍女に命じて椅い子すを持ってこさせた。

「慣なれない方には大変ですよね。ではお嬢様はこちらで少し休きゆう憩けいなさってください。ミリアナ様。ドレスの候補をもう少し減らしましょう」

「まぁ、でもあと二十着もないわよ」

　ミリアナのその言葉を聞いて、ようやく椅子に座って一息ついたテヴァはさっと血ちの気けを引かせた。つまり、十着以上はあるということだろうか。無理だ。死んでしまう。

「これまで着ていただきましたので、大体お似に合あいの色味は承しよう知ちいたしました。黒や青系のものは除のぞいてよろしいかと思います。それに、派は手でな装飾のされたものもお好このみではないようですし」

「うーん、そうね」

　ミリアナは、唇くちびるを少し尖とがらせて天てん井じようを見上げる。きっと頭の中に、テヴァの不ぶ格かつ好こうなドレス姿を思い浮かべているのだろう。テヴァは自分がドレスを着慣れていないことは百も承知していたし、様さま々ざまな礼儀作法があるはずの貴族の夜会に参加して無事でいられるとは到とう底てい思えなかった。

　やはり今からでも、出たくないと強く主張するべきだろうか。

「……アギーの言う通りね。わかったわ。もう少し候補を絞ってきてくれる？」

「承知いたしました」

　アギーはにっこりと明るく笑った。

「では、少しの間失礼いたします。お嬢様。新しい飲み物をお持ちいたしましょうか？」

　部屋には紅茶のポットが準備されていたが、中はもう冷めているだろう。しかし今はむしろ冷めたものを飲みたかったので、「いえ、いいです」と答えた。

「前室に一人控ひかえさせておりますので、何かございましたらお呼びくださいませね」

　アギーは優しくそう言うと、他の侍女達と一緒に隣となりの衣い装しよう部屋に移動した。服だけで一部屋占せん領りようしてしまうなんて、テヴァには到底考えられないことである。

　侍女達がいなくなると突とつ然ぜん部屋が広くなったように感じて、彼女は息を吐はいた。

「……どうしてこんなことに」

　これならまだ、一いつ昼ちゆう夜や砂さ漠ばくを歩く方がましというものだ。

「そんなに疲れたの？」

　正面の椅子に座っているミリアナが、心から不ふ思し議ぎそうに聞いてくるので、テヴァは黙だまってこくりと頷うなずいた。するとミリアナは少し悲しそうに眉まゆを寄せて首を傾かしげる。

「ごめんなさいね。私、てっきりテヴァも楽しんでるものだとばかり……」

「ドレスは着慣れていないのよ」

　砂漠ではゆったりとした丈たけの長い服を着るのが普ふ通つうである。露ろ出しゆつした部分をなるべく減らすのは熱ねつ砂さや太陽の光から身を護まもるためで、余よ裕ゆうのある作りは通気性を確保するためだ。

　こんなふうに、胸元や腕が露出していてその割に腰回りはぴったりとしているドレスを身につけて砂漠を歩くのは、自殺行為だと言えた。

「でも、とても似合っているわ」

「……ありがとう」

　テヴァにはミリアナが心からそう言っているのがわかったので、素直に礼を言った。するとミリアナは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、続けて言った。

「テヴァも、少しずつこういう服装に慣れていかなくてはいけないわね。いつ城に上がるともしれないのだもの」

「は？」

　彼女にはミリアナの言っている意味がよくわからなかった。

「城に上がる？」

　占うらない師しとして城に雇やとわれる話でも出ているのだろうか。もしそうなら、どうしよう。悪くはない話のはずだ。給金は今よりずっとよくなるだろうし、復ふく讐しゆう相手である魔ま人じんの動向を監視できる。

　しかしミリアナは、その可愛らしい双そう眸ぼうをくるりと丸くして「あらだって」と続けた。

「あなたは王子妃ひか王妃になるかもしれないでしょう？」

「は？」

　彼女はもう一度言った。

「なんで？」

「え？　だって、ロウはあなた以外とは結婚しないと思うわよ」

　当然のようにそう言ったミリアナを前に、テヴァは思わず立ち上がっていた。

「いやいやいや、ちょっと待って。どうしてそういう話になるの？　ザイルミアド王子と結婚するならあなたでしょう？　あの身体は王子のものなんだから、ロウがどう考えていようと関係ないわよ。というかその前に私はロウとは結婚しませんから！」

　そう一気に言い切ると、テヴァは肩で息をした。結婚だって？　どうしてここでそんな話が出てくるのだ。

　しかしミリアナは先ほどよりももっと目を丸く大きく見開いている。まるで考えてもみなかったことを聞かされたかのような顔だ。

「ええと、テヴァはロウのことを好きじゃないの？」

「問題はそこじゃない！」

　彼女は言った。

「自分が何を言ってるかわかっているの？　ミリアナ。またザイルに何か言われたの？」

　ミリアナは自みずからの恋人が自分ではない女と結婚する話をしているのだというのに、平然としている。つい昨日、同じようなことをザイルミアドに言われたと言って嘆なげいていたのは噓うそだったのだろうか。

「でも……ザイルミアド達が元のように戻る前に、結婚しなくちゃいけなくなる可能性は高いわ。彼はもうすぐ二は十た歳ちだもの。遅おそいくらいよ」

　王族の適てき齢れい期きというものをテヴァは知らなかったが、一族でも二十歳になる前に結婚するのが普通だった。若い方が、たくさんの子供を産めるからだ。

「その相手はあなた以外には考えられないと思っていたのだけど……。私は彼の正妃にはなれないし」

　テヴァははっとした。

　そうか。王族の正妃となれば、その素す性じようが曖あい昧まいなままにされるはずがない。ミリアナの生まれが詳くわしく調べられれば、現王の隠かくし子ごだということが露見するかもしれない。そうなれば、大きな問題に発展することは避さけられないだろう。

　王の後宮に手を出し義姉の侍女を孕はらませたクラウシス王の進退が問われ、ザイルを次の王としてまつり上げようとする一派が必ず出てくる。いや、その隠し子を妻にしようとしたザイルでさえ、継けい承しよう権けんを取り上げられてしまうかもしれない。争あらそいの渦うずは大きく広がり、後戻りできないところまでいってしまう。

　テヴァは、自分がそこまで思い至いたらなかったことを恥じた。

「でも、そうね。あなたが正妃になった後に、自分の身体に戻ったらロウはどうするのかしら。ふふ。物語のように、お妃きさき様を誘ゆう拐かいしてしまうかもしれないわね。そしてお妃様は、本当の恋人と添そい遂とげるのよ。とても素す敵てきだわ」

　その『お妃様』が自分のことだと考えると、テヴァはくらくらした。

「ミリアナ……」

「私はね、テヴァ」

　と彼女が言った。その碧へき眼がんはまっすぐにテヴァを見ていて、向けられた微笑みは女であるテヴァがどきりとするくらい綺麗だった。

「ザイルミアドの側そばにいられるなら、なんだっていいのよ」

　ミリアナの声はどこまでも透すき通っていて、たやすく聞く者の心に染み込んでゆく。

「愛人でも、侍女でも、小こ間ま使づかいでも、なんでもいいの。彼に恋をした時、それだけの覚かく悟ごをもう決めたのよ」

「……」

　その覚悟は本物だ、とテヴァは思った。

　ミリアナは本当に決めているのだ。たとえ正式な妻になることが出来なくても、ザイルミアドの側にいると。彼が他の女に微笑むところを側で見ていないといけないのだとしても、自らは彼だけにその身を捧ささげるのだと。

　それは、彼女の純粋さが作り出した覚悟に違いなかった。

　ミリアナが求めるものは本当に一つなのだ。

　愛する人の側で、生きること。

「だから、ね？　テヴァ。あなたもロウのことを愛しているなら覚悟を決めなくちゃ。だって、彼が関係のない女性を妻に迎むかえてもいいの？」

　ただの純粋で世間知らずのお嬢様だとしか思っていなかった目の前の女性の強さを目まの当あたりにして驚おどろきを隠せなかったテヴァは、あやうく彼女の言葉に「そうね」と同意を返すところだった。

「そ……いやいや、だから、私はロウを愛してないってば！」

　危なかった。なんて油ゆ断だんならない王女様だろう。ミリアナは、相手を自分のペースに巻まき込む天才を持っているようだ。

「まぁ。照れてるのね。テヴァったら、可愛いんだから」

「照れてない！」

　テヴァは再度否ひ定ていしたが、くすくすと笑うミリアナに信じてもらうのは難むずかしそうだと思った。まったく遺い憾かんである。自分は決して、あの不ふ埒らちな魔人に好意など抱いだいていないというのに。

「おや、着替え中でなかったか。残ざん念ねんだ」

　がちゃりと扉とびらが開けられると同時に投げかけられた声に、テヴァの心臓は跳び上がった。

　振り向くと、王子の姿をした魔人が部屋に入ってくるところだった。

　こちらはすでに正装していて、いつも以上に華はなやかである。後ろに撫なでつけられた髪が普段と違う印いん象しように見せていた。テヴァはどきどきと早はや鐘がねを打つ心臓をなんとか宥なだめようとする。どうもこの王子の中身が魔人であるとわかってから、彼女の心臓は調子が悪いのだ。

「まぁ殿でん下か。ノックもせずに入ってこられるなんて……。着替え中だったらどうするの？」

　ミリアナが咎とがめると、不埒な魔人は「着替え中じゃないかと思って入ってきたんだ」と悪びれずに言った。おそらく前室に控えていたという侍女も王子相手では制止できなかったのだろう。

「そのドレスに決まったのか？」

　ザイルは青地のドレスを身に纏まとったテヴァを吟ぎん味みするように見て腕を組んだ。

「いいえ。これにはしないと思うわ」

「そうだな。テヴァにはもっと明るい色の方が似合う」

　そうだろうか、と彼女は今自分が身につけているドレスを見下ろした。確かに大人おとなしめの青だが、砂漠でいつも身につけていたのも紫し紺こんの服だった。青は、テヴァの一族の色なのだ。彼らは砂漠では青の民とも呼ばれている。

「こう急なことでなければ、僕がドレスを贈ったんだけどな」

　ザイルは笑う。

「テヴァには赤が似合う」

「赤？　……まぁ。そうね。確かにそうかもしれないわ」

　ミリアナは目を丸くして、まじまじとテヴァを見た。うんうんと頷く。

「私があまり好きではなかったから候補に入れていなかったけれど……。ちょっと待っていてね。アギーに言ってくるわ」

　そう言って、彼女はそそくさと衣装部屋に消えた。

　二人きりになったところで、テヴァは魔人を睨にらみつける。

「何を企たくらんでいるの？」

　彼は心しん外がいだと言わんばかりに目を丸くした。

「企んでる？　なんのことだ」

「さっき、急なことって言ったでしょう？　私をそのパーティに出席させる必要性が、急に出てきたのではないの？」

「おや、失しつ言げんだったかな」

「ごまかさないで。今ここで着せ替え人形にされているだけでも、私はずいぶんと我が慢まんしているのよ」

　ザイルは微笑んで肩をすくめた。

「実は、ブラウアー夫人の誕生パーティに、何人か要注意人物が出席することがわかった」

　やはり裏があったのだ、とテヴァは思った。

「要注意人物？」

「王城内で悪わる巧だくみをしているのが、ウルズラ妃だけだったと思うか？」

　半月前、ミリアナを誘拐するようエルモ＝ランドに命令したウルズラは、すでに妃としての地位を剝はく奪だつされ離り宮きゆうの一つに軟なん禁きんされているという。娘である末の王女アレクシアとザイルミアド王子の婚こん姻いんを望んでいたかの女性は、王子とその侍女ミリアナがただならぬ仲であることを見み破やぶり邪じや魔ま者ものを排はい除じよしようとしたのだ。

「私には人の心を読むことなんて出来ないわよ」

「もちろん。ただ、君のその素晴らしい直感で、危険な奴やつかどうかを教えてくれればいいんだ」

　テヴァは眉を寄せた。

　ザイル……魔人ロウが、自らが身体を借りているザイルミアド王子のために、王城の中で確かな地位を築こうとしているのはわかっていた。その最終的な目標が王座なのかどうかまでは知るところではないが、彼はなるべく効率的に、自らの邪魔になる人間を排除しようとしている。

　けれどテヴァは、そのために彼が自分の力を使おうとするとは思っていなかった。

　星テラとしてのテヴァを求めるとは、……思っていなかったのだ。

「……いいわ」

　彼女は短く答えて目を伏ふせる。これ以上目の前の男と話したくなかった。どうしてだろう。突然、息苦しくなった。

「テヴァ」

「出て行って」

　彼女は顔を上げないで言った。

　苦しい。きっとこのドレスのせいだ。胸のあたりがぎゅうぎゅうと締しめ上げられている。

「出て行って」

「……」

　テヴァはもう一度言った。その間彼女はちらりとも男を見ようとはしなかったので、無む言ごんのまま部屋を出てぱたりと扉を閉じた彼が、どんな顔をしていたかわからなかった。
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　テヴァに出て行けと言われたため部屋を出たロウであったが、前室より外には出ようとしなかった。控えていた侍女はすでに追い払っていて、決して広くはないその小部屋の椅子に腰掛けているのは彼だけだ。

　もう自分の支し度たくはすんでいる。女達の準備ができたら一緒に馬車に乗ればいい。

　ロウは、なるべくテヴァから離れたくなかった。護ご衛えいのためついてきたジャルヴは呆あきれたような顔をしたが無視した。

《君に僕のことは言えないな》

　持ってきていた明日の会議資料にも目を通し終え、何をするでもなく椅子に頰ほお杖づえをついていると、彼の中のザイルミアドが苦く笑しようした。

「なんのことだ」

《テヴァさんが傷ついたのがわからない？》

「どうしてテヴァが傷つく必要がある」

　ロウは本当に理解出来ずに言った。するとザイルミアドは少し呆れたようだった。

《そういえば、君は恋の経験がずいぶんと浅あさいんだったね》

「うるせぇ。お前はミィを悲しませてる」

《うん。わかってる。でもそれが僕の願いなんだ》

　これが、ザイルミアド王子の最もタチの悪い部分だった。自分の悲ひ観かん的てきな考えに対してある程度の客観性を持ちつつも、曲まげることがない。

　王子は続けた。

《君は自覚なくテヴァさんを傷つけている》

　ロウは腹が立った。

　ただでさえ苛いら立だちを抑おさえきれないでいるのに、彼の中の王子は知ったような口で彼を糾きゆう弾だんしてくる。

「印がつけられていたんだ」

　ロウは言った。

《印？》

「あいつの仕し業わざだ」

　テヴァに、自分のものではない魔力がまとわりついていることはひと目でわかった。その動どう揺ようを隠すために彼は、ドレスの話をしたのだ。

　それは魔人にとっての目印になり、相手が目の届くところにいなくても見つけやすくなる。長く保たもてるものではないが、丸一日くらいなら効果があった。

　今彼女にそんなことをする魔人に心当たりは一人しかいない。

　魔人グンニル。

　ロウのすべてを奪うばうと、言ってきた男。

　ロウが万ばん全ぜんであるならばその印の上から上書きをすることも可能だが、いかんせん今これは借り物の身体だし、それは出来ない。だから他の男の魔力を纏わせている彼女をそのままにすることしか出来なかった。

　しかしこれではっきりした。

　やはりグンニルは、テヴァのことを知っているのだ。

　あの男が奪おうとしている『すべて』の中に、彼女は含ふくまれている。

　ロウは万が一の場合に備えて、テヴァを手元で護れるよう今日の夜会に連れて行くことにしたのだが、それは正解だった。もちろん彼女が、大人しく手元にいてくれるかどうかは定かではないのだが。

《彼女を護りたいのなら、そう言えばいいのに。あんな噓を言わないで》

　本当のことを話さず、テヴァの力で要注意人物を嗅かぎ分けて欲しいのだと噓を言ったのは、出来ることなら彼女にグンニルのことを知られたくなかったからだ。

　魔人に狙ねらわれていると知っていい気分がするはずない。自分と共ともにいることで被こうむるであろう不利益から、なるべくなら彼女を遠ざけておきたかった。

　側にいたくないと思って欲しくない。

　嫌きらわれたくない。

　好きになって欲しい。

　彼はずっとそう願っている。

　笑って欲しい。

　振り向いて欲しい。

　自分に、恋をして欲しい。

　たとえ元の身体に戻ったとしても、これだけはどうしようもないことだった。どんな異い能のうを持っていても、人の心だけは操あやつれない。

　恋の経験が浅いと、ザイルミアドが言ったのは事実なのだ。

　ロウは気が遠くなるほど長い年月を生きてきたが、これは彼の初恋だった。

《後で謝っておいた方がいいよ》

「だから、なんでだ」

《君は彼女を星テラとしての役目から解放してあげたいんだよね？》

「当然だろう」

　だから、口付けをした。

　彼ら一族にとって最も神聖とされる場所に。そうすれば、彼女は一族から離れざるをえないとわかっていたからだ。

「もう、砂漠に帰してやるつもりはない」

　彼女は今も、ロウを殺して一族の元へ戻りたがっているが、それを許ゆるすつもりはなかった。

　テヴァ＝レイは、砂漠の星テラだ。

　一族の未来を導みちびく役目を負っている。

　ロウがこれまで会ったことのある星テラは皆みな、自らの役目を誇ほこりに思い、自分達の人間としての生をその犠ぎ牲せいにすることを疑うたがってはいなかった。そう教えられて育つからだ。

　教育というものは、人の根こん幹かんを形作る。

　ロウが生きて見てきたものの中では、テヴァの一族であるウィッカ族の教えというのは、まだ人間的なものだと言えた。だから、彼はこれまで傍ぼう観かん者しやであれたのだ。

　はっきり言ってしまえば他ひ人と事ごとだった。外の世界を、人間としての触ふれ合いを知らず生きて死ぬ星テラ達に、それを教えてやろうとはしなかった。

　だが恋した相手となれば話は別だ。

　テヴァ＝レイは、この数百年という時間の中で、ロウがやっと出会った奇き跡せきだった。だからこそ、その魂たましいがもっと輝かがやくところが見たい。

　囲かこわれた世界を出て、たくさんの綺麗なものに触れ、人に出会い、知識を得えることで彼女はもっと美しくなるだろう。蛹さなぎが蝶ちようとなるように。その様を、彼は出来ることなら一番側で見ていたかった。

　たとえ彼女が、自分を憎にくんだとしても。

《君は、テヴァさんが君のことを好きかもしれないとは思わないの？》

　ザイルミアドがなおも聞いてくる。ロウはその質問の愚おろかさに呆れた。

「そんなわけないだろう。テヴァは俺に復讐すると明めい言げんしている」

　半月前に久しぶりの再会を果たした後も、彼女は毅き然ぜんとした態度できっぱりとそう言った。

《うーん……そうなんだけど……》

　彼女が信じていたものを奪い取ろうとしている自分が、すぐには彼女に好かれないだろうことは予想の範囲内だ。だからそれは問題ない。

　待つのは慣れていた。

　時間は彼にとって障しよう害がいではないのだ。

　いつか、振り向かせてみせる。今はただ、こうして側にいられるだけで十分幸せだった。

「しかし……いつの時代も女性の支度には時間がかかるな」

　ロウは息を吐いた。

　彼が部屋を追い出されてから、ずいぶんと時間が経たっていた。

　そろそろ城を出なくてはいけない。ブラウアー公爵夫人の誕生パーティが行われるのは郊こう外がいの別荘で、馬車だと一時間ほどかかるのだ。

　そう思っていると、がちゃりと扉が開いた。

　そこに立っていたのはミリアナ付きの侍女アギーだった。本人もまた低位の貴族の出であるアギーは、こぢんまりとした前室に居座っている王子を見てやはり呆れたような顔をした。

「あら、まぁ。殿下。こんなところで何をしていらっしゃるんですか？」

「支度は終わったかい？」

　質問を無視して問うと、アギーは自じ慢まんげな笑顔を浮かべて頷く。

「ええ、もちろん。完かん璧ぺきな仕上がりですよ」

　アギーは大きく扉を開くとその大おお柄がらな身体を脇わきに避よけて、ロウが室内をよく見えるようにした。

「……」

　まず目に飛び込んできたのは赤だった。目が覚めるような鮮あざやかな深しん紅くのドレスに身を包んだテヴァ＝レイは、前室にいるザイルを見て目を丸くした。

　頰がほんのりと赤い。唇も上品に色づいているのは化け粧しようをしているからだ。肩までの髪は丁てい寧ねいに編み上げられ、細いうなじを剝むき出しにしている。

《綺麗だ》

　彼の中のザイルミアド王子がそう言ったのは、テヴァの横に立っている黄色いドレスのミリアナを視界にとらえたからに違いなかったが、ロウは王子のために視線をミリアナに据すえることはしなかった。

　彼は立ち上がった。

　いつもと雰ふん囲い気きの違うテヴァから目が離せない。ああやはり、彼女には赤がよく似合う。強く鮮やかなその色は、彼女の内面を映し出しているようだ。きらきらとしたその魂を。
















　彼は自然と手を伸ばしていた。

「綺麗だ、テヴァ」

　ザイルミアドと同じ言葉しか出てこない自らの語ご彙いの貧ひん困こんさにロウは辟へき易えきしたが、彼女が頰紅のせいでなく顔を赤くして、

「……ありがとう」

　と言ってくれたので、それだけで彼は飛び上がるほど嬉しかったのだった。
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　いつの間にか息苦しさはなくなっていた。

　緊きん張ちようしていたのかもしれない、とテヴァは思った。

　ザイルが着飾った自分を褒ほめてくれたことで、多少なりとも自信が生まれたのだろう。黄色いドレスに身を包んだミリアナは女神のようだったが、自分も悪くないかもしれない。テヴァはここまでしてくれた侍女達のためにも、そう思うことにした。

　しかし着飾っただけでこうも気き後おくれしてしまうのだから、夜会などに参加したらどうなることかと懸け念ねんしたが、馬車が誕生パーティの行われる郊外の屋敷にたどり着いた頃には彼女はこの状況に順じゆん応のうしていた。

　なにせ女神のようなミリアナと整ととのった容よう貌ぼうがいかにも王子らしいザイルに、馬車に揺られながらも一時間挟はさまれていたのだから、きらきらとしたものへの免めん疫えきも多少つくというものである。

「仮面？」

　馬車の中でそれを手渡されたテヴァは、意味がよくわからず首を傾げた。

「そう。ブラウアー夫人は楽しいこと好きでね。毎年彼女の誕生パーティはいろいろな趣しゆ向こうが凝こらされているが、今回は仮面舞ぶ踏とう会かいなんだ」

「ふふ。こうして目元を隠すのよ。ほら。もう私が誰だれかわからないでしょう？」

　青い仮面をつけたミリアナをじとりと見て眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……わかるわ」

　当然だろう。隠れているのは目の周りだけなのだ。知り合いであれば、それが誰かなどすぐにわかる。

　ミリアナは唇を尖らせた。

「もう、テヴァってば。そこはわからないふりをするのが礼儀というものなのよ」

　珍ちん妙みような礼儀である。

「舞踏会って……私、踊おどれないんだけど」

「基本的にはただの誕生パーティだから踊る必要はないよ。そうだな、後は名前を聞かないのもルールだ。逆に聞かれても答えない」

「……だから私達を誘さそったの？」

　名な乗のる必要がないのなら、正体を隠さなければいけないミリアナも、貴族でないテヴァだって参加出来る。

「都つ合ごうがいいと思ったのは確かだ」

　ザイルはにっこりと笑った。

「私、こんな大きな夜会に出るのは初めてよ」

　ミリアナはわくわくしているようだった。

「ミィの相手役はジャルヴだ。一人でうろつくなよ」

　ジャルヴは馬に乗って馬車についてきていた。もちろん護衛もかねているのだろう。

「わかってるわ。さぁ、早く行きましょう」

　ザイルに促うながされ、テヴァも仮面をつける。視界が狭くなったのは心細かったが、馬車を降りる時にザイルが手を握にぎってくれたのでそれは少し忘れられた。

　当然ながら、そこは別荘といっても食堂『沈ちん没ぼつ船せん』が何個も入りそうなくらい大きな屋敷だった。

　屋敷の前には何台も馬車が停まっていて、何人もの紳しん士しや貴婦人が降りてくる。その全員が仮面をつけているのは、テヴァの目にはひどく奇き妙みように映った。この奇妙な集団の中に自分もいるのかと思うとなんだかおかしくなってくる。

「何を笑ってるんだ」

　隣を歩くザイルがいぶかしそうにこちらを見た。彼の仮面は黒だ。テヴァの髪と同じ色。

「なんで私、こんなところにいるんだろうと思って」

　テヴァはおどけるように目を丸くしたが、その様よう子すは彼から見えないだろうと思った。

「想像もしてなかったわ。こんな世界」

　砂と照りつける太陽と静かな夜。

　それだけがすべてだった。

　山脈を越えた先にある国に、こんなにも色鮮やかな世界があるなんて夢にも思わなかったのだ。

「こんなのはまだ世界とは言えないぞ」

　とザイルが答える。

　テヴァは彼を見上げた。そしてどきりとする。

　王子の中の魔人はずっと彼女を見ていた。仮面の奥にあっても、その双眸が愛いとおしげに細められているのがわかる。

「一年中雪が降っている国もある。自分より何倍も大きな動物を食い殺す魚、海のように大きな湖。お前が聞きたいのならいくらでも話してやるよ。俺が見てきたものを」

　それはひどく魅み力りよく的てきな申し出に思えたが、彼女は目を逸そらした。

　ザイルの……ロウの本当の身体のあの赤い双眸は、いったいどんなものを映してきたのだろう。それはきっと、テヴァが思いつきもしないものばかりなのだ。想像も出来ない世界。語り師の婆ばばが話すような夢物語。

「ありがとう。でもいいわ」

　テヴァは答えた。

「そうか？」

「殿下」

　後ろから話しかけたのはジャルヴだった。

「殿下がミリアナ様と一緒にいてくださった方が、護衛をしやすいのですが」

　騎き士しの腕にちょこんと自らの手をひっかけているミリアナは、興きよう味み深そうにきょろきょろと周囲を見回している。まるで今にも転がったボールを追いかけて駆かけていってしまいそうだ。

　元々貴族階級であるジャルヴの立ち姿に違い和わ感かんはなく、仮面もよく似合っている。黙っていれば二人はお似合いの恋人同士ように見えるはずだが、いかんせんミリアナはジャルヴにまったく興味を持っていないし、ジャルヴもまたミリアナをもてあましているようだった。

「お前が一緒にいる方がミリアナは目立たないだろう」

　とザイルは答えた。

「僕と一緒にいて誰だと詮せん索さくされても困る」

「ちょっと待ってよ。私ならいいわけ？　というか仮面をしてるんだから誰が誰だかわからないんじゃないの？」

　テヴァが抗こう議ぎすると、ザイルは少し馬ば鹿かにしたように眉を上げた。

「さっき君も言っただろう。仮面をしていても知った顔なら誰かわかる。僕は王子だぞ？」

　なるほど、少なくとも首都ヒルドの周囲に居を構えている貴族で、ザイルミアド王子の顔を知らない者などいないのだ。

「私なら誰か詮索されてもいいっていうの？」

「別に困らないだろう？　それにテヴァは王城に出入りしていないし貴族でもない。君が誰かわかる者の方が少ないさ」

「……」

　テヴァは憮ぶ然ぜんと唇を尖らせた。

　いちいちザイルの言う通りなのが腹が立つ。

「……かしこまりました。でも、あまり私から離れないでくださいね」

　ジャルヴは息を吐いて言った。その隣で、話を聞いていなかった様子のミリアナが声を上げる。

「あ！　見て、あそこ。なんだかきらきらと光っているわ。ちょっと見に行きましょうよ！」

「ミリアナ様。どうか落ち着いてください」

「あら、あちらからは音楽が聞こえるわ。それにいい香り……」

「ミリアナ様。外庭に無む断だん侵しん入にゆうしないでください」

　好こう奇き心しんで目を輝かせたミリアナをジャルヴが穏おだやかに宥めようとする。これでは王子の護衛もままならない、と騎士が思うのも当然だった。

「行くぞ」

　ザイルが言う。

「……ジャルヴさんに同情するわ」

「あれがジャルヴの仕事だ」

　少なくとも好奇心旺おう盛せいな淑しゆく女じよの暴走を抑えるのは騎士の仕事ではないはず、とテヴァは思ったが言わなかった。

　入り口にいた黒服の使用人に招待状を見せると、彼ら四人は紳士淑女がたくさんいる玄関広間のすぐ横の扉に案内され、喧けん噪そうから一度隔かく離りされた。仮面舞踏会といえど、やはり王子であるザイルは他と同じ扱いにはされないらしい。

　執しつ事じらしき男が先せん導どうするままに赤い天鵞絨ビロードの絨じゆう毯たんが敷しかれた細い廊ろう下かを歩き、やがて彼らは大広間に出た。

「……すごいわ。光の洪こう水ずいね」

　ミリアナが弾はずむような声こわ音ねで言ったように、そこは降るような光に満ちていた。

　高い天井からは豪ごう奢しやな照明がぶら下がっており、花びらのように広がった先に取り付けられた無数の小さな光こう石せきが広い室内を照らしている。

　奥には楽団がいて、軽快な音楽を奏かなでていた。鼻び腔こうをくすぐったのは甘あまい香りで、それが壁かべ際ぎわに等とう間かん隔かくで生いけられた派手な花々によるものか、あるいは広間の中にいる淑女達の香水によるものなのか、テヴァにはわからなかった。

　大広間のところどころに丸テーブルが置かれており、その上に様々な料理が並べられている。給仕が魚のように貴族達の間をすり抜けて、色とりどりの飲み物を運んでいた。

　外が夜の中にあることが噓のように、そこは明るく賑にぎやかだった。あちらこちらから談だん笑しようの声が聞こえてくる。そのどこにも静せい寂じやくと名のつくものはなく、テヴァは呆れた。

「同じ地面の上とは思えない光景だわ」

　砂漠の夜では、ありえない。

　これを見たら砂漠のジンは怒るのではないだろうか。彼らは夜の静寂を愛しているはずだから。

　テヴァが呆ぼう然ぜんと立っていると、目の前に薄うす桃もも色いろの飲み物が差し出された。

「楽しむつもりになればいい」

　黒い仮面をつけた男が笑う。

　このきらきらとした空間においても、彼はひときわ目立っていた。周囲の人間がザイルに視線を注そそいでいるのがわかる。それは彼が王子という立場にあるせいかもしれないが、テヴァには他の理由があるように思えた。

　きっと、その身体の中にいるのがロウという名の魔人でなければ、ここまで人の注意を惹ひき付けることは出来ないだろう。

　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタはやはり特別なのだ。

　魂が強いというのも頷ける。普通の人間が、彼に敵かなうはずがない。その引力に逆さからえるはずがない。彼はまるで磁じ石しやくのように周囲の関心を惹き付け、それらに押し潰つぶされることなくまっすぐに立っている。

　特別な存在なのだ。

　彼は。

「あれはなんていう料理かしら」

「あ、お待ちください！」

　ふらふらと紳士淑女の中に吸い込まれそうになるミリアナを、ジャルヴが慌あわてて追いかける。

「僕達も行こう」

　ザイルがテヴァの手を取った。

　その温かさにどきりとする。

　しかし二人がジャルヴ達に追いつくのは容よう易いではなかった。仮面をつけた王子に声をかけてくる人間が引きも切らなかったからだ。それに気付いたジャルヴは、料理のテーブルの前でミリアナに何か言い含めてから、すぐザイルの側に戻ってきた。

　一人になったとたんミリアナに声をかける紳士が何人かいたが、皿を手に料理に夢む中ちゆうになっている彼女にしつこくしようとする者はいなかった。

「ごきげんよう」

「何を飲んでいらっしゃるのですか？」

「お連れ様は素敵なドレスをお召しですね」

　なるほど、仮面をつけているから今のザイルは王子でもなんでもない。彼に取り入りたい人間にしてみれば、話しかける絶ぜつ好こうの機き会かいなのだろう。

　テヴァから手を離したザイルはそのすべてににこやかに答え、対応している。テヴァは感心した。そして今日自分がここにいる理由を思い出す。

　ザイルに、危険人物を探し出せと言われていたのだった。

　気は進まないが、仕方がない。彼女はそのつもりで、注意深くザイルに話しかけてくる人間達を観察した。

「お二人は恋人同士でいらっしゃるのかしら」

　不ぶ躾しつけに聞いてきたのは、紫のドレスを着て仮面に羽根をつけた女性だった。おそらく周囲の人間も気になっていたことなのだろう。テヴァには、彼らの仮面の下の好奇心一いつ杯ぱいの眼まな差ざしが見えるようだった。

　ザイルの後ろで完全に気け配はいを消しているつもりだった彼女は、にわかに自分に興味が集まったことできゅっと心臓が縮ちぢまるような心地ここちになった。

「ご想像にお任せしますよ」

　ザイルはそう答えると、

「少し、失礼いたします」

　と言ってテヴァの手を取った。あ、と彼女が思う間もなくその場から脱だつ出しゆつする。比較的人口密度の低い壁際の柱の横にたどり着いたところで、彼は手を離した。

「ジャルヴ。ミリアナの側に戻れ」

　ぴったりとザイルについてきていた騎士に命じる。

「は、しかし……」

「ミィをこっちへ連れてくればいい。ついでに僕達に食べ物を持ってきてくれ」

「……ここから動かないでくださいね」

　ジャルヴはそう釘くぎを刺さすと、するすると人ひと混ごみを縫ぬうようにして料理のテーブルの前にいるミリアナのところへ向かった。

「こっちに」

　近くに一いつ脚きやくだけ置かれていた椅子に座るよう促され、テヴァはありがたくそれに従したがった。少し気分が悪い。人に酔よったのだろう。ヒルドにやってきたばかりの頃は大通りの人混みでも目を回していたことを、彼女は今さらながらに思い出していた。

「水だ。飲んで」

　テヴァが持っていた薄桃色の酒が入ったグラスを取って、代わりに水の入ったグラスを渡す。ザイルはそつがなかった。

　ようやくテヴァは、一息つく。

「ドレスが苦しいなら緩ゆるめようか？」

「結けつ構こうです」

　彼女はきっぱりと言った。ザイルは笑う。

　こちらには背を向けていたのに、ザイルはテヴァの顔色が悪くなっていたことに気づいたのだろうか。それが魔人ロウの本当の身体であるのなら、背中に目があると言われても驚かないのに。

「……あの、太った青い仮面の人と、緑のドレスとダイヤのついた仮面の女の人」

　テヴァはザイルにしか聞こえないような声で言った。

「なんか嫌いやな感じがしたわ」

「そうか。ありがとう。もういい」

「もういい？」

　でもまだ、さっき話しかけてきた人達しか見ていない。

「すまない。本当は、君に危険人物を探して欲しいというのは噓だ」

「は？」

　テヴァは今度こそ目を丸くした。

「だから無理してあの中に入る必要はない」

「じゃあなんで私をここに呼んだのよ」

　彼女は少し腹が立った。

「言っただろう。着飾った君を見たかった」

　ザイルはすっと身を屈かがめると、空からになったテヴァのグラスを持った。そしてこの上なくさりげなく、彼女の耳元に唇を寄せる。

「俺の予想以上に、お前は美しいよ」

　囁ささやくようなその声が、テヴァの鼓こ膜まくを甘く震ふるわせた。

　ザイルは至近距離で微笑む。

　彼女にはただ、その綺麗な顔を睨みつけることしか出来なかった。

　ザイル……ロヴィタ＝ロウ＝ビエタはとても巧妙だ。

　その口調でさえ、完璧に使い分けている。自らを『俺』と呼び、テヴァを『お前』と呼ぶのは二人きりの時だけだ。それ以外彼は、王子らしく『僕』『君』という呼称を徹てつ底ていしている。混乱するのは、テヴァの方だった。

　その変化に振り回される。

　心臓の鼓こ動どうはいともたやすく速くなる。

　テヴァはその鼓動の音が彼に聞こえないように立ち上がった。

「テヴァ」

　彼女はこの心臓に悪い男から一度離れるため手洗いに行くと噓をつこうとしたが、

「手洗いならその裏だ。花か瓶びんが置かれている方に入るように」

　とすぐ近くの天井からつり下がった赤い天鵞絨の緞どん帳ちようのようなものを示されて、その場で地じ団だん駄だを踏ふみたくなった。何もかも見透かされているようなのがいちいち腹が立つ。

　くっくと肩を震わせて笑う男を尻しり目めに、テヴァは憤ふん然ぜんと天鵞絨の裏側に回った。

　広間の方からだとその向こうにはただの壁があるだけのように見えたが、驚いたことに少し広い空間と廊下が左右に続いていた。左側の廊下の手前に花が生けられていたので、ザイルが言ったのはこれのことかとテヴァは思う。

　本当のところ別に手洗いに用はなかったので、彼女はその広い空間の隅すみで冷静さを取り戻すことにした。

　あぁまったく、落ち着かない。

　テヴァが壁に背をつけて立っていると、一組の男女が入ってきた。

　二人は何をするでもなくそこに立っていたテヴァに少し驚いたようだったが、酒が回っているのか楽しそうに小声で会話をしながら、花が生けられているのとは反対側の廊下に進んで行った。そのすぐ後ろから入ってきた一人の女性は花瓶のある方へ、そしてその後の女性二人組は花瓶のない方へ姿を消してしまう。

　花瓶のない方の廊下がなんなのか、テヴァは興味を持った。

　こちらから覗のぞき込んでも、残念ながら光源は限りなく抑えられているようで廊下の先は見通せない。だが特に危険はないだろうと思った彼女は、足を進めようとして後ろからかけられた声に止められた。

「お一人でそちらに行かれるのはマナー違い反はんですよ」

　振り向くと、顔の半分を仮面で隠した男が立っていた。

　おそらく……見覚えはないように思う。男は高すきず低すぎない穏やかな声で続けた。

「せめてお二人以上で行かなくては、覗きをしたと思われてつまみ出されてしまいます」

「覗き？」

　テヴァは聞き返した。何を覗くというのか。

　男は首を傾げる。わからないのか、とでも言いたげだ。

「情じよう事じをですよ」

「！」

　テヴァは顔を赤くした。

　それはつまり……そういうことだろうか。しかしさっき、女性二人であちらへ行ったような……。いやいや、そういう愛の形というのもあるかもしれないが。ええ？

　一瞬で、彼女の頭の中を様々な言葉が飛び交かう。

　男はくすりと笑った。

「おやおや……。ずいぶんと可愛らしいお嬢さんだな」

　そう言うと、男はやおらテヴァの腕を取り、そういったことが目的の部屋が連つらなっているのだろう方向へ歩きだした。

「え、ちょっと！」

「大だい丈じよう夫ぶ。怖こわいことはしないよ。君に特別なものを見せてあげよう」

　男は力強く、すたすたと薄暗い廊下を進む。その迷まよいのない背中がどうにもこちらの意見を聞いてくれそうにないので、テヴァは息を吐いて従うことにした。

「抵てい抗こうしないのかい？」

　男が問う。

「怖いことはしないんですよね？」

　そう答えると、男はちらりとこちらを一いち瞥べつして手を離した。

「度ど胸きようのあるお嬢さんだ」

　星テラでなければ、男の急所を蹴けり上げてでも抵抗しただろう。しかし男に手を引かれた時、嫌な感じはなかった。だから無理矢理何かをされるわけではないだろう。それに特別なもの、というのにも興味がある。

「いや、無む防ぼう備びだ、と言うべきかな？　君の親おや御ごさんや恋人は気が休まらないだろう」

「……あなたが言うことではないと思いますけど」

「はは。失しつ敬けい」

　無防備だ無警戒だというのは、ギーやザイルにも何度か言われたことだった。そして自覚もしている。気をつける、と彼らには言っているが、正直なところ改めるのは難しいと彼女は思っていた。

　危険ではないとわかっていてかつ興味を引かれる道が目の前にあった場合、その道を選せん択たくしないでいられる人間がいったいどれだけいるだろう。実じつ際さい、今テヴァは見知らぬ男に手を引かれるまま歩いている。

「……」

　やはりやめておいた方がいいだろうか、と彼女が思った時だった。

「ここだ」

　と男が足を止めた。いくつか廊下の角を曲がったが、その数も曲がった方向も彼女は覚えていた。防音がしっかりしているのか、途中のどの部屋からも人の声は聞こえず、まるでこの屋敷に男と二人きりになってしまったようだ。

　右手にある扉の鍵かぎ穴あなに男が懐ふところから出した鍵を差し込むと、それは抵抗なくかちゃりと開く。中は広い部屋だった。

　照明が廊下の薄暗いものしかないのにもかかわらずよく室内が見えたのは、正面の壁がなかったからだ。つまり、部屋は外に直結していた。それもただの外ではなく、庭のようだ。

「……綺麗」

　テヴァは感かん嘆たんの息を吐いた。

　いくつかの光石が絶ぜつ妙みような配置で庭の一部を夜に浮かび上がらせている。それが、中央の白い花を見せるためであることは明らかだった。テヴァの拳こぶしほどの大きさのその花は、小さな花か弁べんが幾いく重えにも重なって可か憐れんに花開き、夜の来訪者を待っていたようにも見えた。

「ブラウアー夫人は食通だし珍ちん品ぴん収集家としても有名だが、特にあの白い花は貴き重ちようなんだ。もちろんこの部屋も、あの花のためだけに造られたものだ。千一花フイミラムという花だよ。今夜咲くらしいと聞いてね……ぜひ見たいとお願いしたら、誕生パーティに出るなら見せると条件をつけられた」

　男が入るよう促したので、テヴァは室内に入った。いや、室内と言うべきではないのかもしれない。そこはもう外の空気に満ちている。

　部屋の中央には椅子が一脚だけ置いてあった。花を鑑賞するための完璧な配置だ。テヴァはその椅子の前に立って邪魔な仮面を外はずすと、千一花フイミラムをまじまじと見た。

「とても繊せん細さいだわ」

　それに、強い香りがする。丸みを帯おびた甘い香りだ。

「一晩しか咲かないんだ」

「え。すぐ枯かれてしまうんですか？」

　彼女は驚いて顔を上げた。男はテヴァのすぐ横に立っていて、仮面の奥から花を見つめている。

「ああ。それに、人工的に作られた花だからか受粉しても実らない。次世代には繫つながらない花なんだよ」
















　その声からは男の感情を読み取ることは出来なかった。

　この距離で見て初めて、テヴァは男がそう若くないことに気付いた。おそらく五十近いのではないだろうか。顔の半分が仮面に隠されているためわからなかったが、口元には年齢による皺がある。しかし老いている雰囲気はなかった。体格や動きだけを見れば、ずっと若い。無む駄だがない、と言うべきだろうか。

　テヴァがまじまじと観察していると、男が苦笑した。

「顔に何かついているか？」

「あ、すみません」

　さすがに失礼だったと気付きすぐに謝る。

「君は……珍めずらしい花のようだな」

　男がこちらを見た。

　その、仮面の奥の双眸の色は青だった。テヴァの一族の色。男は笑っていた。

「夫人に見つからない方がいい。庭に植えられてしまうよ」

　それは冗じよう談だんだとすぐにわかったが、テヴァは答えた。

「大切にしてもらえるならそれもいいかもしれません」

　この庭で。

　こうして護られるようにひっそりといられるなら、何かに心を乱されることはないだろう。誰かの言葉や行動で思い悩なやむこともない。

　実際のところ、砂漠でのテヴァはこの庭の花に近かった。

　護られ囲われ、一族のためだけに咲いていた。

「それもきっと、幸せの形の一つです」

「そうだな。人の幸福というものは無数にある。どれが正しいのかは誰にもわからん」

　男は言って、また白い花に視線を戻した。

「だから悩み、傷つける」

　ああ、だから。とその時テヴァは思った。

　だから、ザイルミアド王子はミリアナが結婚することを望んだのかもしれない。

　自分と共にあっては得られない幸福を、彼女に与えたかったから。それが彼女の幸せなのだと信じたから。愛する人に、幸せになって欲しいから。

　テヴァはいつの間にか自分が泣いていることに気づいたが、そのままにした。

　心臓が苦しい。

　もう駄目だ。ずっと押さえこんできた心の奥の砂嵐が、暴れて手がつけられなくなっている。

　ロウは、奪ったのではなかった。

　テヴァから果たすべき義務を、一族を、故郷を、奪ったのではなかったのだ。

　与えようとした。人として生きる権利を、心許せる友人を、新しい世界を。

　それが、テヴァの幸せだと思ったから。

　それが彼の愛だったから。

　彼女はわかっていた。なのにわからないふりをした。わかってしまえばもう、後戻りはできないと知っていたからだ。胸を締め付けるこの感情に名前をつけてしまえばもう、取り返しがつかないと。

「男の前でむやみに泣くものではないな」

　テヴァは止まる様子のない涙を隠すように両手で顔を覆おおった。

「……怖いんです」

　彼女は告白した。

　この仮面の男はまるで、告こつ解かいを聞く神父のように泰たい然ぜんとしている。

「怖いの……。変わったら、私はどうなるの？　外に出たら、どうなってしまうの？　恋をしたら？　結婚をして、子供を産んだら？」

　変わるな、と言われ続けてきた。感情を殺せと。

　星テラは子供を産まない。純じゆん潔けつを保たなくてはならないからだ。結婚は形だけにすぎない。契約だ。一族に縛りつけておくためだけの。

　変化を避けて生きてきたのに、テヴァの前に現れた魔人はどうしようもない変化を彼女にもたらしてしまった。

　見ているだけで心臓が高鳴る。褒ほめられると顔が赤くなる。星テラとしての能力がほしいと言われると傷つく。

　わかっている。目をそらしていただけだ。

　これがそうなのだと。

　おしこめてきた。

　心臓の奥に。

　変わってはいけないから。

「何も変わらない」

「……え？」

　テヴァは顔を上げた。

「お嬢さん、人は変わらないんだよ。どうなろうと、あなたはあなたのままだ。ただ着る服、他人の見る目が変わるだけにすぎない。そんなのはすべて外側の話だ。内側は変わらない。この奥は」

　そう言う男の仮面の奥の双そう眸ぼうは、なぜかどこか悲しげだった。

「誰にも変えられない」

　その理由を、テヴァはひらめくように理解した。

「……あなたは変わりたいのね」

　すると男が驚いたようなのが、仮面越しにでもわかった。

「変わりたいと願っている。自分の心を動かすものの登場を願っている」

　言いながら、それはそのまま自分のことだ、とテヴァは思った。

　実はきっと、彼女もずっと願っていた。この小さな庭の白い花のように、誰かのためだけにひっそりと咲きながら、いつか外を見たいと思っていた。心の奥底で。誰にも見られないようにした宝箱の底で。叫んでいた。声には出さず。

　羽ばたくための翼が欲しいと。

「……」

　テヴァはすくりと立ち上がる。もう涙は止まっていた。

「ありがとう。きっとあなたにも現れるわ。ところでねぇ、急いでヒルドに戻りたいんだけど、一番近い出口ってどこ？」
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　愛する女性の気配を追ってその扉を開けた魔人は、その向こうが外と繫がった神秘的な空間であることに少し驚いた。庭には大きな白い花が咲いていて、部屋の中央に椅子が置いてある。花はどうやら盛りを過ぎているらしく、花弁は眠るように閉じようとしている。

　椅子に誰か座っていた。戸口からでは顔が見えないが、その体格から男だとわかる。

「ずいぶんと可愛らしいお嬢さんじゃないか」

　こちらをちらりとも見ずに発せられたその声で、ロウは男が誰なのか理解した。

「……陛下」

　クラウシス王。

　現時点で、ロウが最も油断ならないと思っている相手だ。ブラウアー夫人と国王が交流を持っていることは知っていたが、誕生パーティにやってくるほどだとは思わなかった。

　そのことを問う前に、ロウは男の先ほどの発言に関して聞き返した。

「お嬢さんというのは？」

「赤いドレスのお嬢さんだよ。お前の連れだろう？　広間で見たよ」

　テヴァのことだ。王が広間にいたとは気付かなかった。けれど驚くようなことではない。気配だけで、この部屋に入ってきたのが彼だとわかった男なのだ。自らの気配を消してしまうことは造ぞう作さもないに違いない。

「彼女はどこへ？」

　ロウはなんとかテヴァの居場所を探ろうとしたが、どこにも彼女は感じられない。ただここにはその残ざん滓しが残っているだけだ。

「ヒルドに戻ると言って出て行ったよ」

　ヒルドに。なんのためだ。ロウには、彼女に印をつけていた魔人が何かしたとしか思えなかった。

「お前はああいう娘を妻にするのか」

「……」

　ふと、ロウはいぶかしく思った。王の様子がどうもいつもと違う気がする。

　彼は右手に杯を持っていて、それをゆらゆらと揺らしていた。

「くく……そうか。それは楽しみだな」

　そう言いながら、王は立ち上がった。その時ロウは、彼の足元に仮面が落ちているのに気付いた。色は紫だ。王は笑っている。そしてそれは、決して張り付けたような噓の笑顔ではなかった。

「ザイルミアド。本当は、お前の中の得体の知れない奴などに王座をくれてやる気はなかったのだが、気が変わった。あの娘を妻にするなら、王座をやろう」

　ロウは驚いた。

　王子の中の自分の存在を気づかれているとは思わなかったのだ。そして王が心から楽しげに笑っているのを見たのも初めてだった。

「欲しいなら、私の娘もくれてやる。お前が侍女として側に置いている娘だ。ミリアナと言ったか？」

　ロウは眉間に皺しわを寄せる。彼の中のザイルミアドが怒ったように《なんだって？》と言った。王はまるで、ミリアナには興味がないようだった。

「好きにするがいい。ただし、あの黒髪の娘を正せい妃ひにすることが条件だ。あれは変へん革かくの娘だ。すべてを変えるぞ。もしかしたら、兄上以上の人材だ」

　この時ロウは、クラウシス王の本質の一いつ端たんを見た気がした。

　先代のウィンドル王の死を、あるいはこの男の謀ぼう殺さつではないのかと疑ったがそうではない。クラウシスはウィンドル王のもたらした嵐のような治ち世せいを歓迎していた。乱暴なまでの改革を楽しんでいたのだ。

　何も生まない虚きよ無むのような自分とは真逆の兄を愛していた。きっと。

　そして、前に進もうとするテヴァの強い魂に惹ひかれたのだ。

　彼女が何を言ったか知らないが、ロウはため息をつきたくなった。

　なんだってあの娘は、こういう一ひと筋すじ縄なわではいかないような男を呼び寄せてしまうのか。

「……俺に、王座を譲ると？　ザイルミアドではなく？」

　ロウは気を取り直して言った。

「ああ」

「俺が誰だか聞かないのか？」

「興味はない」

「あんたほど、王に向いていない男はいないな」

　ロウは呆れた。国の行く末をわけのわからない男に委ゆだねるなんて、正気の沙さ汰たではない。

「兄上の座っていた椅子でも、私を変えることはできなかった」

　そう言った国王は、すでにいつもの何もない凡ぼん庸ような男に戻っていた。ロウは息を吐く。

「まぁ、いい。最初からそのつもりだったから、手間がはぶけた。安心して見ていろよ。あんたの国を、俺が面白くしてやる」

「条件を忘れるなよ」

　ロウは眉を上げた。

「言っておくが、それは俺にとって必ず来る未来だ」

　すると、王の暴言に対する怒りを抑えたザイルミアドの、呆れたような気配が伝わってきた。

《……嫌われてると思ってるくせに、どうしてそんなに自信たっぷりなの？》

　うるせぇ、と心の中で言い返した魔人であった。
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　夜の風が頰をなぶる。

　久しぶりに駆る馬は素直で扱いやすかった。しかしいかんせんスカートが邪魔で、テヴァは何度か道ばたに脱ぬぎ捨ててやろうかと思った。

　テヴァは、結局あの親切な男の名前を聞けなかった。

　男はテヴァに厩うまやまでの最短距離を丁寧に教えてくれた。この時間なら厩番もいないだろうと言う彼に名を聞くと、仮面を外さないまま笑い、

「仮面舞踏会では名前を聞かないものだよ」

　とはぐらかされた。だからテヴァも名乗らないまま、礼だけ言って屋敷を離れたのだ。

　テヴァは空の欠けている月を目指していた。その下にある街まではもうすぐだ。

　こうして夜の中で馬を駆っていても、あらゆるものが砂漠とは違った。手た綱づなに伝わる振動、夜の空気、音、湿気、温度。

　このまま砂漠へ駆けてしまおうかとふと思う。けれどなんの準備もなしに、山を越えて南へ下ることは不可能だった。一年半前にトアレグへやって来た時だって、ギーの力を借りなくてはのたれ死んでいたかもしれない。

　この星空は故郷で見たものと同じはずなのに、なんて遠いのだろう。

　底冷えするような砂漠の夜が懐なつかしい。

　いつか帰るのだ、とずっと思っていた。

　けれどそれは自分に言い聞かせていたにすぎなかったのだ。

　テヴァは、先ほど決意したことがすでに自らの中で揺るぎないものになっていることを不思議な感かん慨がいと共に感じていた。

　いつもと同じだ。

　悩んでいたことが馬鹿みたいに、答えがぱっと降りてくる。

　自分が行くべき道が眼前に広がる。

　もう街は見えていた。

　二つ目の月。物もの見みの塔とうのてっぺんにある光石が、彼女を導くように輝いていた。

　テヴァは、ハンス＝オールストンに会うつもりだった。

　フローラと、直接話をさせるためだ。あの恋人達は、このままではいけない。自らの前の道が見えた今、テヴァにはそれがよくわかった。

　街に入っても、馬に乗ったまま迷わず駆ける。途中何度か人を踏みそうになって怒ど鳴なりつけられたが無視した。目当ての店の前で馬を止める。

　そこは裏通りの酒場だった。

　昨日きのう、ハンスが倒れた店だ。

　テヴァは馬を下りると近くの馬留どめに繫いだ。ここだといい馬は盗ぬすまれる心配があるので、店先で飲んでいた顔見知りの男を見つけて言う。

「この馬を盗もうとする奴がいたら呼んでくれる？」

「ええ？　あんたもしかしてテヴァちゃんか？　えれぇお嬢様が来たと思ったでやー」

「お願いね」

　彼女はそう念ねんを押すと、酒場に入って行った。

　相あい変かわらずの、酒と煙草たばこの匂においに顔をしかめる。彼女は店の中を見渡したが、目当ての男は見つからなかった。

「ねぇ、ハンスがどこにいるか知らない？」

　近くにいる男に声をかける。

「おいおいあんたみたいなお嬢様が来るところじゃないぜ、ここは」

　にやつきながらそう言われ、テヴァは眉を上げた。スカートを持ち上げて、男の座っていた椅子を蹴り払う。

　ギーに学んだ技だ。座っている人間がどこに体重をかけているか見み極きわめられれば案あん外がい簡かん単たんにできるのだ。

　ガタン！

「いてぇ！」

　床に尻しり餅もちをついた男の怒りに火がつく前に、彼女は怒鳴りつけた。

「いいから言いなさい！　ハンス＝オールストンはどこ！」

　彼女の怒ど号ごうは店内に響ひびき、場が静寂に包まれた。視線が集中する。臆おくしてはならない。テヴァは意識して背筋を伸ばした。

「ハンスならダガンの賭と博ばく場じようにいたぜ」

　答えたのは、店のカウンターの前で飲んでいた男だった。

「賭博場？」

　テヴァは眉をひそめる。

「ああ。ジギ通りわかるか？　その角の建物の二階だ」

「ありがとう」

　彼女は言うと、微笑んだ。そして踵を返して店を出る。ジギ通りなら、すぐそこだ。走った方が速い。

「ねぇ、悪いけど、この馬を『沈没船』に連れて行ってギーに預けてくれる？　その代わりそこで好きなだけ飲んでいいから」

　テヴァは先ほど見張りを頼たのんだ男に言った。

「本当か！」

　男は飛び上がって喜ぶ。この男が、馬を盗んでしまう心配はないだろう。こういう善良な酒飲みは、いい馬を盗んで売って金を得るよりも、タダ酒にありつく方を選ぶものだ。

「ああ、もちろんおいらに任せとけや」

「ありがとう」

　テヴァは今度は走るためにスカートを持ち上げた。

　ああ、ドレスというものの、動きにくいこと！　すでに裾は泥どろまみれだし、汗あせで背中が気持ち悪い。けれどそれでも、彼女は駆けた。

　自分は星テラだ。

　だから導かなければ。

　迷っている人を、正しい方へ。

　その想いだけが、彼女の足を動かした。

　酒場の男に教えられたジギ通りに出る。角の建物の二階。あたりをつけたその建物から、男が一人蹴り出された。その後ろから、大きな体格をした男が出てくる。

「ちっ文もん無なしが！　こっちへ来い！」

「ちょっと待って！」

　蹴り出された男がハンスだと気付いたテヴァは、慌ててその首根っこを摑つかんだ大男を止めた。ハンスはすでに中でずいぶんと殴なぐられたらしく、顔中が赤黒く腫はれて流血している。彼だとわかったのは、夕方会った時と同じ服装だったからだ。

「ああ？　なんだあんた」

「その人、私が引き取ります」

「あんたこいつの知り合いか？　そうは見えねぇけどなあ」

　男は面めん倒どうくさそうに言いながらテヴァの格好をじろじろと見た。

「それならあんたにこいつの負け金払ってもらうかな。この野や郎ろう、金もねぇのに店にきやがってよ。こっちも困ってたんだ。あんたならそうだな……二ふた月つきもあれば返せると思うぜ。ああもちろん、その身につけてるのを全部売っぱらった後にな」

　男がテヴァに何をさせようとしているのか、彼女は聞く気にもならなかった。

「ハンス、フローラさんは今夜故郷に帰るそうよ」

　テヴァは大男に抵抗するそぶりさえ見せないハンスに言った。テヴァだと気付いているはずなのに、こちらを見ようともしない。

「本当にこのままでいいの!?」

「……」

　ハンスがもごもごと口を動かしたので、「何？　なんて言ったの？」と彼女は聞き返した。

「フローラは……親父おやじに金をもらったんだ」

「お金を？」

　思いも寄らない言葉にテヴァは眉び宇うを寄せる。

　親父というのはつまり、昨日テヴァのところに来た依頼人だ。息子を冷たく見放した男。

「ああ……あの後家に帰って親父に聞いたんだ。別れさせるために、フローラに金を渡したってな……」

「まさか」

　ありえない、と彼女は思った。ハンスの父親はいかにもそういうことをしそうな男だったが、フローラがそんな金を受け取るはずがない。自らの強い意志に従っているようだった彼女が。

「でも、フローラさん、お金はないけど故郷で頑がん張ばるって言ってたわよ。別れろと言われたのは本当だとしても、彼女はお金を受け取らなかったんじゃないの？」

　それはいかにもありそうなことだとテヴァは思った。

　フローラは身を引いたのだ。資産家の息子むすこと自分とでは釣つり合わないとでも思ったのかもしれない。

「じゃあなんで彼女は俺と別れたいなんて言ったんだ！」

　ハンスが顔を上げて怒鳴った。テヴァはかっとした。すたすたと男に歩み寄り、すでにいろいろなところに痣あざを作っている男の顔を、さらに殴り飛ばした。ハンスの首根っこを摑んでいた大男が驚いた様子で手を離したので、彼は地面に転がった。

「あなたの……あなたのためを思ったに決まってるじゃない！」

　なぜそんな簡単なことがわからないのか、テヴァには理解出来なかった。

『ハンスは大丈夫。弱い人じゃないわ。そのうち立ち直るはず。彼にはやるべきことがあるのだもの。彼にとっては、これが一番いいことなのよ』

　そう言った彼女の信頼を、目の前の男は裏切っているとしか思えなかった。彼女が金を受け取ったと思い込み、ここまで身を持ち崩くずして。

　なんて馬鹿なのか。

　なぜこんな男のためにフローラは、国内最大の研究所で働くという栄誉を捨てて故郷に戻らなければならないのだろう。

　そう自問しながらも、彼女は答えを知っていた。

　それが、恋だからだ。

　理り不ふ尽じんで、非合理的な。けれどどうしようもなくこの心をしめつける。

「この馬鹿が賭かけに負けたって言ったわね！」

　テヴァはその勢いのまま大男を睨みつけた。

「お、おお」

　大男は彼女に気け圧おされたように答える。

「その借金、私が肩代わりするわ。その代わり馬鹿は今すぐ解放して」

「な……なんで、あんたが」

「今すぐフローラを追いかけなさい！　尻を蹴飛ばすわよ！」

　テヴァがさらに怒鳴りつけると、ようやくハンスの目に理性の光が灯ともったような気がした。

「走りながらでいいから、考えて。彼女が身を引いた理由を」

「……」

「あ、おい！」

　足をもつれさせながらも駆け出したハンス＝オールストンの背後に、テヴァが立ちはだかる。大男は呆れたようにして彼女を見た。

「あんた、馬鹿じゃねぇのか？　あんな男の借金肩代わりするなんてよ」

「失礼ね。私は馬鹿じゃないわ」

　ただ、目をそらすのをやめただけだ。向き合うと決めた。

「あの男がいくら負けたか知らないけど、全部取り返してやるわ。賭博場に連れて行きなさい」

　何も怖くない。迷いはなく、すべてが明るい。

　こんな気持ちのいい夜はないと、テヴァ＝レイは思って笑った。
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「信じられねぇ……」

「何者だあの娘……」

「た、頼むから帰ってくれ！　もう二度と来るな！」

　テヴァは結局追い出されるようにして賭博場から出てきた。その手には、来る時にはなかった布袋を持っていて、中にはたっぷりと金が入っている。

「このドレスの弁べん償しようをしてもお釣りがきそうだわ」

　彼女は自らの成果に満足した。

　ハンスは無事フローラに会えただろうか。二人は決して頭が悪いわけではない。きちんと話し合えば納得できる道を見つけることができるだろう。

「さて……、屋敷に戻るか、家に帰るか……」

　今頃は、ザイル達もテヴァがいないことに気づいているはずだ。けれど大騒ぎにはなっていないだろう。千一花フイミラムを見せてくれた男はブラウアー夫人とやらの知人のようだったから、騒ぎになるようならテヴァの行方について証言してくれるはずだ。それにザイルはテヴァの気配を辿たどることだってできる。

　彼女はとりあえず、食堂『沈没船』に戻ることにした。

　向き合うと決めたものの、まだ彼に会うには心の準備が必要だ。

　テヴァは近道を行くため横道に入ろうとしたが、なんだか嫌な予感がしてやめた。元の広い裏通りを歩きながら、今度は大きなため息をつく。

「さすが、勘かんがいいね」

　背後から話しかけられても、彼女は驚かなかった。

　足を止めて振り向くとそこには夜に溶けるような服を着たカイエン＝ジンデルが立っていた。

「待ち伏せをしていて目の前で回れ右されたのは初めてだよ」

　男は顔を隠してさえおらず、にこにこと女性を虜とりこにする笑顔を浮かべてテヴァを見ている。

「こんなに早く会うとは思わなかったわ」

「実は私もなんだ」

　とカイエンはうそぶく。

「あなたに道案内を頼みたい」

「いやだと言ったら？」

「本意ではないが、力ずくでも」

　カイエンの背後に半月前も見た黒服の筋肉質な男を見つけて、気持ちのいい夜が台無しだ、とがっかりしたテヴァであった。
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『〝目に見えず、触ふれ得えない者〟はどこにでもおる』

　テヴァが星テラだとわかってから、長ちよう老ろう達は星テラとして覚えておかなければいけないことを何度も彼女に説いた。

『ああ、そうじゃ。ジンは砂さ漠ばくにしか存在しない。砂漠のジンじゃからのう。しかしそれは所しよ詮せん、我ら人間が定義したものにすぎない。彼らの同どう属ぞくは世界のいたるところに在ある。そして彼らの世界と色濃く繫つながっている場所は、数えるほどしかない……』

　当時テヴァには長老達の言葉の意味をよく理解出来なかったが、今はなんとなくわかる気がした。

　もし本当に、世界に〝目に見えず、触れ得ない者〟と色濃く繫がっている場所があるというなら、ここがそうなのだろう。

　天てん井じようはランタンの光が届かないほど高い。道を形作っている岩は不ふ思し議ぎな丸みを帯おびていて、ところどころに大小様さま々ざまな池があった。ほんの足首ほどの深さのものもあるが、中には覗のぞき込んでも暗くら闇やみに自分の顔が映るだけの深い池もある。

　この地下道が人工物だと言われても信じられないが、自然と出来たものだとしても驚きよう異い的てきだ。テヴァはこの空間こそ、かつて長老達が言っていた場所ではないかと思った。

〝目に見えず、触れ得ない者〟達と色濃く繫がる場所……。

　しかし彼らが、救世主のように今のテヴァを救ってくれるとは考え難がたかった。砂漠のジンに愛される星テラといえども、この場所でのテヴァは不ふ埒らちな侵しん入にゆう者しやに違いなかったからだ。

　テヴァ＝レイは歯がみした。

　道案内を頼たのみたいと言われた時は、てっきりヒルドの街中でのことだと思ったのに、まさか相乗りさせられた馬が街を出て裏手の森までやってくるとは思わなかった。

　それは、半月前にテヴァが馬車で連れ去られようとしたのと同じ森の西せい端たんにあたる。

　カイエンと髪を後ろに撫なで付けた筋肉質な男はそこでテヴァにはわからない目印を辿たどり、奇き妙みような岩場の裂さけ目を見つけ出した。驚おどろいたことに裂け目の中は天然の洞どう窟くつのようになっていて、テヴァは一度も踏ふみ入れたことのないその地下道で、星テラとしての直感だけを頼りに道案内をさせられているというわけだ。

「わざと道を間違えようとなんてしない方がいい。正しくない道には毒ガスが出ているところなんかがあって、命の保証が出来ないからね」

「……そんなことしないわよ」

　今まさに、次の分かれ道は直感に逆さからって行こうと思っていたテヴァは、男の忠告に肝きもを冷やした。命の保証が出来ないですって？　冗じよう談だんじゃない。

　彼女は二人の男を先せん導どうして歩いていたが、周囲を明るくするのは男達が持っているランタンだけで、自分は何も持たされていない。彼らを置いて駆かけ出したとしても、すぐ暗闇の中恐怖で立ちすくんでしまうのは明らかだった。

「どこに行くつもりなの？」

「どこだと思う？」

　ちらりと背後を見ると、カイエンがにこにこと笑っている。テヴァはかろうじて、悪あく態たいをつくのを我が慢まんした。

　カイエンと少し距離を置いて歩いてくる筋肉質の男は、先ほどからずっとぶつぶつと何やら呟つぶやいている。半月前は無口な男だと思っていたのだが、実はずっとこうして独り言を呟いていたのかもしれない。

　はっきり言って、気味が悪い。

　テヴァは前を向いた。

「あなたがいてくれて本当に助かったよ。いろいろと調べたけど、どの文ぶん献けんにもこの地下道の地図は載のってなかったからね」

「まさか、今日研究所で調べていたのはそのことなの？」

「まぁね」

　彼女の問いに、カイエンはあっさりと答えた。声が反はん響きようしていつもとは違うように聞こえる。外に比べて驚くほど涼しいが、額ひたいに汗あせが浮かんでいた。テヴァはこういう閉鎖的な空間が苦手なのだ。天井が高いので、まだ発はつ狂きようせずにすんでいる。沈ちん黙もくを続けるよりも、こうして話している方が気分が紛まぎれるのは確かだった。

「あそこはね、最後の希望だった。結局無む駄だだったけど。……いや、あなたに会えたんだから無駄じゃなかったかな。ここは昔、万一の際さいに王族が逃げ出すための隠かくし通路としても使われていたみたいだから、城の外に地図がないのは当然かもしれないね」

「やっぱり、この道は城の方に通じているのね」

　テヴァは自分が歩いている方角を正しく認識していた。

　この道は、城の裏手に向かっている。となれば、背後の男の目的は明らかだった。

　男がその口で言ったではないか。

　自分は魔ま人じんの身体からだを探しているのだと。

「大丈夫。あなたに迷めい惑わくはかけないよ」

「こうしているだけで十分迷惑だわ。協力はしないと言ったはずよ」

「うん。本当はね、私ももう少し時間をかけるつもりだったんだけど……依い頼らい人にんが少しせっかちでね」

　カイエンがわざとらしく息を吐はくと、そのさらに後ろを歩く男が独り言をやめて言った。

「お前があんまりもたもたしてるからだろうがよ」

　そのしゃがれた声に、テヴァは驚いて足を止める。

「え？　待って。依頼人って……」

　振り向くと、男がこちらを睨にらんでいる。

　用よう心じん棒ぼうじゃないのか？　男の体格のよさは、いかにも腕うでっ節ぷしの強さを売りにしている傭よう兵へいくずれに見えたのだが。

「まさか、あなたが魔人の身体を探してるっていう依頼人なの？」

「あれ？　言ってなかったかい？」

　男の代わりに、カイエンが首を傾かしげる。テヴァはそれを一いつ蹴しゆうした。

「あなたは黙だまってて」

「うるせぇ女だな。そのケツ蹴け飛とばされたくなきゃ黙って前見て歩け」

　男の発した言葉のあまりの乱暴さに、彼女は面めん食くらった。

　なんだって？

　しかしそんな彼女の驚きは意に介かいさず、男は苛いら立だたしげにその場で足を踏み鳴らす。

「ちっ。クソ。まどろっこしい。こんな地下道吹っ飛ばしてやりゃいいんだ。そうだ。まっすぐ城に向かって大穴を開ければいい」

「言っておきますけど、そんなことをすれば岩がん盤ばんが崩くずれてきて道はなくなり私達も無事ではすみませんよ」
















　カイエンが首を振った。

「何度も言ったじゃありませんか」

「うるせぇ、ジンデル。クソ。いらつく！　ちんたら歩いてんじゃねぇぞ女ぁ！　さっさと奥まで案内しろ！」

　筋肉男は怒ど号ごうを上げた。

　けれどテヴァがびくりと肩を震ふるわせたのは、それに怯おびえたからではなかった。

　ぞぞ、と背筋を寒さむ気けが走る。テヴァは背後を振り向いた。岩に囲まれた道の先に目を凝こらす。しかし暗闇の中には何も見えなかった。

「どうしたんだい？」

　カイエンが気き遣づかわしげに聞いた。

「……今、何かいるような気がしたんだけど……」

　気のせいだろうか。いや、そんなはずはない。

　テヴァは後ずさった。嫌いやな気け配はいが近づいてくる。

　やがてそれは、聴覚を通して彼らに存在を伝えてきた。

　ずず……ずず……という岩の上を引きずるような音が低く聞こえる。やはり人が踏み入れてはいけない場所だったのだ、とテヴァは心の中で思った。逃げろ！　と直感が叫んでいる。

「逃げた方がいいみたいよ」

　彼女はそのまま男達に伝えた。

　砂漠でも、危険な生き物はたくさんいる。そういう生物に遭そう遇ぐうしそうな時、彼女はいち早く一族の者達に伝え、危険を回避した。

　しかしこの時一緒にいた男達は、星テラの言葉にすぐ従したがおうとはしなかった。

「なんだろう……すごく大きい何かみたいだな」

　カイエンはテヴァを背後に庇かばうようにしながらも、一歩足を前に踏み出した。

「逃げた方がいいってば」

　テヴァは商人の袖そでを引く。嫌な感じはどんどん近づいてきている。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　しかしカイエンはあっけらかんとした様よう子すで言った。テヴァには、どうして彼がこんなにも平然としているのか理解できなかった。鋭するどい直感を持っていなかったとしても、このずり……ずり……という音だけで、何か得体の知れない巨大なものが近づいてきているのはわかるだろうに！

「大丈夫じゃないわよ！　私はこんなところで死ぬのはごめんよ！」

　彼女は小声で叫んだ。

　しかし商人はもう一度「大丈夫だよ」とテヴァを宥なだめると、今度は依頼人だという男の顔を見て言った。

「お願いしますよ」

　男は小声でぶつくさと文句のようなものを言った。しかしテヴァはもうそれどころではなかった。

　ずり……

　地下道全体を震わせるような音と共にランタンの光の中に現れたのは、爛らん々らんと光る大きな眼めだった。その眼だけで、テヴァの手のひらと同じくらいの大きさがある。てらてらとした白い鱗うろこがランタンの光で一層白く浮き上がっていて、口からは毒々しいほど赤い二ふた股またの舌したがちらちらと覗いていた。

　蛇へびだ。

　と理解するのに時間がかかった。

　それもこの地下道を塞ふさいでしまうほど巨大な蛇である。

　おそらくあの口なら、人ひとりを丸まる吞のみするくらい簡かん単たんだろう。彼女は頭の中で、他の二人の男を置いて自分だけ逃げ出すことを考えたが、到とう底てい実行に移せるとは思えなかった。背を向けただけで、あの蛇の舌が伸びてきて捕つかまってしまいそうな気がする。

　砂漠で蛇に遭遇した時は、地面を這はっている時に頭を押さえつけるか、飛びかかってきたなら身につけている衣服で振り払えばいいのだが、あの大きさでは無理だ。

　ではどうすればいい。彼女は思考した。

　こういう時は考えるのをやめてはいけない。その時点で、絶望が全身を覆おおって野生動物に攻撃の隙すきを与えてしまう。考えるのだ。何か、この場から脱だつする方法を。どうすればいい？

　テヴァが焦しよう燥そうと共に唇くちびるを嚙かんだ時、すぐ横をすっと誰だれかが通り過ぎた。その黒い背中はカイエンの依頼人である口の悪い筋肉男だ。

「危ないわ」

　テヴァは思わず言った。男はランタンを持ったまま、躊躇ためらいなく巨大蛇に歩み寄っていく。蛇の視線が男の上に落ちた。そこで男はぴたりと歩みを止める。

「危ない！　こっちへ戻って！」

「ああ、うるせぇ女だなぁ」

　テヴァは、男が恐怖で正気を失ってしまったのではないかと思った。連れ戻そうと身体を乗り出したところを、カイエンに止められる。

「あなたの方が危ないよ。私から離れないで。彼は大丈夫だから」

　この期ごに及んで何を言っているのだ。大丈夫なはずがない。蛇がくっとその首を縮ちぢめた。獲物に狙ねらいを定めたのだ。

「逃げて！」

　テヴァが叫んだのと同時に、バネ仕掛けのように蛇の身体が伸びてぞっとするほど大きな口を開けた。

　食べられる！

　テヴァは見ていられずに目を瞑つむった。

　しかし予想していたような男の悲ひ鳴めいは聞こえてこず、代わりに無音の衝しよう撃げき波はが彼女を襲おそった。

「きゃっ」

　転がりそうになったのを、カイエンに助けられる。目を開ける前に、ドドン……と巨大なものが地面に落ちたような音と振動が響ひびいてきた。

　何が起きたのだろう。

　彼女は瞼まぶたを開けるのを躊ちゆう躇ちよした。だって、何かとんでもないことが起きている気がする。しかしいつまでも目を瞑ったままでいられないのも確かだ。テヴァはおそるおそる目を開けた。

　そして、信じられない思いで呟く。

「……噓うそでしょ」

　蛇は、頭部を失っていた。

　まるで見えない巨大生物に食べられたかのようにその断面をこちらにさらしていて、しかし切り口は焼け焦こげているように真っ黒で血の一滴も流れていなかった。先ほどのドドンという音は、もたげていた蛇の鎌かま首くびが地面に落ちた音のようだ。

　筋肉男は先ほどと同じ場所に立っていて、はらりと落ちてきた前髪を無む造ぞう作さに後ろに撫でつけ舌打ちをした。

「……ちっ。やっぱ制御しながらだとうまくいかねぇな、クソ」

「……」

　テヴァは完全に混乱していた。

　今、いったい何が起きたのだろう。あの男は何をやった？

「地下道を崩さなかっただけで重ちよう畳じようですよ」

　言ったのはカイエンだった。商人は呆ぼう然ぜんとしているテヴァを見て続けた。

「紹介が遅れたね。彼が私の依頼人だ。名前はグンニル。……魔人グンニルだよ」
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　クラウシス王と話した後広間に戻ったロウは、ジャルヴとミリアナを捕まえて自分は城に戻ると伝えた。当然ながら後をついてこようとした騎き士しを、カエルに変化させたミリアナで黙らせたのは、自分の正体を知らないジャルヴについてこられると色々と面倒だと判断したからだ。

　いずれ、ジャルヴには魔人ロウのことを話さなくてはならないだろう。けれどそれはまだ、今ではなかった。

「お前もここで待ってていいんだぞ」

　カエルになってロウの懐ふところに潜り込んだミリアナにそう言ったが、頑として出てくる様子のない彼女を引っ張り出すことを、彼は早々に諦めた。

　乗ってきた馬車から馬を外はずして騎き乗じようする。そして往路よりもずっと短い時間で城へ帰り着くと、馬を下りて駆け寄ってきた騎士に渡した。

「誰もついてくるな」

　短く命じて場内に入った。

　短く命じて城内に入る。するとカエルがぴょんぴょんと跳とんで柱の陰に隠れたので、彼は持っていた外がい套とうをそちらに放ってやった。外套を羽は織おってミリアナが柱の陰から出てきた時には、ロウはすでに廊ろう下かの先まで歩いて行っていた。彼女は慌あわてて、その後ろを追いかける。

「ねぇ、どうしてテヴァが城に戻っていると思ったの？」

　ミリアナは聞いたが、ロウはそれを無視した。

「ミィ。お前は部屋に戻ってろ」

「ねぇ、テヴァはどこにいるの？」

　ロウは苛々した。

《彼女は納なつ得とくするまで君から離れないよ》

　ザイルミアド王子が言う。

（お前の女だろ。お前がどうにかしろ）

《忘れたの？　今僕達は喧けん嘩か中なんだ》

（はっ。お前らのなんか喧嘩の範はん疇ちゆうにも入らないね。ザイルミアド。わかってるだろう。ミィの安全は保証出来ない）

《……》

　王子が沈黙した。

「『ミリアナ』」

　ロウは……いや、ザイルミアドは、立ち止まった。同時にミリアナもぴたりと足を止める。鋭い彼女は、喋しやべっているのが自分の恋人だとすぐに勘かんづいたようだった。

「ザイル」

　そう、名前を呼ぶ。

「『ロウはここから先、君の命を保証出来ないそうだ。お願いだから、部屋で待っていてくれないか』」

「でも、テヴァが心配なの」

「『君の友達のことは、ロウが必ず護まもる』」

「ザイル。私、結婚なんてしないわ」

「『ミリアナ。その話は今度にしよう』」

「あなたがなんて言おうと、あなたの側そばにいる。……これだけは、譲ゆずれないの」

　ロウは息を吐いた。

「もうわかった。ザイルミアドは引っ込んでろ。ミィ。ついてきてもいいが、カエルになって隠れてろ。いいな？」

　ミリアナは少しだけ残ざん念ねんそうな顔をしたがすぐに笑顔を作って「もちろんよ」と頷うなずいた。

　再び歩き出したロウの後ろを追いかける。

「まったく、お前ら二人はややこしい」

　彼は悪態をついた。

「まぁ、ずいぶんな言い方ね。ややこしくしているのはあなたなのよ、ロウ」

　ミリアナが答える。

「いいや、違うね。これはお前ら二人の問題だ。……原因の四割、いや、三割は俺おれにあるかもしれないが」

「どうして？」

「諦あきらめることで得られるものなんて一つもない」

《……》

　ロウには、この二人の間の根こん本ぽん的てきな問題がよくわかっていた。

　ザイルミアドもミリアナも、互たがいに自分達が結ばれる運命にはないのだと思い込んでいるのだ。それはザイルミアドの身体のことや、ミリアナの素す性じようのことが原因だろう。彼らは互いに疑うたがいようのない好意を抱いだいているのに、自分が相手の一番となることを諦めている。

　それが間違いなのだ。

　恋に、妥だ協きようを挟はさむべきではない。

　それは彼自身が恋に落ちる前から、知っていたことだった。

　たとえ間にどんな障しよう害がいがあろうとも、打ち破やぶろうとするだけの気き概がいが必要だ。相手の好意を感じられるならなおさら、最も望む未来を諦めてはいけないのだ。

　手を伸ばす。

　求め続ける。

　そうして彼は、テヴァに出会った。

　だから今度は彼女との幸福な未来を手に入れる。

　その邪じや魔まをする者は、どんな相手であれぶちのめされてしかるべきだった。
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「あいつは最低な男なんだ」

　魔人グンニルの絶たえ間まない愚ぐ痴ちに、テヴァはいささかうんざりしていた。

「自分はなんの興きよう味みもありませんよ、という顔で他人の努力を踏み潰つぶす。オレが、いったいどれだけの時間をかけてそこの国王の信頼を得たと思う？　もう少しで国の宝とやらをぶっ壊こわして人間どもの絶望の顔をおがめたっていうのに、それをあいつはあっさりオレの正体ばらしてめちゃくちゃにしやがった。マジで、あいつだけは許ゆるせねぇ。オレより弱ぇくせにオレを見下しやがって。次に会ったら殺すって決めてたんだ。粉こな々ごなにすり潰して挽ひき肉にくにしてやるってな」

　グンニルが巨大蛇を退たい治じしてから十数分が経過している。それまで独り言を呟くだけだった筋肉質な魔人はおもむろに魔人ロウについて語りだし、それからずっとロウに対する恨みを喋り続けている。

　途中まで気を使って相づちを打っていたテヴァではあったが、今はもう無視して道の先を行くことに専せん念ねんしている。彼らを目的の場所まで連れて行けばこの悪態の嵐あらしから逃のがれられるのだと思えば、足も速まるというものだった。

　ちらりと見れば、もうすでに慣なれてしまっているのかカイエンは平然としている。耳みみ栓せんでもしているのではないだろうかとテヴァは疑った。

「オレはさ、別に鬼き畜ちくでもなんでもないわけよ。人間だって気に入らない奴やつじゃなきゃ殺さねぇよ。それをちょっと集落一個潰したからって非ひ難なんしてくるってアイツ、マジ何なに様さまのつもり？　あー思い出しただけで腹立ってきた！　なぁ、あんた。アイツと一緒にいて腹立たないわけ？　カッチーン！　とくることあんだろ？　殺したいとか思わねぇ？　上じよう腕わん二に頭とう筋きんに血流止められて死ね！　とか思わねぇ？」

　思いません、とテヴァは心の中で答えた。というか上腕二頭筋ってどこ？　腕の筋肉？

　彼女はロウ以外の魔人に初めて会ったが、グンニルが話せば話すほど、ロウは特別なのかもしれないと思えてきた。

「あいつ、おかしいぜ。何が楽しくて今まで生きてきたのか理解出来ねぇ。壊さず、殺さず、ただふらっふらと人間の中を行ったりきたり。変へん態たいだな変態」

　確かにテヴァは、これまでロウが人を殺すところを見たことはなかった。何度かそれを匂におわせるような発言はあったが、少なくともテヴァの目の前では実行はしていない。

　彼女は人間の倫りん理り観かんと照らし合わせてそれを特別なことだとは思っていなかったが、人ではなく魔人として生きてきたはずのロウが、人間の倫理を尊そん重ちようしているのは確かに異質とでも言うべきことなのかもしれなかった。

「しかもゴキブリ並みの生命力だ。何回死にかけても死なねぇ。嫌になるぜ。腹に大穴まで開けてやったのによ。今度こそオレが引いん導どうを渡してやる」

　やはり。

　とテヴァは思った。やはり、この男が二年前、ロウを殺しかけた魔人なのだ。

　山を抉えぐるほどの力を持った魔人。

「……どうして、ロウが生きてると思ってるんですか？　彼はあなたが殺したんでしょう？」

　今となっては、自分がロウと知り合いであることを隠す必要性は見当たらなかった。それどころか、グンニルはテヴァとロウが知人であるという前ぜん提ていで話をしているようだ。

「それに、どうしてカイエンと手を組んでるんですか？　あなたなら、力ずくでロウの身体を奪うばうことくらい出来るんじゃないですか？」

　足を止めて、魔人を振り向く。

　グンニルは一度品定めでもするように眉まゆを上げたが、すぐに口の端はしを上げてニィと笑った。

　その笑みは知っている。

　他人を見下し、馬ば鹿かにしている顔だ。絶対的な弱者を前に強者が浮かべる顔。実際、グンニルは、その指先一つでテヴァを殺すことができるのだろう。彼女は一いつ瞬しゆん、先ほどの蛇のように頭を失った自分を想像した。

「……オレはあいつのゴキブリ並みの生命力を知ってたからな。死体を見るまでは安心出来なかった。怪け我がを負った時の魔力ってのは滴したたり落ちる血けつ痕こんみてぇに跡あとが残るんだ。あいつはその跡をうまく隠していたがな……オレの目はごまかせねぇ。オレは諦めが悪いんだ。ずっと探り続けて、一ひと月つきくれぇ前かな、やっと死体の場所をつきとめた。もちろんオレは、あいつの身体を粉々の挽肉にしようとしたさ。念のためな。だがあの野郎、生なま意い気きにも魔人の侵入を防ぐ結けつ界かいを張ってやがった」

　そう言って、グンニルはカイエンを示すように顎あごを動かした。

「だから人間と手を組んだんだ。ジンデルのことは前から知ってた。人間にしては使える野や郎ろうだ」

「恐きよう縮しゆくです」

　カイエン＝ジンデルは慇いん懃ぎんに答える。

「だが、あいつが生きてるって確信したのはついこの間だ。あんな大々的に痕こん跡せき残されちゃあ誰だってわかるぜ。馬鹿やったもんだ」

「痕跡？」

　テヴァは眉を寄せた。グンニルは得意げに続ける。

「赤い月に魔力を繫げただろう？」

　赤い月。

　彼女にはなんのことかすぐにわかった。半月前の月げつ蝕しよくだ。

　ロウは、攫さらわれたテヴァを捜すためにその異い能のうを使ったのだ。空に浮かぶ赤い月を通して彼女を捜した。血のような赤い月は、彼の力の媒ばい介かいとなりうるものだった。

「あいつは、あんたを捜してた」

　グンニルが、テヴァを指差す。その指先から何か悪いものが発せられているようで、彼女は寒気を感じた。

「だから、ジンデルがここの道案内をあんたにさせようと言う前から、オレはあんたを利用するつもりだった。そのために印もつけたしな」

「印？」

　なんのことだ。

「目印みたいなもんだ。今日食堂に戻ってくるあんたを待ってつけた」

　グンニルがテヴァの肩あたりを指差したので、彼女ははっとした。研究所から戻ってきた時、テヴァにぶつかってきた男がいた。彼女がハンスとフローラのことで考え込んでいた時だ。もしかして、あれが？

「……グンニルさん」

　その時初めて、カイエンが眉び宇うをひそめて魔人の名を呼んだ。

「ちょっと待ってください。彼女は、道案内を終えたら無事に帰すのでは？」

「はっ。ジンデル。馬鹿言うな。ロヴィタ＝ロウ＝ビエタの女だぞ。傑けつ作さくだ。あの何にも捕らわれなかった男が、こんな小娘に執しゆう着ちやくするなんて」

「……」

「この女がどうなろうと、別にお前に不ふ都つ合ごうはないだろう？　商人ジンデル」

　グンニルが、ちらりとカイエンを見る。商人が一呼吸の間の沈黙の後、

「そうですね」

　と答えてもテヴァはがっかりしなかった。最初から、カイエンに期待などしていない。

「私を、どうするつもりなの？」

　テヴァは注意深く問うた。

　グンニルは肩をすくめる。

「さぁ、どうするかな。あんたの生なま爪づめを剝はいであいつに送りつけても、目の前で焼き殺してもいい。まぁそれより先に、あいつの身体を手に入れることが先決だ」

「それを聞いて、私が道案内を続けるはずがないでしょう？　どちらにせよ殺されるのならせめてあなたの思い通りにはならないわ」

　テヴァはもう、これより先には進まないと決めていた。

　ただの人間である商人カイエン＝ジンデルをロウの身体のところへ案内したからといって、ロウがそれに対処できないはずはないと思っていたが、相手が彼に恨みを持つ魔人であるなら話は別だ。

「そいつぁ賢けん明めいな判断じゃねぇな。オレの機き嫌げんを損そこねれば、あんたは今すぐここで死んでもおかしくない」

「自分より弱い人間をいじめて楽しいの？」

　そう聞いてから、彼女はそれがあまりに愚おろかな質問だったのだと悟さとった。

　グンニルは心からの笑みを浮かべる。

「ああ、楽しいね」

　狂くるってる。と彼女は思った。けれどこれが、魔人なのだ。

　そう。

　これが本来の魔人だ。

　人ではない異能を持つ者。

　超ちよう越えつ者しや。自分以外の者を、虫けらのようにしか思っていない。決して寄り添えない。

　ああ、だから。

　ロウは。

　彼は、特別なのだ。

「最低ね」

　テヴァは吐き捨てる。

「よし、わかった。ロウにはあんたの死体を送りつけることにしよう」

　グンニルが右手を上げた。

　その指は、今にも目の前にあるものを抉り取ろうとするようにかぎ爪の形になっている。

　首のない蛇。その映像を、テヴァは頭の奥に押しやり、ちらりと足元を確認した。

　魔人は片方の目を細める。

「生意気な女」

　それが合あい図ずだった。

　男の手の中に、黒い何かが生まれる。すぐにそれがよくないものだとわかった。目にしただけで背筋が凍こおる。すべてが吸い込まれそうな深しん淵えんを内ない包ほうしたそれは一瞬の間に大きくなり、テヴァを飲み込もうとした。彼女は目を瞑らなかったが、視界は黒に塗ぬり潰された。

「テヴァさん！」

　商人の声が耳に届く前に、テヴァは身体を横に投げ出していた。

　その時だけ時間が凝ぎよう縮しゆくされ、テヴァは魔人から放たれた黒い塊かたまりが、先ほどまで彼女がいた場所の背後にあった岩いわ壁かべを飲み込むのを見た。それは一瞬で収縮し、塊が消えた後には大穴の開いた岩壁が残る。

　穴の向こうに、岩で囲まれた広大な空間を見つけた。そして中央に置かれた石の台座も。男が横たわっている。見覚えのある横顔。

　魔人ロヴィタ＝ロウ＝ビエタは、ただ眠っているように見えた。

　テヴァは胸の奥に言いようのない感情がせり上がってくるのを感じたが、それで胸が一いつ杯ぱいになる前にバシャン！　という水音がして、全身が氷のような暗闇に包まれた。
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　あのしつこい筋肉魔人グンニルなら、ロウの死を確実にするため死体を捜さがし出して挽肉にしようと考えるかもしれない。そう思ったから、彼は魔人の干かん渉しようを防ぐ結界を作ったのだ。

　怪我によって漏もれ出た魔力の道筋は注意深く隠したが、グンニルの執しゆう念ねん深さをもってすれば、長くは隠しておけないはず。彼はまず、地下に降りるための階段に結界を施ほどこした。そして自分の身体を安置した台座の周囲にもだ。

　最悪なのは、グンニルが城ごとこの地下を倒壊させてしまおうと思いついた場合だった。その時の被害は計り知れない。だから結界を作ってやるのは、そのための保険でもあった。

　グンニルは馬鹿なので、わかりやすい障害があればそれを突とつ破ぱしないと目的地にはたどり着けないと思い込むだろう。発想の転換が出来ないのだ。柔じゆう軟なんさがない。

　その結界によって、ある一定以上の魔力を持つ者は身体に触れることはおろか地下に降りていくことさえ出来なくなった。だが逆に言えば、普通の人間になら、彼の身体を盗ぬすむことは赤あか子ごの手を捻ひねるよりも容よう易いだ。

　城の地下に降りたロウは、空の台座を見てため息をついた。

　ロウが台座の周りに施した結界はまだ生きている。つまり、無理矢理破られたわけではない。

　それが意味するところは簡単だった。グンニルには協力者がいるのだ。人間の。

　自分以外の存在を見下しているグンニルが人間の手を借りる可能性は限りなく低いと判はん断だんしたのだが、どうやら自分はあまりにあの筋肉馬鹿を侮あなどっていたらしい。

「くくく……嬉うれしいぜ、ロウ」

　笑い声は、彼の背後から聞こえてきた。ロウは驚かなかった。自分ではない魔人の存在は感じていたからだ。普ふ段だんであるならロウは、グンニルがこのようにちょっかいを出してきても無視するのだが、今回はそうもいかない。

　彼はうんざりしながらも振り向いた。

「俺は嬉しくない。いい加か減げんにしてくれないか、グンニル」

　髪を後ろに撫でつけた魔人グンニルは、大きな岩の上に立っていた。少しでも相手を見下したいという子供のような願望が働いているに違いない。男はばさりと黒い上着を脱ぬぎ捨て、鍛きたえ上げられた筋肉で丸太のように太くなった両腕を自じ慢まんげにさらした。

　そして筋肉魔人は嘲ちよう笑しようする。

「お前には驚かされるよ。そんな貧ひん相そうな器うつわに入り込んでまで生き延びようとするとはな」

　確かにグンニルに比べれば、ザイルミアド王子は貧相だろう。しかし人間としては普通だ。かつて病弱であった頃に比べれば、格段に健康的になっている。

「俺もお前には驚かされるよ。そこまで俺のことが怖こわいのか？」

「黙れ！」

　その怒鳴り声と同時に黒い塊がグンニルから放たれ、ロウの真横の岩壁にぶつかった。音はなく、黒い塊が消えた後にはゼリーをスプーンですくった時のように綺き麗れいな窪くぼみが出来ている。

　グンニルのあれは、彼の純粋な魔力だ。

　それは彼の強大な魔力があればこそ成なせる業わざだった。ロウが同じことをしようとすれば、すぐに力尽つきてしまうだろう。ただの魔力のぶつけ合いなら、グンニルに勝てる魔人はなかなかいない。それなのに彼が他の魔人を圧あつ倒とうするほどの強さを手にしていないのは、魔人グンニルが馬鹿だから、の一言に尽きた。

「半月前、エルモ＝ランドという男に魔石を渡したな？」

「なんの話だ？」

　グンニルは眉を寄せた。

「月を盗め、と暗あん示じをかけられる魔石だ」

「……ああ」

　少し考えた後、魔人はようやく思い出した様子で頷いた。

「やっぱり、暇ひま潰しだったか」

　そうではないかと思っていた。この筋肉魔人が、複ふく雑ざつな謀ぼう略りやくを巡めぐらせるはずがない。

「俺にだってやれば出来るんだとか、くだを巻いていたからな。背中を押してやったまでだ。そういえばあいつどうなったんだ？　お前知ってるのか？」

　ロウは呆れた。結果を見届けることさえしなかったらしい。魔人グンニルは大おお雑ざつ把ぱにすぎる。

「……いや、俺もよく知らない。聞いてみただけだ。気にするな」

　彼は面倒臭くさくなって首を振った。するとグンニルは、「そうか」と言ってからびしりとロウを指差した。

「今日こそお前を跪ひざまずかせてみせるぞ！　ロウ！」

　ロウは息を吐いた。

「跪けばいいのか？　それくらいならいくらでもやってやるから俺のことは放っておいてくれないか」

　彼がすぐその場に膝ひざをつこうとすると、グンニルは慌てた。

「ば、馬鹿！　そう簡単に跪こうとするな！」

「どうしろって言うんだ」

　グンニルは顔を赤くして怒鳴る。

「お前をこてんぱんにしてやるって言ってるんだ！」

「すでに俺は前回お前にこてんぱんにやられてるだろう」

「それがこてんぱんにやられた奴の態度か！　ちくしょう！　本当に腹の立つ奴だ！」

　そう叫んで、筋肉魔人は地じ団だん駄だを踏んだ。

　ロウはもう一度ため息をついた。

「いいから聞け、グンニル。お前が俺を嫌いなのは十分わかった。俺の身体ならくれてやる。このザイルミアド王子の中にいる限り、俺は魔人としてお前の驚異にはならない。そうだろう？」

「ふん。もちろん、今のお前ならひとひねりで殺せる」

「ならもういいじゃないか。俺の身体なら煮にるなり焼くなり標本にするなり好きにすればいい」

　それは半なかば本気だった。

　彼の中のザイルミアドも何も言わない。

　優先すべきものはあまりにはっきりしているからだ。失えないものは。

「ずいぶんと殊しゆ勝しようなことを言うじゃないか、ロウ」

　ニヤリ、とグンニルが笑った。

「その代わり、女を返せ、と？」

　ロウは目を眇すがめた。彼の雰ふん囲い気きが一いつ変ぺんしたことはグンニルにもわかっただろう。普通の人間ならそれだけで青ざめたかもしれない。けれど魔人グンニルは哄こう笑しようした。

「はっはぁ！　堕おちたな、ロウ。自分よりも人間の女が大事か。信じられん。馬鹿じゃないのか」

「……」

　テヴァがグンニルの手に落ちていない可能性もあったが、それは今なくなった。ならば、取る道は限られてくる。

　彼は低く問うた。

「テヴァはどこだ」

「くくく……その目だ、ロウ」

　グンニルは楽しくてたまらないといった様子で岩からひょいと飛び降りると、ゆっくりとこちらに歩いてきた。

「オレがお前に一番腹が立っていたのは、その無関心さだ。お前はオレに一度も本気にならなかった」

「質問に答えろ、グンニル」

　グンニルは、ロウの目の前で歩みを止める。そしてまるで憐あわれむように目を細めた。

「変わったな。ロヴィタ＝ロウ＝ビエタ」

　変わった？

　ロウは心の中で笑った。

「俺は何も変わっちゃいない」

　そうだ。自分はずっと、こうだった。

「見つけただけだ。探し続けていたものを」

　テヴァを。

　道行く先を照らす星を。

「あの人間の女に、どんな価値がある」

「お前に教える必要はない」

「砂漠の星テラと呼ばれる女だからか？　あんな力は特別でもなんでもない」

　ただ、人よりずっと直感が優すぐれているだけ。人よりずっと、運がいいだけ。要はそれだけだ。砂漠の星テラというものは。

「さては、俺が羨うらやましいのか？　グンニル」

　ロウは笑った。

「特別を手に入れた俺が」

「馬鹿にするな！」

　グンニルが怒りをぶつけてくるのはわかっていたので、ロウはそれを避よけた。魔人の手から放たれた黒い塊が、今度は石の台座を飲み込んで消える。

　どうやらこの筋肉魔人も、無闇に大きな力を揮ふるえば地下空間が倒壊してしまうことは理解しているらしい。地上の城ごと岩盤が崩れ落ちた場合、魔人だって無事ではすまない。

「ずいぶんと力の制御がうまくなったじゃないか」

　以前のグンニルは魔力を無駄に放出してばかりで、操そう作さ性というものに欠けていた。

「俺の腹に穴を開けたのは偶ぐう然ぜんではなかったというわけか」

「お前を殺す」

　威い嚇かくする獣けもののような顔で魔人が言う。

　グンニルが、ロウに羨せん望ぼうを抱いているのは真実だろう。たとえグンニル自身にその自覚がないとしても、他の魔人が持っていないものをロウは持っていた。

　言うまでもなく、それはテヴァだ。

　つまり、心を満たす光。

　生きる理由。

　自身以上の存在。

　譲れないものはあるかと問われた時に、迷まよいなく浮かぶ者。

　この数百年、ロウはそれが見つかると信じ続けた。そして他の魔人はそんなものの存在を信じていないか、すでに失ったかのどちらかだった。グンニルは前者だ。だから他者を見下し、馬鹿にする。

　それは憐れだと言えなくもなかった。

　永遠に満たされない穴を抱かかえ続けて生きるから魔人は狂う。

　膿うむのだ。孤こ独どくに。

「グンニル。世界はお前が思っているよりもずっと美しいんだ」

　ロウは言った。

　一晩だけ咲く花も、地平線に沈しずみゆく太陽も、夜空に浮かぶ星も、満ち欠けする月も、すべてが息を飲むほど美しいのに、孤独を見つめていてはわからない。

　季節が移り変わる夜の風も、雨が奏かなでる音楽も、緑の芽め吹ぶく大地も、人の営いとなみの中で揺れる炎も、すべてが寄り添いこの心臓の内側を染そめ上げる。

　そして恋は、その世界をさらに輝かがやかしいものに変えるのだ。

　色鮮やかに。

「あったわ！　ロウ！」

　貯水池として使われていた広大な空間の隅すみで叫んだのはミリアナだった。

　グンニルがぎょっとしてそちらを振り向く。

「何をやっている！」

　魔人は、岩場の影からロウの身体を引きずり出そうとしている全ぜん裸らの女性に叫んだ。

　階段の上から空の台座を目視した時から、カエルになったミリアナはロウと行動を別にしていた。ロウの身体を捜すためだ。ロウの目の前で空からの軀むくろを挽肉にするのが目的であるはずのグンニルなら、奪ったそれをこの広間のどこかに隠しているはずだった。そして小さなカエルになれるミリアナは、筋肉魔人の目を盗むのに好都合だったのだ。

《ロウ》

　頭の中でザイルミアドが少し怒った様子で言う。

（わかってる。ミィがカエルから人間に戻る時の格かつ好こうについてはどうにかするさ）

　侍じ女じよに裸はだかを見られることに慣れているミリアナは、今の格好にあまり羞しゆう恥ちを覚えていないようだが、ザイルミアドの心中は穏やかではない。

　しかし筋肉馬鹿魔人グンニルは、美女の裸に少しも目を奪われた様子なく続けて怒鳴った。

「ジンデルはどうしたんだ！」

　ここでその名が出てきたことに、ロウは驚かなかった。

　ミリアナの背後の壁に穴が開いている。その向こうは地下道だ。彼は、城の裏手からここへと通じる地下道があるのを知っていた。

　わざと何もせずに残しておいたのだ。侵入経路として。

　あの筋肉魔人が一人なら、入り組んだ地下道に苛立ち次々岩盤に穴を開け、倒壊した地下空間の下した敷じきになるかもしれない。そういう期待があったのは否いなめない。

　けれどグンニルが無事ここへたどり着きロウの身体を奪ったのなら、地下の地図を手に入れたか、あるいは星テラとしてのテヴァの能力を利用したか……。どちらにせよ、筋肉魔人一人で思いつくことではない。

　グンニルの協力者である人間は、侮れない情報網と知恵を持っているらしい。

　そしてロウは、自分の身体を狙っている人間の存在を知っていた。

　半月前、城に現れザイルミアド王子に取引を持ちかけた男。

　商人ジンデル。

　やはり、あの男がグンニルに協力していたのだ。

「ちっ、クソ」

　ロウは、グンニルがその攻撃目標をミリアナに定めたのを見逃さなかった。筋肉魔人が右手を上げる。グンニルの判断は正しい。ミリアナは、カエルに変身出来るだけのただの娘だ。魔人の力を向けられれば抵抗する術すべなどない。

　しかしロウは困ったように首を傾げただけだった。

「俺が本当に、お前のあの子供のような脅きよう迫はく状じようを受けてなんの対策もしなかったと思っているのか？　グンニル」

「ふん。負け惜おしみを」

　とグンニルが鼻を鳴らす。ロウは笑った。

　突然ぶわりと地面から赤い糸が無数に伸びて、筋肉魔人の身体を搦からめ捕る。

「な、なんだ！」

　魔人は慌ててそれから逃れようと暴あばれたが、グンニルが暴れれば暴れるほど糸は男の身体に絡からみつき、身動きを出来なくさせた。そしてロウが一度瞬まばたきをする間に、赤い糸にがんじがらめにされた魔人はみっともなく地面に転がることとなった。

「なんだこれは、クソ！」

　グンニルが顔を真っ赤にして叫ぶ。さながら赤い芋いも虫むしである。

「この場所には事前に細工をしておいたんだ。まったく、面倒をかけてくれるじゃないか。お前ほどの魔人を捕らえるには、俺の身体の血を使わなくてはいけなかった。おかげで完治にまた時間がかかる」

　ロウが力を行使する際さいに不可欠なのは、血液だ。

　それは必ずしも血液そのものでなくとも、ロウが血というものを連想出来るならなんでもいい。赤い月、赤い糸。しかし最も強力な力を揮うことが出来るのは、ロウ自身の血液を使った場合だった。

　ロウの身体から取った血液は、それ自体が魔力を帯びている。つまり血を抜くということは、魔力を抜くことと同義だった。生命力にも置き換えられる魔力が減れば、身体の回復が今よりさらに遅れてしまうのは道理だ。

「ああ、言っておくが、その赤い糸はお前の魔力を吸い取る。魔力を放出すればするだけ消しよう耗もうするぞ」

「クソ！　クソ！　ロウ、てめぇ！」

　ロウは悪態をつくグンニルを無視して、ミリアナの側に駆けて行った。とりあえず自分の上着を脱いで王女にかけてやる。

　ミリアナは、珍めずらしく青ざめて動どう揺ようしていた。

「死んでるみたいに冷たいの。どうしよう」

　元々ロウの身体は、ほとんど仮死のような状態にあった。

　グンニルの攻撃によって大怪我を負った彼の身体には、魔力を生命活動の維い持じに注そそぐ余裕がなかったからだ。魂を抜いて身体活動を最低限に抑おさえ、傷の修しゆう復ふくに集中する必要があった。そしてその仮死状態をぎりぎりで保たもっていたのが、身体を安置していた石の台座だ。

　台座には、魔力が流れ出るのを抑えると同時にゆっくりと血液を巡らせ時間をかけて治ち療りようする効果を持たせていたが、その台座もすでにグンニルによって失われている。

　となれば、魂の入っていない身体は死に向かうしかない。

「ザイルミアド。いいか？」

　ロウはこの状況を予想していた。だからザイルミアドは、ロウの言葉の意味を聞き返したりしなかった。

《もちろん》

「ミィ、どいてろ」

　魔人の軀の上半身を支えていたミリアナが、それを地面に横たえて下がる。ロウは膝をついた。

　当初こそ、ロウはこうして自らの身体と向き合うことに違い和わ感かんを覚えていたが、今はもう慣れた。死んだように青白い顔の自身を見ても、動揺はない。

　彼は鋭い刃に加工してあるベルトの金具の一部に指を当てた。横に引けば、一筋の線に鮮せん血けつが滲にじむ。そしてそれを横たわる自らの口に押し込んだ。

　気分はよくない。もし彼の魂が自身の身体の中にいたのなら、男の血など飲みたくないと叫んだだろう。

　ミリアナが祈いのるように両手を組み事態を見守っている。

　抵抗はなかった。血を介して、魂がザイルミアド王子の身体から、ロウの身体に流れ込んでいく。
















　口に押し込められていた指が離れた後、突然、バチリ、と魔人の瞼が開いたので、ミリアナが驚いて「きゃっ」と悲鳴を上げた。

　青白い顔の中で一いつ層そう鮮やかな赤い双そう眸ぼうが緩かん慢まんに周囲を見渡した後、苦しそうに歪ゆがめられる。

「……なんだいこれ、身体が鉛なまりのようだよ」

【魔人】が呻うめいた。

「我慢しろ」

　ロウは冷たく言った。

「え？」

　ミリアナが目を丸くする。

　ロウは手早く横たわったままの【魔人】の脈みやく拍はくと魔力の流れを確認した。

「よし、とりあえずは馴な染じんでるようだな。身体は動かせるか？」

「無理だよ。ぴくりとも動かない」

「それでいい。動くなよ。息だけしてろ。ミィ」

　彼は王女に言った。

「ザイルミアドを、一時的に俺の身体に移した。魂がないと心臓が止まるからな」

　これまでは、あの台座が魂の代わりを担になっていたのだ。台座が壊れたからには魂を入れておかなくてはならない。しかしロウが王子の身体を離れれば、抑え込んでいた病やまいが爆発するように王子の全身を侵しん食しよくするだろう。生来の病を治すには時間が必要だった。魔力による傷を癒いやすのよりもずっと長い時間が。

　だから代わりに、ザイルミアドの魂を使うことにしたのだ。他人の魂がロウの身体に馴染むかどうかは賭かけだったが、成功する可能性は高かった。ロウはすでに、自らの身体がザイルの魂と馴染むように作り変えていたからだ。

　案あんの定じよう、生命活動の核かくを手に入れて、血色は戻ってきている。

　その代わり、魔力の流れも速まりまだ塞がっていない穴から漏もれ出る魔力も多くなっているのがロウにはわかった。ザイルミアドには、その流れを操あやつることは出来ない。このままでいられるのはせいぜい一時間だろう。

　しかし、それだけあれば十分だった。

「とりあえずはすぐには死なないはずだ。ちょっとここで待ってろ。テヴァを捜してくる」

　そう言うと、ロウは立ち上がった。

　赤い芋虫となったグンニルはいまだに、「ちくしょう、ちくしょう、クソ！　クソ！」と少ない語ご彙いで悪態をついている。ロウはそちらを一いち瞥べつしてからもう一度ミリアナと【魔人】の中のザイルミアドに念を押した。

「ここから動くなよ。あとついでに二人で話して、仲直りしておけ」

　ザイルミアドとミリアナが、本当に二人きりになれることなどなかなかない。これは絶ぜつ好こうの機き会かいだろう。

　ロウにしてみても、この二人の間に入らなくていいのは喜ばしいことだった。

「テヴァがどこにいるかわかるの？」

　気遣わしげにミリアナが問う。

　ロウは眉を上げた。

「俺が何百年、あいつを捜していたと思ってる？」

　グンニルを芋虫にするので留とどめておいたのは、ずっとテヴァの気配を感じていたからだ。そうでなくては、彼はあの筋肉魔人を拷ごう問もんすることも厭いとわなかっただろう。

　言葉にするなら、それはきらきらと輝いている。

　ロウにはその瞬きが、自分を見つけてくれと願う彼女の心の声のように感じられた。
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　テヴァ＝レイは、理由なく地下道のあの場所で足を止めたわけではなかった。

　万一の場合水底の見えないこの池に飛び込める位置で、立ち止まりグンニルに質問をしたのだ。

　しかしなぜかこの水は、砂漠のオアシスと違い搔かいても搔いても上昇することが出来なかった。まるで全身に重りがつけられたかのように、どんどん水底に沈んでいく。

　ああやはり、ここは〝目に見えず、触れ得ない者〟が生きる場所だった。

　とテヴァは思った。

　そうでなくては、こんなことが起こるはずがない。

　水の中だというのに息が出来ることに、彼女は早々に気付いていた。だが恐ろしく思わないわけではない。

　周囲は闇で、その深さは彼女の恐怖心を呼び起こすのに十分だった。

　かつて、井戸の底に落ちたことがある。死ななかったのは、水を汲くむのに使われていた縄なわをかろうじて摑つかんだからだ。代わりに肩が外れ手のひらの皮が剝むけて、よじ上ることは到底出来なくなった。

　まだ幼おさなく、星テラとしての自覚もなかった。

　誰が助けてくれたんだっけ？　と彼女は自問する。恐ろしい記憶はずっと蓋ふたをして隠されていた。しかし緩ゆるんでいた蓋から記憶が飛び出す。

　父が助けてくれたのだ、とテヴァは思い出した。

　力強く腕を引いてくれた。そしてよかったとむせび泣きながら抱きしめてくれた。

　あの時彼女は確かに、父に愛されていると感じたのだ。

　……ずっと忘れていたけれど。

　涙が溢あふれる。どうして忘れていたのか。いやきっと、最初からなかったと思いきらなければ、諦められなかったのだ。父を。星テラとなった娘に背を向けたあの人を恨んでしまっていた。だから。

　するとその時、そよ風のような音色がテヴァの耳に囁ささやきかけた。

　緩かん慢まんに顔を上げる。

　歌だ。

　と彼女は思った。

　人ではないものが奏でているような歌。それが水に響いて彼女の身体を包み込んでいる。

　テヴァは、昼間ギングストン研究所の研究員が言っていたことを思い出した。

『水の中から歌声が聞こえるとか幽ゆう霊れいが出るだとか、いろいろな噂うわさも立ちました』

　これのことだ、とすぐに思う。

　気のせいではない。テヴァは暗闇の中で手を伸ばした。すると指がなだらかな石壁に触れた。歌は石壁から聞こえてくる。いや、正確には石壁に埋うまっている何か丸いものからだ。指先が他の石壁とは手触りが異なるものを感じ取っている。

　手のひらにぴったりとした大きさのそれは、テヴァの指に触れられるのを待っていたかのようにぽろりと石壁から外れた。腕を引き寄せ、耳に当てる。

　歌が聞こえる。

　優しい歌だ。心が温かなもので一杯になる。自然とまた涙が出てきて、水に溶けた。

　愛を歌っているのだ、と彼女は思った。

　するとぐい、と何かに腕を引かれ、大きくがっしりとしたものに身体が包まれた。驚くような力で水の中を引っ張り上げられる。大きな手がテヴァの小さな肩をしっかりと摑み、まるで二度と彼女を離すまいとするようだった。父を思い出した。

　テヴァ。

　聞こえるはずのない声が聞こえる。しかしそれは記憶にある父のものではなく、もっと心が震えるように甘く優しいものだった。

　ロウの声は心地ここちいいのだ。

　だからつい心を許ゆるしてしまう。

　この時彼女は、彼が早くその身体を取り戻せばいいのにと願った。

　そしてまた名前を呼んで欲しい。テヴァ、と。あの声で。

　逃れ得ない魅み力りよくを持つ、赤い瞳で。

「テヴァ！」

　彼女は頰ほおに痛みを感じてはっと目を覚ました。

　目の前に、ザイルミアド王子の整ととのった顔がある。彼の髪からは水が滴り落ちていて、目を覚ましたテヴァを見てほっと安あん堵どの息を吐いた。

「俺がわかるか？」

「……ザイル」

　声は擦かすれていたが、彼の耳には届いたようだ。ザイルはその温かさを確かめるように彼女の頰を撫でた。視界はもう暗闇の中にはない。そこはすでに水の中ではなく、地下道の石の上だった。ザイルが引き上げてくれたのだ。

「寿じゆ命みようが縮んだぞ」

　パーティ会場にいたはずなのに、どうして、とは思わなかった。

「服が……」

　自分のドレスもそうだが、彼も正装のままだ。ひどく高価なものだろうに、びしょびしょになってしまっている。テヴァはそれを残念に思った。ああ。頭がぼうっとしている。まともな思考は働かなかった。

「どうでもいいことを気にするな」

　ザイルが笑った。

　その笑顔を見て、またじわりと涙が出てくる。

　テヴァは口を開いたが、何から話せばいいかわからなかった。まず何を伝えればいい？

　この身体の内側を染め上げる感情の名を告げたなら、彼はどういう顔をするだろう。驚く？　喜ぶ？　それとも怒るだろうか。

　その時、「うおおおおおおお。ちくしょおおおお！」という男の怒号が聞こえてきて、テヴァのぼんやりとしていた頭は強制的に覚かく醒せいさせられた。

　ザイルがあからさまに顔をしかめて、背後を振り向く。

「馬鹿力め……」

　彼は小さな声で言った。

　なんのことだ、とテヴァが問う前に彼女達の近くに開いた穴から、魔人グンニルが現れた。

　テヴァが最後に見た時に身につけていた上着はなく、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした腕が剝き出しになっている。丁てい寧ねいに撫で付けられていた髪は乱れ、彼は明らかに怒り狂っていた。

「ロウ、てめぇええ！」

「腕力で魔力の糸を引きちぎるなんて……信じられない奴だな、お前は」

　ザイルが呆れたように言った。

「殺す！」

「……ちょっと、あなた何したのよ」

　自ら身体を起こしたテヴァは、じとりと王子の顔をした魔人を睨んで非難した。

「ちょっと芋虫にしただけなんだが。……まぁ、頭に血が上って視界が狭せばまっているようでよかった。ミリアナとザイルミアドは無事だな」

「え？　ミィが来てるの？　というかそれどういう意味？」

　ザイルミアド王子はその身体の中にいるのではないのか。

「後で説明する」

「こそこそ喋ってオレを無視するんじゃねぇ！　あーもう今度という今度はマジあったまきた！　てめぇ今すぐ殺す！」

「まぁ待て、グンニル。話し合おう」

「うるせぇ死ね！」

　叫ぶと、魔人グンニルはその手から黒い塊を放った。しかしそれはぴゅーんと明後日あさつての方向へ飛びテヴァ達にはかすりもしなかった。

「……ええと」

「グンニル。落ち着け。ちゃんと制御できてないぞ」

「あああああいらつく！」

　グンニルは地団駄を踏んだ。その地団駄で、地下道全体が揺れる。次いでグンニルは、その手にまた黒い塊をつくり出した。しかし今度は、大きさが違う。見る間に巨大化していきぐるぐると渦を巻くその黒い塊に、テヴァは青ざめた。

「……ちょっと、あれはまずいんじゃないの」

「落ち着け、グンニル。お前も死ぬぞ」

「うるせぇ黙れ」

　目が据すわっている。

　テヴァが何か言う前に、ザイルが彼女を背後に庇った。

「ザイル」

「いいから、お前はそこで大人しくしてろ」

　黒い塊が天井に届くかというほどの大きさになったその時、

　ガン！「ぐあ！」と悲鳴を上げてグンニルがぐるりと白目を向いた。

「ミィ！」

　テヴァは声を上げた。魔人グンニルの背後に、岩を持ち上げた銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの王女が立っている。

　正確に急所を捉えたらしい彼女の一撃で意識を失った魔人は、ぐらりと身体を傾がせた。同時に、規則的に渦うずを巻まいていた巨大な黒い塊が、不規則にうごめき始める。

　これは、まずい。

「行くぞ」

　そう言って、テヴァの腕を引いたのはザイルだった。

「ミィ、階段に向かって走れ！」

　同時に王女に命令する。

「ザイルミアドは俺が連れて行く！」

　彼は昏こん倒とうしたグンニルと今にも爆発しそうな黒い塊の脇わきを素早く走り抜け、大きく開いた穴から広い空間に駆け込んだ。先ほどテヴァが見た、中央に魔人ロウの身体が横たえられていた場所だ。

　しかし中央に台座はなく、その代わり綺麗に抉れた地面だけがぽつりと残っている。

「テヴァも走れ！」

　見れば、ザイルはいつの間にか灰色の髪の男を担かついでいた。テヴァはあっと口を開ける。

　ロウの身体だ。

「……あまり乱暴にしないでよ」

　彼女はさらにぎょっとした。ロウの身体が喋った！　どうして？

「いいから、走れ！　グンニルの魔力が制御を失って爆発する！」

「二人とも、早く！」

　階段の前でミリアナが叫んだ次の瞬間、無音の衝撃波に背後から殴なぐられて、テヴァはつんのめった。

　ちらりと背後の地下道へと通じる穴を見れば、小さな黒い塊が暴れ回って四方八方の石壁を抉っている。その一部がひゅんとこちらへ飛んできて、テヴァの足元に落ちた。見れば、スカートの一部と地面にぽっかりと綺麗な穴が開いている。

「……」

　彼女はすぐに踵きびすを返して駆け出した。

　その後を、魔人の身体を背負った王子の顔をした魔人が（……ああ、ややこしい！）追いかける。ミリアナはすでに階段を駆け上っている。テヴァは濡ぬれて重たいスカートに足を取られながらも、なんとかミリアナに続いた。

　永遠に終わらないのではないかと疑ってしまうような長さの階段をしばらく駆け上ったが、やがて、

　ドドドドドド

　という低音と共にびりびりと壁が揺れた。同時にミリアナに限界がやってくる。

「ああ、もう駄目。走れないわ」

　王女様は肩で息をしながら、その場に座り込んだ。すでに四方は石工による人工的な石壁になっていて、ここは城の一部なのだとテヴァは今さらながらに思った。

「ここまでくればもういいだろう」

　下の方から、男を一人担ぎながらも息一つ切れていないザイルが上がってくる。彼の周囲に光の玉が浮いていて、それが周囲を照らす光こう源げんとなっていることに彼女は初めて気付いた。何が足元を照らしているのかということに、頭を巡らす余裕もなかったのだ。

「さっきの音は？」

「たぶん地下の一部が崩れた。ここが無事なら、城に問題はないはずだ」

「グンニルは……」

「死んでいないにしても、しばらくは動けないだろうな」

　テヴァはようやく大きく息を吐いて、その場に崩れ落ちた。

「ああ、信じられない。なんだったの？　最低だわ……」

　彼女は自分の強運も尽きてしまったのではないかと疑ったが、隣となりで「ぷっ……」とミリアナが肩を震わせたかと思うと、

「あははははは！」

　と声を上げて笑い出したので驚いて目を丸くした。

「あははは！　ああ……」

「……」

　ミリアナ＝デッセルは笑いすぎて目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐうと、テヴァを見てにっこり微笑ほほえんだ。

「ああ、すごく怖くて楽しかったわね」

　テヴァは呆れた。

「本気で言ってるの？　死にかけたのよ？」

「ええ。でも生きてるじゃない。私達、すごく運がいいのね」

　テヴァはなんと言ったらいいかわからずあんぐりと口を開けたままにする。

「……」

　なるほど、ミリアナの言う通りかもしれない。

　過程はどうあれ、自分達は今こうして無事生きているではないか。それならば運が尽きたとは言えないはずだ。むしろ、あの状況で全員大した怪我もないのだからついていると言ってしかるべしなのだ。

「……そうね」

　彼女は同意した。

　すると背後で、ザイルが珍しく疲れたようなため息をついた。

「とても楽観的な結論にたどり着いたところで申し訳ないんだが、俺の身体は一刻も早い処置を必要としている。いいから階段を上ってくれ」

「……ロウ、なんだか目がかすんできたんだけど……」

　ザイルに担がれた【魔人】が弱々しく訴うつたえたので、テヴァ達は慌てて再び階段を上り始めたのだった。
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　昨晩食堂に帰ってきて、ギーに簡かん単たんに事情を説明してから泥どろのように眠ったテヴァは、翌日少し寝坊した。

　起きた時にはすでに室内は太陽の光で一いつ杯ぱいになっていて、開け放たれた窓の向こうから昼前の活気が漏もれ聞こえてくる。大きく伸びをした彼女は寝台を出て、衣い装しよう箱ばこから適当な服に着替えて食堂に降りた。

　するとそこにはすでに三人の来客があって、内の一人……銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんの女性はなぜかこの店唯ゆい一いつの皿料理である肉野菜ニンニク麵めんを食べていた。

「まぁ。とても美お味いしいわ」

　ミリアナが、目を輝かがやかせて言う。

「レシピを教えて欲しいくらい」

「ニンニクがミソだ」

　とカウンターに寄りかかったギーが自じ慢まんげに答えた。

「ミィ。口が臭くさいから帰りは別の馬車で帰ってくれ」

　彼女の隣となりに座るザイルが冷たく言った。

「ザイルミアド、なんですって？」

　ミリアナが笑顔で王子を見る。その顔にはありありと、「命の恩おん人じんに向かって」と書いてあった。ザイルは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で、

「……『君のものならどんな香りでも僕は好きだよ』」

　と彼の内側にいる王子の代弁をした。

　昨日の騒そう動どうが噓うそのように、平和な光景である。

　ちらりと戸口に目をやれば、騎き士しジャルヴが律りち儀ぎに直立で扉とびら番ばんをしている。

　位置的に最初にテヴァが階段を降りてきたことに気付いた彼は、

「おはようございます、テヴァ嬢じよう」

　と言って頭を下げた。

「おはようございます、ジャルヴさん」

　テヴァが答えると、ミリアナがこちらを見て笑う。

「あらおはよう、テヴァ。お寝坊さんね」

　その口元に青あお菜ながついていても彼女は可か愛わいらしい。

　ザイルはがたりと立ち上がると、両手を広げてテヴァの方へやってきた。

「おはようテヴァ。僕の可愛い人」

「おはよう。近づくな。うざい」

　彼女はぐいとザイルの顔を押しのけて、ギーに言った。

「スープある？」

「おお。入れてやるから待ってろ」

　元海かい賊ぞくが母親のように言って調理場の方に行く。

　昨晩、テヴァがジャルヴによって夜会に連れ去られた後の顚てん末まつを聞かされたギーは顔色を赤くしたり青くしたりしていたが、ひどく疲れた様子の彼女を見かねてか、説教はしないでいてくれた。その代わり優しく抱きしめてテヴァの無事を喜んでくれたので、彼女はもう少しで『お父さん』などと口走ってしまうところだった。母親にしろ父親にしろ、そのような呼び名はギーには不本意に違いない。

「ありがとう」

　テヴァは礼を言うと、ミリアナの前に座ってその口元の食べ残しを取ってやった。

「本当に仲直りしたのね」

　ミリアナは嬉うれしそうに首を傾かしげて微笑ほほえむ。

「あなた達のおかげよ」

　ミリアナとザイルミアド王子は、昨晩のあの脱だつ出しゆつ劇げきの前に、思いがけず二人きりで話す機き会かいを得えたらしい。ザイルミアド王子は魔ま人じんロウの身体からだの中だったが、それでもはやり、この恋人同士には自らの言葉で直接語り合うことが必要だったのだ。

「少し事情も変わったみたい。彼はもう、私のために結婚相手を捜さがしてきたりしないと約束してくれたわ」

「事情？」

　テヴァが聞くと、ミリアナは人差し指をその可愛らしい唇に当てた。

「ええ。あなたもきっとびっくりするわ。でもとても素敵なことよ。少なくとも、私達にとってはね」

「ええと、もうカエルになって逃げてきたりしないってこと？」

「カエルになってテヴァのところに遊びにくることはあるかもしれないわ」

　少女のように悪いた戯ずらっぽく目を光らせるミリアナが、心からそう言っているのがわかってテヴァは笑った。なんでも良いようにとらえることが出来るのは、疑うたがいようのない彼女の美点だ。

「だがしばらくジャルヴの前ではカエルにならない方がいいぞ。かなり怒ってるようだから」

　テヴァの肩に手を置いてそのすぐ背後に立ったザイルが、にこやかに言う。

「ジャルヴが怒っているのはあなたによ」

　とミリアナが答えた。テヴァにはなんの話かわからない。

　彼女は一度は押しのけたザイルに耳を寄せるよう合あい図ずして、小声で聞いた。

「……ロウの身体はもう大丈夫なの？」

　あの後、ザイルは自身の身体を担かついで空き部屋に入った。処置の邪じや魔まにならないようにと、テヴァはザイルが呼んだ騎士に家まで送ってもらったのだ。だから詳細は知らなかった。

　先ほどのやり取りを見る限り、どうやらザイルミアド王子は無事王子自身の身体の中に戻ったらしい。つまり、王子と魔人の同居は再開されたというわけだ。

「ああ。問題ない」

　ザイルが笑う。

「そう」

　テヴァが言うと、ザイルは彼女の服の袖そでを指差した。

「ところでテヴァ。これは僕にドレスを贈って欲しいという暗あん黙もくのおねだりかな？　それとも脱ぬがしてくれという誘ゆう惑わく？」

「え？」

「あら、テヴァ。破やぶれてるわ。どうしたの？」

　覗のぞき込んだミリアナが言う。

「ええ？　噓」

　彼女は首を伸ばしてその破れているという部分を見ようとした。

　この服は古着なのだ。砂さ漠ばくを出て旅を始めた最初の頃に、砂漠での格かつ好こうのままでは何かと不便だということで購入した。比較的着やすかったので気に入っていたのだが、いつから破れていたのだろう。記き憶おくを巡めぐらせて、一昨日おととい依い頼らい人にんに会うため身み支じ度たくをしていた時に、ひっかけたのを思い出す。

「……着替えてくるわ」

　テヴァはがっかりして言うと、立ち上がった。

　階段を上って部屋に戻ると、衣装箱を開けて別の服を取り出す。そのすべてが古着である。

　身を飾かざることは、星テラには不要だ。だから彼女は、同じ年頃の少女が少なからず持っているであろう装そう飾しよく品ひんさえ自分で買ったものはなかった。見かねたギーが贈ってくれたものならある。けれどそれくらいだ。

　昨晩のように着飾って人前に出るということは、今までにないことだった。

　本当のところは嬉しかったのだ。だから、パーティに出るのも了りよう承しようした。

　今でも夢のようだったと思う。光の洪こう水ずい。白い花。

　そういえば、あの時千一花フイミラムを見せてくれた仮面の男が誰だれだったか、ザイルにはわかるだろうか。そう考えながら服を脱いだところで、

「目の保ほ養ようだな」

　と背後から声がしたので彼女はぎょっとして飛び上がった。

　脱いだ服で胸元を隠かくし振り返る。すると閉めた扉の前に、黒髪の男が立っていた。

「カイエン……！」

　そういえば、この商人は昨さく夜やいつの間にかいなくなっていたのだ。今の今まで彼女は、カイエン＝ジンデルのことを忘れていた。ザイル達でさえ、話題にしなかったからだ。

　というか、生きていたのか、とテヴァは心の中で思った。よくぞあの状況で。

「昨晩はすまなかった」

　彼は申し訳なさそうに言った。テヴァはミリアナとは違い他人に肌はだをさらすことに慣なれていない。下着を着ているということは慰なぐさめにならなかった。彼女は注意深く商人から距離を取った。

「そんな言葉ですむと思ってるの？」

「私もあなたを助けようとは思ったんだが、機会を逃のがしたんだ」

「よく言うわ。グンニルの命令で動いていたくせに」

　そのためにテヴァを利用したのだ。

「私は彼の依頼は受けたが命令を聞いたことはない。それに実は、私は元々グンニルの依頼でヒルドに来たわけじゃないんだ」

　弁べん解かいめいた商人の言葉を、彼女は眉まゆをひそめて聞き返した。

「どういうこと？」

「私が探していたのは『泣き石』だ。そこへ半月前に、グンニルが依頼を持って来た……偶ぐう然ぜんだが、あなたと一緒にいる時だったね」

　あの時か。

　と彼女は思い出す。カイエンと初めて会った時だ。テヴァはカイエンの取り巻まきに突き飛ばされて怪け我がをして、彼の手当てを受けた。

『泣き石』の話も聞いたことがある。オールストンだ。あの資産家の男が、吐はき捨すてるように言っていた。童話に出てくるものを探すなど阿あ呆ほうだと。

「グンニルの依頼は、城の地下にある魔人の身体を奪うばうこと。私にとっては好こう都つ合ごうだった。私が探していた『泣き石』も、城の地下にある可能性が高かったからね。何が現れるかわからない地下道でも、魔人の彼が一緒なら心強い」

　噓ではない、と彼女は思った。

　星テラの前で噓をつける人間などいない。真しん偽ぎはすぐに暴あばかれてしまう。

「けれどあなたをグンニルに引き渡すつもりはなかった。これは本当だ。信じて欲しい。グンニルに盗ぬすんだ魔人の身体を見張っていろと言われたが、見限った」

　なるほど、つまりカイエンは早々にあの場から退散していたのだ。だからグンニルの力の暴走の巻き添えも食わなかった。

　テヴァには、どうしてカイエンがわざわざ自分にこんな言い訳じみたことを言っているのかわからなかった。こうしてもう一度、テヴァの前に現れた理由はなんなのだろう。

「……ここへ、何をしにきたの？」

　彼女は思ったまま問うた。

「あなたの無事を確かめに」

　男は当然のように答えた。テヴァは思わず笑ってしまう。

「よく言うわ」

　しかしカイエンは笑わなかった。

「本当だけど、信じてもらえなくても仕方ないね。それに残念ながら『泣き石』は見つけられなかったから……私はまた他を探さなくては」

　テヴァは少し、目の前の商人に憐れん憫びんを覚えた。

「……どうして、その『泣き石』が城の地下にあるって思ったの？」

「あなたはトアレグの人じゃないんだったね。童話は知ってる？」

　テヴァは首を振った。

「大おお雑ざつ把ぱに言うと、悲恋ものの童話なんだ。恋に破れた娘が恋人にもらった石を池に捨てる。そしてその石がその後もずっと池の中で泣き続けてるっていう話」

「悲ひ惨さんね」

　カイエンは苦笑する。

「童話研究者の間では有名な話なんだけど、その恋に破れた娘は、昔のトアレグの王女だったらしい。だから池はたぶん、地下の貯水池のことだと思ったんだが……。当時は城の地下の貯水池で、幽ゆう霊れいが出たなんて噂うわさもたったことがあるらしいしね」

　その時唐とう突とつに、彼女は水底で聞いた歌を思い出した。そういえば、テヴァは石いし壁かべから歌う何かを取ったのだ。大きさといい手触りといい、それは石のようだった。

「もしかして、歌う石のこと？」

「知っているのかい？」

　カイエンははっとした様よう子すでテヴァを見た。

「水の中で見つけたわ」

　暗くら闇やみの中、ザイルがテヴァを見つけられたのはあの歌があったからだという。だからそれを手にしたのも、夢ではなかったはずだ。

「今どこに？」

　さぁ……と彼女が答えようとした時だった。

「これのことか」

　カイエンの向こうから第三者の声がした。がちゃりと扉が開けられ、そこに立っていたのはやはりと言うべきか、王子の顔をした魔人だった。彼は右手に小さな石を持っていて、それを窓の外の光に透かすようにする。

「水中から出た時テヴァが握りしめていたから預かっておいたんだ」

　カイエンの顔色が変わる。

「それが、『泣き石』？」

　ザイルは質問に答えないまま室内に踏み入れると、まず開いたままの衣装箱から薄手の外がい套どうを取りだしテヴァに羽は織おらせた。その後テーブルの上にあった水差しにぼちゃんと件くだんの石を放り込む。

「……」

　すると、どこからともなくあの歌声が聞こえてきて、テヴァは少し気色ばんだ。

「この歌だわ。私が聞いたのは」

　石が歌うなんて、本当にそんなことがあるのか。

　カイエンが今にも水差しに飛びつきそうな様子だったが、ザイルはその前に水差しを自らの手の上でばしゃりと逆さにして、中の石を取りだした。びしょぬれになった床は後で拭ふかせよう、とテヴァは心の中で決める。

「これは魔石だ」

　ザイルは言った。

「それも作者はディアク＝ザイアス……。最後の魔術師だ。売れば小さな島くらいは買えるだろうな」

「噓」

　テヴァは口を開けた。

　そんな高価なものだったのか。

「いくらで売るつもりだ？　商人ジンデル」

　ザイルが目を細める。テヴァは「え？」と聞き返した。

「あなた達、面識があったの？」

　しかし彼女の疑問はあっさりと無視された。

「……取引しましょう、殿下」

　カイエンが険けわしい顔で言った。

「またか。今のお前にどういう材料がある？」

　ザイルは嘲笑した。

「……あなたの正体を、決して口にしません」

　テヴァはもう少しで、あっと声を上げるところだった。

　魔人グンニルは、ザイルミアド王子の中にロウがいるというところまで突き止めていた。あの魔人と行動を共にしていたカイエンが、それを聞いていてもおかしくはない。

　ザイルの眉間に皺が寄る。

「生意気な」

　王子の中に魔人がいるということは、決して知られてはいけないのだとテヴァにもわかる。もしそんなことが吹ふい聴ちようされれば、ザイルミアド王子は魔人に操られているとされて、よくて城を追いだされ、最悪処しよ刑けいされるだろう。

「でも、等価でしょう？」

「今後一切、この女に近づくな」

　ザイルがそう言うと、カイエンは少し呆れたような顔をした。

「そんなひどい」

「お前の手には余る女だ」

「私の手の中でこそ輝かせて見せますよ」

「この石を壊されたいか？」

「ああ、待ってください。わかりましたよ」

　カイエンは息を吐いた。

「取引は成立です。テヴァ、あなたが証人だ。その石をいただければ、私は永遠に口を閉じ、砂漠の星テラにも近づかない」

　ザイルは無造作に石をカイエンに放った。商人は、それをぱしりと受け取る。そして一度手の中の魔石をまじまじと観察すると、すぐにポケットの中にしまった。

「取引を破れば俺は必ずお前を捜し出して殺す」

　ザイルは釘を刺した。

「もちろん、承知しています。世界に七人しかいない魔人の一人を敵に回すなんて、恐ろしいことはしませんよ。ところでグンニルさんはどうされていますか？」

「死んではいないだろうな。だがしばらくは動けないはずだ」

「言い訳を考える時間はたっぷりあるというわけですね。ありがとうございます。では私はこれで」

　どこか晴れ晴れとした様子で背後の扉を開けて普通に部屋を出て行こうとしたカイエンは、

「あ、そうだ。テヴァさんにはもう一つ」

　と言って振り向いた。彼は悪いた戯ずらっぽく笑っている。

「オールストンが、跡あと継つぎを失ったようだよ」

　テヴァははっとした。

「彼の息子むすこは、恋人と駆かけ落ちした。あなたが何かしたんだろう？　研究所ではハンス＝オールストンの恋人に会いに来ていたようだったからね」

　まさか、カイエンの口からあの恋人達の行く末を聞くとは思わなかった。

　つまり、ハンスは間に合ったのだ。フローラと一緒に彼女の故こ郷きように向かったのだろう。テヴァは嬉しくなった。

「ありがとう」

　礼と言うと、カイエンは一度軽く目を丸くしてから今度は柔らかく微笑んだ。

「あなたに近づけないというのは、なんともひどい」

「さっさと出て行け」

　ザイルは言うと、ぐいとテヴァの肩を摑んで自分の方に引き寄せた。まるでこの女は自分のものだとでも言わんばかりだ。しかしこの時テヴァは、それを振り払ったりはしなかった。

「さようなら」

「さようなら、テヴァ＝レイ。近づかなくても、あなたの心を手に入れる手段はいくらでもある。きっと、また会いに来ますよ」

　カイエンはそう言うと、ザイルに殺される前にさっと扉の向こうへと消えた。

「やっぱり焼き殺しておくべきか？」

　そう呟くザイルの手から、テヴァはようやく逃れる。

「とりあえず、着替えるから出て行ってくれる？」

　この外套の下は、まだ下着姿のままなのだ。

「そんなことより」

　ザイルは言うと、部屋から出て行くどころかテヴァに歩み寄ってきた。彼女はぎょっとして後ずさる。しかし背後はすぐに壁だった。

　半月前も、こんな状況になった気がする。森の中で。

「テヴァ。俺をロウと呼ばないのはなぜだ？」

　目の前で歩みを止めたザイルは、予想外の問いを投げかけてきた。

「……名前の呼び分けなんて出来る自信がないからよ」

　警けい戒かいを怠おこたらないまま答える。彼は可愛らしく首を傾げた。

「それだけ？」

「それだけよ。もう。出て行って！」

　これはもう女性としての尊そん厳げんの問題だ。テヴァはいい加か減げん腹が立ってきた。男達ときたら、未婚の女の素す肌はだをなんだと思っているのだ。

「まだ言っておきたいことがある」

「何よ！」

「テヴァ。俺は王になる」

　と彼は言った。

「……は？」

　ザイルのその言葉を、彼女が飲み込んで理解するのには少々の時間が必要だった。

　王になる、だって？

「ええと、ザイルミアド王子がってことよね？」

「違う。俺が、なるんだ。ザイルミアドには、俺の身体をやるつもりだ。もちろん、俺の身体の傷が回復すればだがな」

　テヴァは混乱した。

「何言ってるの？」

「前から考えていたんだ。ザイルミアドとも相談して、そうすることに決めた。俺がこの身体をもらって、ザイルミアドは魔人ロウの身体の中で生きる」

　つまり、身体を交換する、ということだろうか。

「……どうして？」

「いくつか理由があるんだが、一番は、ザイルミアドの身体の病やまいだな。これはかなり奥深い。俺だから抑え込んでやれているが、完全に消すのにはかなり時間がかかる。それこそ、人の一生を費やすかもしれない」

　テヴァは息を飲んだ。そんなにも、深刻なのか。

「だが俺の身体の傷だけならあとそうだな……一年くらいで完治するだろう。今回、グンニルの魔力をいただけたのが大きかったな。ザイルミアドが王族でなくなれば、ミリアナとも問題なく結婚できる」

　目を丸くしたテヴァを、彼は面白そうに見て笑う。

「その話はしたんだろう？　ザイルミアド。ミリアナはなんて言ってた？」

　彼が自分の内側にいる王子に問うと、ザイル……ロウは、一度の瞬まばたきの後王子の顔となって言った。

「『ミリアナは、僕が僕なら、外側が誰だろうと気にしないと言ってくれた。いくらでも待つと。……ごめんね、テヴァさん。あなたにとって、本意ではないことかも知れないけれど、ロウは』よけいなことは言うなよ、ザイルミアド」

　ロウは顔をしかめて首を振った。

「まったく、油断も隙すきもないな」

「……あなた、王様になりたかったの？」

　彼女が問うと、ロウは肩をすくめる。

「そういうわけじゃない。もし、従い兄と弟こ達の子供の誰かが王の器なら黙っているさ。だが従兄弟達は駄だ目めだ。現状を維持することもできない。国庫を食いつぶして、罪のない民が死ぬ」

　従兄弟達というのはクラウシス王の息子達のことだ。噂うわさでは、あまり出来のいい王子ではないらしい。

「つまり、国のために王様になるの？」

「俺が、いったいどれくらいの時を生きてきたか知ってるか？　その中で、一国の元首になったことが何度あったと思う？」

　そもそもそんな経験があったことの方が驚きだ。テヴァが答える前にロウは続けた。

「国王業にもコツはあるんだよ。俺達の子供が優秀なら、すぐにでも王座を譲ゆずって隠居するさ」

「俺達？」

　彼女はそれを聞き流さなかった。

　するとロウは、テヴァの左手を取ってそっと握った。

「何度も言っているだろう？　テヴァ。俺と結婚しよう」

　今度こそ、心臓が大きくどきんと踊おどった。

「今すぐにとは言わない。お前が俺を嫌っているのもわかってる。だけどいつか振り向かせてみせるよ、テヴァ。お前を愛してるから」

　とたん、息が苦しくなった。

　目頭が熱くなり、顔に熱が集まる。

　ロウが怪訝そうな顔をした。

「どうした？　顔が赤いぞ」

　テヴァはたまらなくなり両手で顔を覆った。ああ、どうすればいい？　なんと言うべき？　心臓が潰れそうだ。でも言わなくては。今。決めたではないか。向き合うと。

　この、恋と。

「……」

「え？　なに？」

　小さすぎるテヴァの声に、ロウが身体を傾けて耳を寄せる。

　彼女は囁くように告白した。

「私もあなたを好きなの」
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《ザイルミアド王子、結婚へ




　前ウィンドル王の遺児、ザイルミアド王子殿でん下かが、このたび一般の女性との結婚を発表した。お相手は一七歳の一般女性。まだ詳細は公開されていないが、殿下は以前から彼女に求婚していたようで、このたび殿下の一いち途ずな恋が実った形となった。

　以下は、本紙がある筋から入手した結婚に対する殿下のコメントである。






「天にも昇のぼる心地だ。俺は幸せだ。今すぐ死んでもいい。いや、駄目だ。結婚生活を堪たん能のうしなくては死ねない。

　あ、寝室は二つなんて無む駄だなことはするな。一つでいい。当然ながら寝台も一つだ。食事は三食一緒に食べる。どんなに仕事が忙しくてもな。警備の人間はなるべく女性で構成しろ。できることなら閉じ込めておきたいくらいだ。変な虫を引きつけてしまう女だからな。

　しかしああ、なんて幸せなんだ。生きててよかった。」





　どうやら殿下にようやく春が訪れたようだ。

　めでたいことである。》







終
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　初めまして、こんにちは。

　山やま咲さき黒くろと申します。

　これまでになく、『恋』を連発するお話となりました。

　今回も、本当にたくさんの方に助けていただきました。中でも直接的に一番お世話になったのは図書館かもしれません。静かで涼しいこの環境があったからこそこの夏もがんばれました。ありがとうございます。

　担当様、北きた沢ざわ先生、この本に関わってくださったすべての方、そしてこの本を手に取ってくださった皆様にも、本当にありがとうございます。

　これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。








著者

山咲 黒

Kuro Yamasaki




夏ですね。

もう２０１４年も残り４ヵ月なのかと思って愕然としています。










イラスト

北沢きょう

Kyo Kitazawa




２冊連続でイラストを担当させていただき有難うございました。今回も個性的なキャラ達を描く事が出来、とても楽しかったです！

ＨＰ…http://yakiimo.moo.jp/
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